
JT-X75

データ伝送サービスを提供する

公衆網間のパケット交換信号方式

Packet-switched Signaling System between 
Public Networks providing Data Transmission Services

第2版

1992年4月28日制定

社団法人

情報通信技術委員会

THE  TELECOMMUNICATION  TECHNOLOGY  COMMITTEE



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



- i - ＪＴ－Ｘ７５

＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　本標準は、１９８８年版ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．７５に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1　オプション選択項目

　本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、いくつかの項目について基本選択としている。表－１にオプショ

ン選択項目の一覧を示す。

2.2　ナショナルマター項目

　な　し。

2.3　その他

(1) 　本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、先行している項目はない。

(2) 　本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、追加している項目はない。

(3) 　本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、いくつかの項目について削除している。

表－２に削除項目の一覧を示す。

(4) 　その他の上記ＣＣＩＴＴ勧告との相違点は次の通りである。

(a) 　リンクレイヤおよびパケットレイヤのオクテット整合

　リンクレイヤにおいて、透過性のための挿入ビットを除く開始フラグと終結フラグ間のビット

数については、国内ではオクテット整合とする網が主流であることから、オクテットの整数倍と

する。また、パケットレイヤにおいて、パケットのデータフィールド長については、国内ではオ

クテット整合とする網が主流であることから、オクテットの整数倍とする。

(b) 　パーマネントバーチャルサーキットのための論理チャネル割当て手順

　パーマネントバーチャルサーキットの論理チャネル割当てについては、国内では静的な方法が

主流であることから、静的な割当て方法のみとする（動的な割当て方法については勧告上も将来

の検討項目となっている）。

(c) 　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．７５にある将来の検討項目については、今後の国際勧告化動向に委ねる部

分が多いため、これらについては規定しない。
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表－１　オプション選択項目一覧

項　番 本文参照箇所 内               容

１ 3.3.2.1 節

フレームシーケンス番号の付

与

ＣＣＩＴＴ勧告では地上回線及び衛星回線を考慮して拡張

モード（モジュロ１２８）及び非拡張モード（モジュロ８）

の選択を可能としているが、本標準は国内網間接続が対象

であり、その場合網間接続リンクは地上回線が主となるこ

とから、非拡張モード（モジュロ８）を基本（本標準では

非拡張モードを標準モードと呼ぶことにする。）とし、拡

張モード（モジュロ１２８）は網提供者間の合意により使

用可能とする。

２ 3.3.2.1 節

拡張モードのときのＵフレー

ムの制御フィールドの２オク

テットコーディング

拡張モードのときのＵフレームの制御フィールドについて

は、現在１オクテットコーディングが主流になりつつある

ことから、１オクテットコーディングを基本とし、２オク

テットコーディングは網提供者間の合意により使用可能と

する。

３ 4.3.2 節

データパケットに対するシー

ケンス番号の付与

リンクレイヤの場合と同様の理由によりモジュロ８を基本

とし、モジュロ１２８は網提供者間の合意により使用可能

とする。

４ 4.3.3 節

データパケットの最大フィー

ルド長

選択可能な数値を一概に規定できないため、標準値（１２

８オクテット）と最大値（４０９６オクテット）を規定す

る。なお、最大値については、ＪＴ－Ｘ２５との整合性を

図ることから、４０９６オクテットとする。
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表－２　削除項目一覧

項　番 勧告参照箇所 理           由

１ １節

物理レイヤ

ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．７５の物理レイヤについては、いくつ

かの勧告を参照しており、基本的には網提供者間の合意事

項となるため。

２ 2.4.8.3 節

Ｔ３タイマ

ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．７５上、具体的な規定時間が未定であ

り、アイドル状態検出報告受領後の上位レイヤの処理が明

確でないため。

３ 2.5.5.4 節

マルチリンク手順の再送試行

回数ＭＮ１

ＪＴ－Ｘ２５との整合性を図るため。

４ ３節第９段落

課金及び計算に必要な収集情

報

課金及び計算に必要な収集情報に関する事項については、

プロトコルとは独立した事項であるため。

５ 3.5 節第２段落第２文

リスタート手順に関する論理

チャネルの状態

リスタート手順に関する論理チャネルの状態のうち、パケッ

トレイヤレディ状態（ｒ１）に入った時の論理チャネルの

状態については、勧告上、全ての論理チャネルは状態ｐ１

に置かれる記述となっているが、これはバーチャルコール

のみについての記述であり、勧告の不備であると考えられ、

また、これに係る文章を削除しても前後の記述に影響しな

いため。

６ 4.2.3.1 節表 13

切断原因「Ship Absent」､「RPOA

out of order 」

国内利用見込みが少ないため。

７ 5 節

オプショナルユーザファシリ

ティ及びネットワークユー

ティリティ

ＪＴ－Ｘ２５との整合性を図るため及び国内番号計画が流

動的であり、これに係るネットワークユーティリティの

フォーマットを明確化できないため。
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2.4 原勧告との章立て構成比較表 

上記国際勧告との章立て構成の相違を下表に示す。 

 

ＴＴＣ標準 ＣＣＩＴＴ勧告 記   事 

１章 概要 －  

２章 本標準の構成 ０章  

－ １章 原勧告１章削除 

３章 信号装置間のリンクレイヤ手順 ２章  

４章 信号装置間のパケットレイヤ手順 ３章  

５章 バーチャルコールおよびパーマネント

バーチャルサーキットのパケット

フォーマット 

４章 

 

 

 

 

 

－ ５章 原勧告５章削除 

付属資料１～６ ANNEX A～F  

－ APPENDIX  I 本標準 3.5.4.2 節に挿入 

 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 制 定 日 改 版 内 容 

第１版 昭和６３年 ５月３１日 制 定 

第２版 １９９２年 ４月２８日 パーマネントバーチャルサーキット機能の追加等 

 

 

 

 

 

 

 

４．工業所有権 
本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 
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１．概　要

　本標準は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．７５に基づき、公衆パケット交換データ網間、ＩＳＤＮ（パケット）と

公衆パケット交換データ網間、ＩＳＤＮ（パケット）網間を接続する網間インタフェースのうち、リンク

レイヤ並びにパケットレイヤの通信プロトコルを規定するものである。

　本標準の規定事項は、１９８８年版ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．７５に準拠する公衆網として必要かつ最小限度

満足すべき内容を含んでおり、８４年版、８０年版に固有のプロトコルについても内容として包含してい

る。

２．本標準の構成

　本標準はデータリンクレイヤインタフェース上の「リンクレイヤプロトコル」と、ネットワークレイヤ

インタフェース上の「パケットレイヤプロトコル」とから構成される。本標準においては、ＳＴＥ－Ｘと

は、網提供者のＳＴＥ（信号装置）間のリンク上における対象の交換機のＳＴＥを示し、ＳＴＥ－Ｙとは、

他方のＳＴＥを示す。

2.1　リンクレイヤプロトコル

　本標準において、「リンクレイヤプロトコル」とは、ＳＴＥ－ＸおよびＳＴＥ－Ｙ間のリンクを介して

データ及び制御情報を送受信するためのリンクアクセスプロトコルを意味する。

2.2　パケットレイヤプロトコル

　本標準において、「パケットレイヤプロトコル」とは、ＳＴＥ－ＸおよびＳＴＥ－Ｙ間のバーチャル

コールおよび／またはパーマネントバーチャルサーキットを介して、ユーザデータ及び制御情報を持つパ

ケットを送受信するためのパケットフォーマット及び通信手順に関するプロトコルを意味する。

３．信号装置間のリンクレイヤ手順

3.1　適用範囲

3.1.1　信号装置間で信頼性の高いパケット転送機構を提供するために単一もしくは複数の物理回線を用い

てパケットを受信し、パケットレイヤに転送する手順を定義する必要がある。

　回線障害によりパケットレイヤの動作が影響されないためには、複数の物理回線を用いることが必要で

ある。

3.1.2　3.2 節から 3.4 節に記述した単一リンク手順（ＳＬＰ）は、単一の物理回線を通じてのＳＴＥ間の

データ交換に使用される。複数の物理回線が並行して使用された場合、本単一リンク手順は各回線に独立

に使用され、3.5 節に記述されたマルチリンク手順（ＭＬＰ）は複数の並行したリンク全体を通じての

データ交換に使用される。ただし、単一の物理回線だけが使用される場合、網提供者間の合意に基づいて、

マルチリンク手順が単一のリンク上で使用される場合もある。

3.1.3　各伝送機能は両方向同時伝送が可能である。

3.1.4　単一リンク手順は、リンクアクセス手順（ＬＡＰＢ）に基づいている。本手順は国際標準化機構

（ＩＳＯ）により規定されたハイレベルデータリンク手順（ＨＤＬＣ）の原理を採用している。マルチリ

ンク手順はＩＳＯで規定されたマルチリンク手順の原理にもとづいている。
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3.1.5　各単一リンク手順ごとに、基本モード（モジュロ８）または拡張モード（モジュロ１２８）を使用

する。モードの選択は各々独立であり、また、対応するパケット転送手順のモード選択とは無関係であり、

網提供者間の合意に基づいて選択される。

3.2　フレーム構成

3.2.1　すべての伝送は、表３－１／ＪＴ－Ｘ７５か表３－２／ＪＴ－Ｘ７５かのどちらかのフォーマット

に従って行われる。

アドレスフィールドに先行するフラグを開始フラグと定義する。

フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）に後続するフラグを終結フラグと定義する。

3.2.2　フラグシーケンス

　すべてのフレームは一個の「０」と６個の連続した「１」および１個の「０」から成るフラグシーケン

スで始まり、終わるものとする。

　ＳＴＥは複数のフラグシーケンス（3.2.11 節参照）を送出時、完全で別個の８ビットフラグシーケンス

のみを送出する。

　１つのフラグシーケンスがあるフレームの終結フラグと次のフレームの開始フラグの両方として、網提

供者間の合意に基づき使用されることがある。

表３－１／ＪＴ－Ｘ７５　フレームフォーマット（モジュロ８）

(CCITT X.75)

　ビット送出順序

12345678 12345678 12345678 16 ～１ 12345678

フラグ アドレス 制　　御 ＦＣＳ フラグ

Ｆ

01111110

Ａ

８ビット

Ｃ

８ビット

ＦＣＳ

16 ビット

Ｆ

01111110

ＦＣＳ　　フレームチェックシーケンス

　ビット送出順序

12345678 12345678 12345678 16 ～１ 12345678

フラグ アドレス 制　　御 情　　報 ＦＣＳ フラグ

Ｆ

01111110

Ａ

８ビット

Ｃ

８ビット

Ｉ

Ｎビット

ＦＣＳ

16 ビット

Ｆ

01111110

ＦＣＳ　　フレームチェックシーケンス

０≦Ｎ≦Ｎ１－３２
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表３－２／ＪＴ－Ｘ７５　フレームフォーマット（モジュロ１２８）

(CCITT X.75)

ビット送出順序

12345678 12345678 １～ａ） 16 ～１ 12345678

フラグ アドレス 制　　御 ＦＣＳ フラグ

Ｆ

01111110

Ａ

８ビット

Ｃ

ａ）ビット

ＦＣＳ

16 ビット

Ｆ

01111110

ＦＣＳ　　フレームチェックシーケンス

ビット送出順序

12345678 12345678 １～ａ） 16 ～１ 12345678

フラグ アドレス 制　　御 情　　報 ＦＣＳ フラグ

Ｆ

01111110

Ａ

８ビット

Ｃ

ａ）ビット

Ｉ

Ｎビット

ＦＣＳ

16 ビット

Ｆ

01111110

ＦＣＳ　　フレームチェックシーケンス

０≦Ｎ≦Ｎ１－40

　ａ）１６ビットのフレームフォーマットはシーケンス番号を含み、８ビットのフレームフォーマットは

シーケンス番号を含まない。（注参照）

　注－シーケンス番号を含まないフレームが 3.3.2.1 (3)節に記述されるように、網提供者間の合意に基づ

いて１６ビットの制御フィールドフォーマットを持つことがある。

3.2.3　アドレスフィールド

　アドレスフィールドは１オクテットで構成する。アドレスフィールドはコマンドフレームの受信者およ

び、レスポンスフレームの送信者を識別する。アドレスフィールドの符号化方法は 3.4.2 節で記述する。

3.2.4　制御フィールド

　制御フィールドは１または２オクテットで構成する。制御フィールドの内容 3.3.2 節で記述する。

3.2.5　情報フィールド

　フレームに情報フィールドが存在する場合、それは制御フィールド（3.2.4 節参照）に続き、フレーム

チェックシーケンス（3.2.7 節参照）の前に設定される。

　本標準で使用される情報フィールド中の各種の符号化、およびグループ化については 3.3.4.9 節、3.5.2

節、５節参照のこと。

　最大情報フィールド長については 3.3.4.9 節、3.4.8.4 節を参照のこと。
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3.2.6　透過性

　ＳＴＥは送信中、アドレスフィールド、制御フィールド、情報フィールド、及びＦＣＳフィールドを含

む２つのフラグシーケンス間のフレームの内容を調べ、フラグシーケンスと同じパターンが生じないよう

にするため、５個の連続した「１」のビット配列（ＦＣＳフィールドの最後の５ビットを含む）のあとに、

「０」のビットを１個挿入する。

　またＳＴＥは、受信中、フラグシーケンスの間の内容を調べ５個の連続した「１」のビット配列の直後

の「０」のビットを削除する。

3.2.7　フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）

　ＦＣＳを記述するために使用される表記方法は、１００００００１００００１のような符号ベクトルが

Ｐ（Ｘ）＝Ｘ
１２

＋Ｘ
５　

＋１の多項式で表現できるという巡回符号の固有性に基づいている。ｎ要素符号の

符号語の要素は、このように（ｎ－１）次多項式の係数である。これを応用し、これらの係数は「０」ま

たは「１」の値を持つことができ、多項式の演算は、モジュロ２で行われる。フレームの内容を表現する

多項式は、開始フラグの後に受信した最初のビットを最高位の項の係数として生成される。

　ＦＣＳは、１６ビットのシーケンスとする。ＦＣＳは次の (1)及び (2)の和（モジュロ２）の１の補数

をとったものである。

(1) 　Ｘ
ｋ　

（Ｘ
１５

＋Ｘ
１４

＋Ｘ
１３

＋Ｘ
１２

＋Ｘ
１１

＋Ｘ
１０

＋Ｘ
９　

＋Ｘ
８　

＋Ｘ
７　

＋Ｘ
６　

＋Ｘ
５　

＋Ｘ
４
＋Ｘ

３　
＋

Ｘ
２　

＋Ｘ＋１）を生成多項式Ｘ
１６

＋Ｘ
１２

＋Ｘ
５　

＋１で割り算した剰余。

　ただし、ｋは開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットの間にはさまれたビット数であ

り、透過性を確保するために挿入したビットは除く。

(2) 　開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットにはさまれたビットシーケンスにＸ
１６

を乗じ

た後、生成多項式Ｘ
１６

＋Ｘ
１２

＋Ｘ
５　

＋１で割算（モジュロ２）した剰余。ただし、透過性を確保

するために挿入したビットは除く。

　送信装置での代表的な実現方法として割算の剰余を計算する装置のレジスタの初期内容を予めすべて

「１」に設定しておき、続いてアドレスフィールド、制御フィールド及び情報フィールドを（上述のよう

に）生成多項式で割算し、その剰余結果の１の補数を１６ビットのＦＣＳとして送信する方法がある。

　受信装置での代表的な実現方法として割算の剰余を計算する装置のレジスタの初期内容を予めすべて

「１」に設定する。直列入力ビット及びＦＣＳにＸ
１６

を乗じた後、生成多項式Ｘ
１６

＋Ｘ
１２

＋Ｘ
５　

＋１で

割算（モジュロ２）した最終的な剰余は、伝送誤りのない状態で０００１１１０１００００１１１１（そ

れぞれ、Ｘ
１５

からＸ
０　

まで）となる。

3.2.8　ビット送出順序

　アドレス、コマンド、レスポンス及びシーケンス番号については、低位ビットを最初に送信する。たと

えば、最初に送出するシーケンス番号のビットは重み２
０　

である。

　情報フィールド内のビット送出順序は、３節では規定しない。ＦＣＳは、最高次の係数から送出される。

最高次の係数はＦＣＳフィールドのビット位置１６に相当する。（表３－１／ＪＴ－Ｘ７５および表３－

２／ＪＴ－Ｘ７５参照）

　注－表３－３、３－４、３－５、３－６、３－７、３－８、３－１０／ＪＴ－Ｘ７５ではビット１は低

位ビットとして定義される。

3.2.9　無効フレーム

　無効フレームの定義は 3.3.5.3 節に記述される。
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3.2.10　フレーム放棄

　フレーム放棄は、少なくとも７個以上の連続した「１」のビット（「０」のビット挿入がない）を送出

することにより行う。

3.2.11　フレーム間タイムフィル

　フレーム間タイムフィルは、フレーム間に連続してフラグを、すなわち複数の８ビットフラグシーケン

ス（3.2.2 節参照）を送出することにより行う。

3.2.12　リンクチャネル状態

　ここで定義されるリンクチャネルは片方向の伝送手段である。

3.2.12.1　アクティブチャネル状態

　フレーム、フレーム放棄シーケンスまたはフレーム間タイムフィルを受信または送信しているとき、そ

れぞれ受信または送信チャネルがアクティブ状態にあると定義される。

3.2.12.2　アイドルチャネル状態

　少なくとも１５ビット以上連続した「１」のビットを受信または送信したとき、それぞれ受信または送

信チャネルがアイドル状態にあると定義される。

3.3　手順要素

3.3.1　手順要素では、フレームの受信時に起こす動作について定義する。

　手順は手順要素によって構成され、3.4 節で記述する。リンクを適切に運用するための一般条件は 3.2 節、

3.3 節で記述する。

3.3.2　制御フィールドフォーマットとパラメータ

3.3.2.1　制御フィールドフォーマット

　制御フィールドは、コマンドあるいはレスポンス、そして必要によりシーケンス番号を持つ。

　表３－３／ＪＴ－Ｘ７５および表３－４／ＪＴ－Ｘ７５に示すように、情報転送（Ｉフォーマット）、

番号制監視機能（Ｓフォーマット）、非番号制制御機能（Ｕフォーマット）を実行するために３つの形式

の制御フィールドフォーマットを使用する。

　基本（モジュロ８）動作の制御フィールドフォーマットを表３－３／ＪＴ－Ｘ７５に示す。

　拡張（モジュロ１２８）動作の制御フィールドフォーマットを表３－４／ＪＴ－Ｘ７５に示す。

　モジュロ１２８の使用は、網提供者間の合意に基づく。モジュロ１２８使用時には、Ｕフォーマットの

制御フィールドとして２オクテットのフォーマットが、網提供者間の合意に基づき使用可能であるが、Ｕ

フォーマットの制御フィールドとしては１オクテットのフォーマットを基本とする。
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表３－３／ＪＴ－Ｘ７５　基本（モジュロ８）動作の場合の制御フィールドフォーマット

(CCITT X.75)

制御フィールド

ビット １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Ｉフォーマット ０ Ｎ（Ｓ） Ｐ Ｎ（Ｒ）

Ｓフォーマット １ ０ Ｓ Ｓ P/F Ｎ（Ｒ）

Ｕフォーマット １ １ Ｍ Ｍ P/F Ｍ Ｍ Ｍ

Ｎ（Ｓ） ：送信側送信シーケンス番号（ビット２＝低位ビット）

Ｎ（Ｒ） ：送信側受信シーケンス番号（ビット６＝低位ビット）

Ｓ ：監視機能ビット

Ｍ ：修飾機能ビット

Ｐ／Ｆ ：Ｐは、コマンドとして送出したとき　ポールビット

Ｆは、レスポンスとして送出したとき　ファイナルビット

Ｐ ：ポールビット

表３－４／ＪＴ－Ｘ７５

(CCITT X.75)

ａ）制御フィールドフォーマット（モジュロ１２８）

制御フィールド 第１オクテット 第２オクテット

ビット １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

Ｉフォーマット ０ Ｎ（Ｓ） Ｐ Ｎ（Ｒ）

Ｓフォーマット １ ０ Ｓ Ｓ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ P/F Ｎ（Ｒ）

Ｕフォーマット １ １ Ｍ Ｍ P/F Ｍ Ｍ Ｍ

ｂ）Ｕフォーマットの制御フィールドの代替フォーマット（モジュロ 128)（注参照）

制御フィールド 第１オクテット 第２オクテット

ビット １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

Ｕフォーマット １ １ Ｍ Ｍ Ｕ Ｍ Ｍ Ｍ P/F Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

Ｎ（Ｓ）

Ｎ（Ｒ）

　Ｓ

　Ｍ

　Ｘ

　Ｕ

Ｐ／Ｆ

　Ｐ

注－

：送信側送信シーケンス番号（ビット２＝低位ビット）

：送信側受信シーケンス番号（ビット１０＝低位ビット）

：監視機能ビット

：修飾機能ビット

：将来の拡張用で、当面「０」に設定される。

：未　定

：コマンドの時ポールビット、レスポンスの時ファイナルビット

：ポールビット

２オクテットの制御フィールドからなる非番号制フォーマットの使用は網提供者間の

合意に基づく。
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(1) 　情報転送フォーマット－Ｉ

　Ｉフォーマットは情報転送を実行するために使用する。Ｎ（Ｓ）、Ｎ（Ｒ）およびＰビットを持

ち、各機能は独立である。すなわち各Ｉフレームは、Ｎ（Ｓ）とＳＴＥが後続情報フレームの受信

を確認したかどうかを知らせるＮ（Ｒ）、それにＰビットを有する。

(2) 　監視フォーマット－Ｓ

　Ｓフォーマットは、情報フレームの確認応答、再送要求、および一時送信停止要求などのリンク

監視制御機能を実行するため使用する。Ｎ（Ｒ）およびＰ／Ｆの機能は独立である。すなわち各監

視フレームはＳＴＥにより受信された情報フレームを確認したか、あるいは未確認であるかを示す

Ｎ（Ｒ）、および「０」または「１」に設定されたＰ／Ｆビットを有する。

(3) 　非番号制フォーマット－Ｕ

　Ｕフォーマットは付加的なリンク制御機能を提供するために使用する。このフォーマットは、

シーケンス番号を持たないが、「０」または「１」に設定されたＰ／Ｆビットを含む。非番号制コ

マンドおよびレスポンスの符号化は表３－５／ＪＴ－Ｘ７５および表３－６／ＪＴ－Ｘ７５に定義

される。非番号制フレームはモジュロ８（基本）およびモジュロ１２８（拡張）共に１オクテット

の制御フィールドを使用することを基本とするが、モジュロ１２８に限って、網提供者間の合意に

基づき、表３－６／ＪＴ－Ｘ７５のｂ）に記述される２オクテットの制御フィールドの符号化を選

択してもよい。

3.3.2.2　制御フィールドのパラメータ

　以下に制御フィールドフォーマットの各種パラメータについて記述する。

(1) 　モジュラス

　各情報フレームには、０からモジュラス－１までの番号が順に付けられる。

　モジュラスは、８を基本とし、網提供者間の合意に基づき１２８を使用することもできる。シー

ケンス番号は、０からモジュラス－１の範囲で循環する。

(2) 　送信状態変数Ｖ（Ｓ）

　送信状態変数は、次に送出する情報フレームのシーケンス番号を表し、０からモジュラス－１ま

での値をとりうる。送信状態変数の値は各々の情報フレームを送信する毎に１ずつ加算される。た

だし、送信状態変数の値は最後に受信した情報または監視フォーマットのＮ（Ｒ）にアウトスタン

ディング情報フレーム数の最大値（Ｋ）を加えた値を超えてはならない。Ｋの値は、3.4.8.5 節で定

義する。

(3) 　送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）

　送信シーケンス番号は情報フレームのみが持つ。情報フレームが順番に送信されるときに、情報

フレーム中のＮ（Ｓ）の値は、送信状態変数の値に等しく設定される。

(4) 　受信状態変数Ｖ（Ｒ）

　受信状態変数は、次に受信が期待される情報フレームのシーケンス番号を表し、０からモジュラ

ス－１までの値をとりうる。受信状態変数の値はこの値に等しい送信シーケンス番号を持つ誤りの

ない情報フレームを順番に受信する毎に１ずつ加算される。

(5) 　受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）

　すべての情報フレームと監視フレームは、次に受信が期待される情報フレームのシーケンス番号

を受信シーケンス番号として持つ。Ｎ（Ｒ）の値は、情報フレームおよび監視フレームが送出され

る時点における受信状態変数の値に等しく設定される。

　Ｎ（Ｒ）はＮ（Ｒ）を送信したＳＴＥがＮ（Ｒ）－１までのすべての情報フレームを正しく受信

したことを示す。
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(6) 　ポール／ファイナル（Ｐ／Ｆ）ビット

　全てのフレームはＰ／Ｆ、すなわちポール／ファイナルビットを含む。コマンドフレームにおい

てはＰ／ＦビットはＰビットとして、またレスポンスフレームにおいてはＦビットとみなされる。

3.3.3　ポールビットとファイナルビットの機能

　「１」に設定されたポールビットはＳＴＥが相手のＳＴＥからの応答を勧誘（ポール）するために使用

される。「１」に設定されたファイナルビットは相手のＳＴＥによる勧誘（ポール）コマンドの結果とし

てＳＴＥが送信したレスポンスフレームであることを表示するために使用される。

　Ｐ／Ｆビット使用方法は 3.4.3 節に記述される。

3.3.4　コマンドとレスポンス

　ＳＴＥは表３－５／ＪＴ－Ｘ７５と表３－６／ＪＴ－Ｘ７５に示すコマンドとレスポンスを使用する。

　「１１」に符号化された監視機能ビット、および表３－３／ＪＴ－Ｘ７５と表３－４／ＪＴ－Ｘ７５中

の修飾機能ビットで表３－５／ＪＴ－Ｘ７５と表３－６／ＪＴ－Ｘ７５に表示された以外の符号を持った

ものは、未定義または未実装コマンド／レスポンス制御フィールドとみなされる。

　コマンドとレスポンスは以下の通りである。

表３－５／ＪＴ－Ｘ７５　コマンドとレスポンス（モジュロ８）

(CCITT X.75)

ビット １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

フォーマット コマンド レスポンス 符          号

情報転送

（Ⅰ）

Ⅰ（情報） ０ Ｎ（Ｓ） Ｐ Ｎ（Ｒ）

監    視

（Ｓ）

RR (受信可)

RNR(受信不可)

REJ(リジェクト)

RR (受信可)

RNR(受信不可)

REJ(リジェクト)

１

１

１

０

０

０

０

１

０

０

０

１

P/F

P/F

P/F

Ｎ（Ｒ）

Ｎ（Ｒ）

Ｎ（Ｒ）

SABM (非同期平

衡モード

設定)
１

  

１ １ １ Ｐ １

    

０ ０

非番号制 DISC (切断) １ １ ０ ０ Ｐ ０ １ ０

（Ｕ） DM (切断モード) １ １ １ １ Ｆ ０ ０ ０

UA (非番号制確認) １ １ ０ ０ Ｆ １ １ ０

FRMR (フレームリ

ジェクト) １ １ １ ０ Ｆ ０

  

０ １
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表３－６／ＪＴ－Ｘ７５　ａ）コマンドとレスポンス（モジュロ１２８）

(CCITT X.75)

ビット １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10～16
フォーマット コマンド レスポンス 符          号

情報転送

（Ⅰ）

Ⅰ（情報） ０     Ｎ（Ｓ） Ｐ Ｎ（Ｒ）

監    視

（Ｓ）

RR (受信可)

RNR(受信不可)

REJ(リジェクト)

RR (受信可)

RNR(受信不可)

REJ(リジェクト)

１

１

１

０

０

０

０

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

P/F

P/F

P/F

Ｎ（Ｒ）

Ｎ（Ｒ）

Ｎ（Ｒ）

SABME(拡張非

同期平衡モー

ド設定)
１  １  １  １ Ｐ １  １  ０

非番号制 DISC (切断) １  １  ０  ０ Ｐ ０  １  ０

（Ｕ） DM (切断モード) １  １  １  １ Ｆ ０  ０  ０

UA(非番号制確認) １  １  ０  ０ Ｆ １  １  ０

FRMR (フレームリ

ジェクト) １  １  １  ０ Ｆ ０  ０  １

ｂ）代替非番号制コマンドとレスポンス（モジュロ１２８）（注２参照）

 (CCITT X.75)

ビット １２３４ ５ ６７８ ９ 10 ～ 16

フォーマット   コマンド   レスポンス 符    号（注１）

ＳＡＢＭＥ

（拡張非同期平衡

  モード設定)

１１１１ Ｕ １１０ Ｐ ００００００００

ＤＩＳＣ (切断) １１００ Ｕ ０１０ Ｐ ００００００００

非番号制 ＤＭ

 (切断モード)

１１１１ Ｕ ０００ Ｆ ００００００００

ＵＡ

 (非番号制確認)

１１００ Ｕ １１０ Ｆ ００００００００

ＦＲＭＲ

 (ﾌﾚｰﾑﾘｼﾞｪｸﾄ)

１１１０ Ｕ ００１ Ｆ ００００００００

　注１－非番号制フォーマットフレームのビット５は代替フォーマットｂ）では規定されない。

　注２－3.3.2.1 (3)節に記述されるように、２オクテットの制御フィールドは、網提供者間の合意に基づき

使用される。
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3.3.4.1　情報(Ｉ)コマンド

　情報コマンドの機能は、情報フィールドを持ち、連続番号を付与されたフレームをデータリンクを通じ

て転送することである。

3.3.4.2　受信可（ＲＲ）コマンドとレスポンス

　ＳＴＥは、受信可監視フレームを以下の目的で使用する。

　1) 　情報フレームの受信が可能であることを示す。

　2) 　Ｎ（Ｒ）－１の番号までの情報フレームの受信を確認応答する。

ＳＴＥはＲＮＲフレーム送信により通知したビジー状態を解除するためにＲＲフレームを使用すること

ができる。また、ＲＲコマンドのポールビットを「１」に設定して相手のＳＴＥの状態問合わせのために

使用してもよい。

3.3.4.3　受信不可（ＲＮＲ）コマンドとレスポンス

　ＳＴＥは一時的に後続の情報フレームを受け入れられないビジー状態であることを示すために、受信不

可監視フレームを使用する。この場合、Ｎ（Ｒ）－１までの情報フレームの受信は確認されたとみなされ

る。しかし、Ｎ（Ｒ）で示される情報フレームやそれ以降に受信された情報フレームは確認されたとはみ

なされない。これらの情報フレームの受付状態は、それ以降に引き続いて送信されるフレーム中で示され

る。

　また、ＲＮＲコマンドのポールビットを「１」に設定して、相手ＳＴＥの状態問合わせのために使用し

てもよい。

3.3.4.4　リジェクト（ＲＥＪ）コマンドとレスポンス

　ＳＴＥは、受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）で示される番号から後の送信シーケンス番号をもつ情報フレー

ムの再送を要求するために、リジェクト監視フレームを使用することができる。この場合、Ｎ（Ｒ）－１

までの情報フレームの受信は確認されたとみなされる。未送出の情報フレームを再送情報フレームのすぐ

あとに送信することができる。どのような時点においても、ＲＥＪ異常状態は、情報転送を行う一つの方

向に対してただ１つのみ設定できる。

　ＲＥＪ異常状態は、ＲＥＪフレームのＮ（Ｒ）に等しいＮ（Ｓ）を持つ情報フレームを受信することに

より解除される。

　ＳＴＥは、ＲＮＲフレーム送信により通知したビジー状態を解除するためにＲＥＪフレームを使用する

ことができる。

　また、ＲＥＪコマンドのポールビットを「１」に設定して、相手ＳＴＥの状態を問い合わせるために使

用してもよい。

3.3.4.5　非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）コマンドと拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマン

ド

　ＳＴＥは、アドレスにより指定したＳＴＥを、コマンドおよびレスポンスの制御フィールド長を１オク

テットとする、非同期平衡モードの情報転送フェーズに設定するために、非同期平衡モード設定コマンド

を用いる。

　ＳＴＥは、アドレスにより指定したＳＴＥを、非同期平衡モードの情報転送フェーズに設定するために

拡張非同期平衡モード設定コマンドを用いる。この場合、番号制コマンドおよびレスポンスの制御フィー

ルド長は２オクテットであり、非番号制コマンドおよびレスポンスの制御フィールド長は１オクテットで

ある。（注参照）
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　ＳＡＢＭコマンドやＳＡＢＭＥコマンドは情報フィールドを含んではならない。ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ

コマンドの送信は同一のＳＴＥが以前にＲＮＲフレーム送信により通知したビジー状態の解除を示す。

　ＳＴＥは、ＳＡＢＭコマンド（モジュロ８）またはＳＡＢＭＥコマンド（モジュロ１２８）の受け付け

を、最初の機会のＵＡレスポンス送信により確認する。また、ＳＡＢＭコマンドまたはＳＡＢＭＥコマン

ドを受け付けた場合は送信状態変数と受信状態変数を「０」に設定する。

　このコマンドが実行されると、既に送信済みで未確認の情報フレームは確認されないままとなる。

　注－3.3.2.1 (3)節に記述されるように２オクテットの制御フィールドからなる非番号制フォーマットを網

提供者間の合意により使用できる。ただし、モジュロ１２８の非番号制Ｕフレームにおいても１オ

クテットの制御フィールドが基本である。

3.3.4.6　切断（ＤＩＳＣ）コマンド

　ＳＴＥは、設定されたモードを終結するために、切断コマンドを使用する。ＤＩＳＣコマンドは、ＤＩ

ＳＣコマンドを送信したＳＴＥがＤＩＳＣコマンドを受信したＳＴＥに対し動作を保留していることを通

知するために使用される。ＤＩＳＣコマンドは情報フィールドを含んではならない。ＳＴＥはＤＩＳＣコ

マンドによるモードの終結を行う前に、ＤＩＳＣコマンドを受け付けたことをＵＡレスポンス送信によっ

て確認する。ＤＩＳＣコマンドを送信したＳＴＥは、確認のＵＡレスポンスを受信すると切断フェーズと

なる。

　このコマンドが実行されたときに、既に送信済みで未確認の情報フレームは確認されないままとなる。

3.3.4.7　非番号制確認（ＵＡ）レスポンス

　ＳＴＥは、非番号制確認レスポンスをモード設定コマンドが受け付けられたことを通知するために使用

する。ＳＴＥは、ＵＡレスポンスを送信するまでは受信したモード設定コマンドを実行してはならない。

ＵＡレスポンスの送信は同一ＳＴＥが以前にＲＮＲフレーム送信により通知したビジー状態の解除を示す。

ＵＡレスポンスは情報フィールドを含んではならない。

3.3.4.8　切断（ＤＭ）レスポンス

　ＳＴＥは、リンクから論理的に切り離された切断フェーズ状態にあることを通知するために切断レスポ

ンスを使用する。ＳＴＥは、切断レスポンスをモード設定コマンドに対する応答として、ＳＴＥが切断

フェーズにあり、モード設定を受け付けられないことを通知するために使用する。ＤＭレスポンスは情報

フィールドを含んではならない。

3.3.4.9　フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンス

　フレームリジェクトレスポンスは、有効なフレームを受信したが、そのフレームが同一フレームの再送

によって回復できない誤り状態、すなわち下記の条件の少なくとも１つに合致する誤りを含んでいること

を、相手ＳＴＥに通知するために用いられる。

(l) 　未定義または未実装のコマンドまたはレスポンスの制御フィールドの受信

(2) 　最大長を超過した情報フィールドを持つ情報フレームの受信

(3) 　無効Ｎ（Ｒ）の受信

(4) 　存在が許されていない情報フィールドを持つフレームの受信、および長さが不正な監視フレーム

または非番号制フレームの受信

(5) 　3.4.5.9 節に記述したタイマ回復状態、またはＰビットを「１」に設定したコマンドに対する応答

ではないＦビットを「１」に設定した監視フレームの受信

(6) 　受信すべきでないＵＡレスポンスあるいはＤＭレスポンスの受信
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(7) 　無効Ｎ（Ｓ）の受信

　無効Ｎ（Ｒ）とは、送出済ですでに確認応答されている情報フレームのＮ（Ｒ）、または送信保留と

なっている次の情報フレーム以外の未送出情報フレームのＮ（Ｒ）である。有効Ｎ（Ｒ）は、未確認の情

報フレームの中で最も低い送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）から、現在の送信状態変数を含むまで（または

3.4.5.9 節に記述されるタイマ回復状態にＳＴＥがある場合は、現在の内部変数ｘまで）の範囲内になけれ

ばならない。この制約は、ＳＴＥがフレームリジェクション状態の場合にも適用される。

　無効Ｎ（Ｓ）とは、受信状態変数Ｖ（Ｒ）に等しく、ＳＴＥが相手ＳＴＥに送信した最新のＮ（Ｒ）の

値にアウトスタンディング情報フレーム数の最大値Ｋ（3.4.8.5 節参照）を加えた値に等しいＮ（Ｓ）であ

る。

　返送されるレスポンスには、フレームリジェクトの理由を示す３オクテット（モジュロ８の場合）また

は５オクテット（モジュロ１２８の場合）が、制御フィールドのすぐあとの情報フィールドに設定される。

　フォーマットを表３－７／ＪＴ－Ｘ７５および表３－８／ＪＴ－Ｘ７５に示す。

　上記 (4)の条件の場合、ＷとＸビットは「１」に設定される。

　上記 (5)、 (6)、 (7)の条件の場合でも、Ｗビットは「１」に設定される。

　ＦＲＭＲフレームを受信したＳＴＥはどんな場合でも、それを記録する前に更に誤りの原因を明らかに

するために、リジェクトされたフレームの制御フィールドの内容を検査しなければならない。

表３－７／ＪＴ－Ｘ７５　ＦＲＭＲの情報フィールドフォーマット－（モジュロ８）

(CCITT X.75)

情報フィールドビット

１２３４５６７８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

リジェクトされたフ

レームの制御フィー

ルド

０ Ｖ(S)  C/R Ｖ(R) Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ ０ ０ ０ ０

　リジェクトされたフレームの制御フィールドとは、フレームリジェクトを発生させたフレームの制御

フィールドを示す。

　Ｖ（Ｓ）は、フレームリジェクト時のＳＴＥの送信状態変数の現在値（ビット１０＝低位ビット）を示

す。

　Ｃ／Ｒ＝１はリジェクトされたフレームがレスポンスであることを示す。Ｃ／Ｒ＝０はリジェクトされ

たフレームがコマンドであることを示す。

　Ｖ（Ｒ）は、フレームリジェクト時のＳＴＥの受信状態変数の現在値（ビット１４＝低位ビット）を示

す。

　Ｗ＝１は、無効であるかまたは実装されていないビット１から８の制御フィールドを受信し返送したこ

とを示す。

　Ｘ＝１は、受信し返送したビット１から８の制御フィールドが許されてない情報フィールドを含む監視

または非番号制フレーム、または長さが不正な監視または非番号制フレームであるため誤りとみなされた

ことを示す。ビットＷはこのビットに関連して「１」に設定される。

　Ｙ＝１は、情報フィールドが最大容量を超過したことを示す。

　Ｚ＝１は、受信し返送したビット１から８の制御フィールドのＮ（Ｒ）が無効であることを示す。

ビット９とビット２１から２４までは「０」に設定されなければならない。
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表３－８／ＪＴ－Ｘ７５　ＦＲＭＲ情報フィールドフォーマット（モジュロ１２８）

(CCITT X.75)

情報フィールドビット

１～16 17 18～24 25 26～32 33 34 35 36 37 38 39 40

リジェクトされたフ

レームの制御フィー

ルド

０ Ｖ(S)  C/R Ｖ(R) Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ ０ ０ ０ ０

　リジェクトされたフレームの制御フィールドとは、フレームリジェクトを発生させたフレームの制御

フィールドを示す。リジェクトされたフレームが非番号制フレームの場合、そのリジェクトフレームの制

御フィールドは、ビット１～８に位置し、ビット９～１６は「０」に設定される。

　しかし、モジュロ１２８の非番号制フレームに対して、3.3.2.1 (3)節に記述される２オクテットの制御

フィールドが採用される場合には、２オクテットの制御フィールドがビット１から１６に設定される。

　Ｖ（Ｓ）は、フレームリジェクト時のＳＴＥの送信状態変数の現在値（ビット１８＝低位ビット）を示

す。

　Ｃ／Ｒ＝１はリジェクトされたフレームがレスポンスであることを示す。Ｃ／Ｒ＝０はリジェクトされ

たフレームがコマンドであることを示す。

　Ｖ（Ｒ）は、フレームリジェクト時のＳＴＥの受信状態変数の現在値（ビット２６＝低位ビット）を示

す。

　Ｗ＝１は、無効であるかまたは実装されていないビット１から１６の制御フィールドを受信し、返送し

たことを示す。

　Ｘ＝１は、受信し返送したビット１から１６の制御フィールドが許されていない情報フィールドを含む

監視または非番号制フレーム、または長さが不正な監視または非番号制フレームであるため誤りとみなさ

れたことを示す。ビットＷはこのビットに関連して「１」に設定される。

　Ｙ＝１は、受信情報フィールドが最大容量を超過したことを示す。

　Ｚ＝１は、受信し返送したビット１から１６の制御フィールドのＮ（Ｒ）が無効であることを示す。

　ビット１７とビット３７からビット４０までは「０」に設定されなければならない。

3.3.5　異常状態の通知と回復

　リンクレイヤにおける異常状態の発生と、検出後の回復手順を以下に述べる。ここで述べる異常状態は、

伝送誤り、ＳＴＥの障害、または動作状態の結果として発生することがある。

3.3.5.1　ビジー状態

　ビジー状態は、ＳＴＥが受信バッファ数の限界等の内部的な制約から、一時的に情報フレームを継続し

て受信できないような場合に発生する。この場合、ビジー状態となったＳＴＥからＲＮＲフレームが送信

される。ビジーＳＴＥは、ＲＮＲフレーム送信の前後に、送信保留となっている情報フレームを送信して

もよい。

　ビジー状態解除の通知はＵＡフレーム（ＳＡＢＭコマンドまたはＳＡＢＭＥコマンドに対する応答の

み）、ＲＲフレーム、ＲＥＪフレーム、ＳＡＢＭコマンド（モジュロ８）またはＳＡＢＭＥコマンド（モ

ジュロ１２８）により行われる。
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3.3.5.2　Ｎ（Ｓ）シーケンス誤り状態

　受信状態変数Ｖ（Ｒ）に等しくないＮ（Ｓ）をもつすべての受信情報フレームの情報フィールドは廃棄

される。

　Ｎ（Ｓ）シーケンス誤り状態は、受信側において受信側の受信状態変数Ｖ（Ｒ）に等しくないＮ（Ｓ）

をもつ情報フレームを受信することにより発生する。受信側は、正しいＮ（Ｓ）を持つ情報フレームを受

信するまで、シーケンス誤りを起した情報フレームを含むいかなる情報フレームも確認応答しない。

　シーケンス誤りの有効情報フレーム、または後続の制御フレーム（ＲＲ、ＲＮＲおよびＲＥＪ）を受信

したＳＴＥは、たとえば送信済の情報フレームの確認、およびＰビットを「１」に設定したフレームに対

する応答などのリンク制御機能を実行するためＮ（Ｒ）フィールドやＰ／Ｆビット中の制御情報を受け付

けなければならない。

(1) 　ＲＥＪ回復

　ＲＥＪフレームは、Ｎ（Ｓ）シーケンス誤り検出後、回復（再送）を開始するために受信側のＳ

ＴＥにより用いられる。リンクの各伝送方向に対してＳＴＥからの“ＲＥＪ送信”異常状態は一時

点ではただ１つしか設定されない。要求した情報フレームを受信することにより“ＲＥＪ送信”異

常状態は回復する。ＲＥＪフレームを受信したＳＴＥはＲＥＪフレームのＮ（Ｒ）に示された情報

フレームから順次再送または送信する。

　再送されたフレームは更新されたＮ（Ｒ）やＰビットを含むことがあり、したがって最初に送信

されたものと異なる場合がある。

(2) 　タイムアウト回復

　ＳＴＥが、伝送誤りにより、単一の情報フレームまたは連続した情報フレームの最後の情報フ

レームを受信しない（または受信はしても廃棄した）場合は、シーケンスの異常状態は検出できず、

したがって、ＲＥＪフレームは送出されない。確認応答のされていない情報フレームを送信したＳ

ＴＥは、システムで定められたタイムアウト（3.4.5.9 節および 3.4.8.1 節参照）後どの情報フレー

ムから再送を開始するべきかを決定するために、適切な回復動作を行わなければならない。

　再送されたフレームは更新されたＮ（Ｒ）やＰビットを含むことがあり、したがって最初に送信

されたものと異なる場合がある。

3.3.5.3　無効フレーム状態

　すべての無効フレームは廃棄され、その結果として動作は行わない。無効フレームは以下のように定義

される。

(a) 　２つのフラグで正しく区切られない。

(b) 　基本（モジュロ８）動作において、フラグ間が３２ビット未満である。拡張（モジュロ１２

８）動作においては、シーケンス番号を含むフレームでフラグ間が４０ビット未満、あるいは

シーケンス番号を含まないフレームでフラグ間が３２ビット未満である。（注参照）

注－網提供者間の合意に基づいて、２オクテットの非番号制フレームの制御フィールドを使用する

場合には、４０ビット未満（モジュロ１２８）（3.3.2.1 (3)節参照）

(c) 　フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）誤りを含んでいる。

(d) 　アドレスＡ、Ｂ以外を含む（ＳＬＰの場合）またはＣ、Ｄ以外を含む（ＭＬＰの場合）

　リンクレイヤにおいて透過性のためのビット挿入を除く開始フラグと終結フラグ間のビット数はオク

テットの整数倍とする。
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3.3.5.4　フレームリジェクション状態

　フレームリジェクション状態は 3.3.4.9 節にあげた条件の１つが伝送誤りなしに発生した場合におこる。

このフレームリジェクション状態は、ＦＲＭＲレスポンスの送信によって通知される。

　いったんＳＴＥがフレームリジェクション状態となると、その状態が終結されるまでＰビットの検査を

除いて、以後の情報あるいは監視フレームの受付は行われない。相手ＳＴＥにより回復がなされるまで、

または相手ＳＴＥが応答しない場合に、そのＳＴＥがそれ自身の回復を開始するまで、3.4.7.3 節に規定さ

れる各機会ごとにＦＲＭＲレスポンスは繰り返される。

3.4　手順の記述

3.4.1　基本／拡張モード動作

　基本動作から拡張動作への、またはその逆の変更は網提供者間の合意によるものであり、動的には提供

されない。

　表３－５／ＪＴ－Ｘ７５は、基本（モジュロ８）サービスで使用されるコマンドおよびレスポンスの制

御フィールドフォーマットを示す。基本モードの初期化（設定）またはリセットに使用されるモード設定

コマンドはＳＡＢＭコマンドである。表３－６／ＪＴ－Ｘ７５は拡張（モジュロ１２８）サービスで使用

されるコマンドおよびレスポンスの制御フィールドフォーマットを示す。拡張モードの初期化（設定）ま

たはリセットに使用されるモード設定コマンドはＳＡＢＭＥコマンドである。

3.4.2　アドレス付与の手順

　コマンドには相手ＳＴＥのアドレスを付与して送信し、レスポンスには自ＳＴＥのアドレスを付与して

送信する。

　シングルリンク手順とマルチリンク手順の差を診断および保守上で明確にするため、異なるアドレス符

号がシングルリンク手順とマルチリンク手順のリンク操作に各々割当てられる。

　このアドレス割当ては以下の通りである。

アドレス １２３４５６７８

　ＳＬＰ Ａ １１００００００

Ｂ １０００００００

　ＭＬＰ Ｃ １１１１００００

Ｄ １１１０００００

　ただしＡとＢ、ＣとＤは網提供者間の合意に基づき割当てられる。

3.4.3　ポールビットとファイナルビットの使用手順

　Ｐビットを「１」に設定したＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ、ＤＩＳＣ、監視コマンドまたは情報フレームを受

信したＳＴＥは、次に送信するレスポンスフレームのＦビットを「１」に設定する。

　Ｐビットを「１」に設定したＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ、またはＤＩＳＣコマンドに対するレスポンスフ

レームをＳＴＥが返送する場合はＦビットを「１」に設定したＵＡまたはＤＭレスポンスを返送する。

　情報転送フェーズでＰビットを「１」に設定した情報フレームを受信し、レスポンスフレームを返送す

る場合は、Ｆビットを「１」に設定したＲＲ、ＲＥＪ、ＲＮＲまたはＦＲＭＲレスポンスを返送する。
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　情報転送フェーズでＰビットを「１」に設定した監視コマンドフレームを受信し、レスポンスフレーム

を返送する場合は、Ｆビットを「１」に設定したＲＲ、ＲＥＪ、ＲＮＲまたはＦＲＭＲレスポンスを返送

する。

　切断フェーズ中に受信したＰビットを「１」に設定した情報フレームまたは監視フレームに対して返送

されるレスポンスフレームは、Ｆビットを「１」に設定したＤＭレスポンスである。

　Ｐビットはタイムアウト回復の際に用いられる。（3.4.5.9 節参照）ポール／ファイナル機能を使用しな

い場合は、Ｐビット、Ｆビットは「０」に設定される。

3.4.4　リンク設定と切断手順

3.4.4.1　リンク設定

　ＳＴＥは、連続したフラグを送信する（アクティブチャネル状態）ことによって、リンク設定が可能で

あることを示す。

　どちらか一方のＳＴＥがＳＡＢＭ（モジュロ８）またはＳＡＢＭＥ（モジュロ１２８）コマンドを送信

することによってリンクを初期状態とし、応答待の時間超過を検出するためＴ１タイマを起動する。相手

ＳＴＥは、ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを正しく受信するとＵＡを返送し、送信状態変数および受

信状態変数を「０」に設定する。ＵＡレスポンスを正しく受信したＳＴＥは送信状態変数および受信状態

変数を「０」に設定しＴ１タイマを停止する。これによりリンクが設定されたこととなる。

　もし、ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを正しく受信したにもかかわらず、ＳＴＥが初期状態に入れ

ない場合は、ＤＭレスポンスを送信する。ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを送信したＳＴＥはＤＭレ

スポンスを受信すると、Ｔ１タイマを停止し、情報転送フェーズには入らない。

　ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを送信したＳＴＥは、相手ＳＴＥからのＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥ

コマンド、ＤＩＳＣコマンド、ＵＡレスポンス、ＤＭレスポンス以外のフレームは無視し廃棄する。

　ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドに対するレスポンスとしてのＵＡまたはＤＭレスポンス以外のフ

レームは、リンク設定後かつ未確認のＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドが存在しない場合のみ送信され

る。

　もしＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥ、ＤＩＳＣコマンド、ＵＡまたはＤＭレスポンスが正しく受信されない

まま、ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを送信したＳＴＥのＴ１タイマがタイムアウトとなるとＳＡＢ

ＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを再度送信しＴ１タイマを再起動する。

　ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドをＮ２回送信したあとＳＴＥは、適切な回復動作を行う。Ｎ２の値

は 3.4.8.3 節に定義する。

3.4.4.2　情報転送フェーズ

　ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドに対するＵＡレスポンス送信後、またはＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥ

コマンドに対するＵＡレスポンス受信後ＳＴＥは、情報フレームや監視フレームの送信または受信を

3.4.5 節に述べる手順に従って実施する。ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを情報転送フェーズで受信

すると、ＳＴＥは 3.4.7 節で述べるようにリンクリセット手順を行う。
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3.4.4.3　リンク切断

　情報転送フェーズではどちらか一方のＳＴＥがＤＩＳＣコマンドを送信することによりリンクの切断を

要求し、またタイマＴ１を起動する（3.4.8.1 節参照）。

　ＤＩＳＣコマンドを正しく受信したＳＴＥはＵＡレスポンスを送出して切断フェーズに入る。ＤＩＳＣ

コマンドを送信し、ＵＡまたはＤＭレスポンスを受信したＳＴＥはタイマを停止して切断フェーズに入る。

　もしＵＡまたはＤＭレスポンスを正しく受信出来なければ、最初にＤＩＳＣコマンドを送出したＳＴＥ

のＴ１タイマがタイムアウトする。この場合ＳＴＥはＤＩＳＣコマンドを再送しＴ１タイマを再起動する。

この動作はＵＡまたはＤＭレスポンスを受信するまでか、またはＤＩＳＣコマンドの送信がＮ２回を越え

たために高位レイヤによって回復動作が行われるまで続けられる。Ｎ２の値は 3.4.8.3 節で記述する。

3.4.4.4　切断フェーズ

(1) 　ＤＩＳＣコマンドを受信しＵＡレスポンスを返送した後、または送信したＤＩＳＣコマンドに対

するＵＡレスポンス受信後、ＳＴＥは切断フェーズに入る。

　切断フェーズにおいて、ＳＴＥはリンク設定を起動する場合がある。切断フェーズにおいて、Ｓ

ＴＥは受信したＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドに対しては、3.4.4.1 節に示したように動作し、

ＤＩＳＣコマンドに対しては、ＤＭレスポンスを送信して応答する。

　Ｐビットを「１」に設定した他のいかなるコマンドフレーム（定義または未定義または未実装）

を受信した場合においても、ＳＴＥは、Ｆビットを「１」に設定したＤＭレスポンスを返送する。

　切断フェーズにおけるその他の受信フレームは無視される。

(2) 　ＳＴＥは、内部の誤動作から回復した後、リンクリセット手順（3.4.7 節参照）を起動するか、リ

ンク設定手順（3.4.4.1 節参照）に先立ってリンク切断（3.4.4.3 節参照）を行う場合もある。

3.4.4.5　非番号制コマンドの衝突

　衝突が発生した場合は以下の方法で解決する。

(1) 　送信した非番号制コマンドと受信した非番号制コマンドが同じである場合、両方のＳＴＥはでき

るだけ早い機会にＵＡレスポンスを送出し、ＵＡレスポンスを受信すると指定したフェーズに入る。

(2) 　送信した非番号制コマンドと受信した非番号制コマンドが異なる場合、両方のＳＴＥは切断

フェーズに入りＤＭレスポンスをできるだけ早い機会に送信する。

3.4.5　情報転送手順

　情報転送フェーズにおける各方向への情報フレーム送信手順について以下に述べる。以下において「１

高い」という言葉はシーケンス番号のために使用されるが、これはたとえば、モジュロ８では７は６より

１高く、０は７より１高いという意味であり、モジュロ１２８では、１２７は１２６より１高く、０は１

２７より１高いという意味で使用する。
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3.4.5.1　情報フレームの送信

　ＳＴＥが情報フレームを送信するとき（すなわち、情報フレームが送信完了前または 3.4.5.6 節に示す

ように再送すべき場合）には、ＳＴＥはその情報フレームのＮ（Ｓ）を送信状態変数Ｖ（Ｓ）の現在値に

等しく、Ｎ（Ｒ）を受信状態変数Ｖ（Ｒ）の現在値に等しく設定する。ＳＴＥは、送信状態変数Ｖ（Ｓ）

を情報フレームの送信が終了する時点で１ずつ加算する。情報フレームを送信するときにＴ１タイマが動

作中でなければＴ１タイマを起動する。もし、送信状態変数Ｖ（Ｓ）が最後に受信したＮ（Ｒ）の値にＫ

（Ｋはアウトスタンディング情報フレーム数の最大値：3.4.8.5 節参照）を加えた値に等しくなったときに

はＳＴＥは新しい情報フレームを送信することはできない。しかし、3.4.5.6 節や 3.4.5.9 節に記述した通

り情報フレームを再送することはできる。

　ＳＴＥがビジー状態であっても、相手ＳＴＥがビジー状態でなければ、情報フレームを送信してもよい

が、フレームリジェクション状態となったときは情報フレームの送信を停止しなければならない。

3.4.5.2　情報フレームの受信

(l) 　ＳＴＥがビジー状態でないときに送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）が受信側ＳＴＥの受信状態変数Ｖ

（Ｒ）と等しい有効情報フレームを受信した場合、ＳＴＥは、この情報フレームを受け付け、受信

状態変数Ｖ（Ｒ）を「１」増加するとともに以下の動作を行う。

(a) 　ＳＴＥがビジー状態でない場合

（ⅰ）送信する情報フレームが有る場合は、3.4.5.1 節に示すように送信する情報フレームの制御

フィールド中のＮ（Ｒ）をＳＴＥの受信状態変数Ｖ（Ｒ）に等しく設定することにより情報フ

レームの確認応答を行う。あるいはＲＲフレーム中のＮ（Ｒ）の値を受信状態変数Ｖ（Ｒ）の

値に等しく設定して送信することにより情報フレームの確認応答を行う。

（ⅱ）ＳＴＥから送信する情報フレームがない場合は、受信状態変数Ｖ（Ｒ）の値に等しいＮ

（Ｒ）をもつＲＲフレームを送信することにより、情報フレームの確認応答を行う。

(b) 　ＳＴＥがビジー状態の場合

　受信状態変数Ｖ（Ｒ）の値に等しいＮ（Ｒ）を持つＲＮＲフレームを送信する。（3.4.5.8 節参

照）

(2) 　ＳＴＥがビジー状態のときは、受信した情報フレームの情報フィールドを無視してもよい。

3.4.5.3　無効フレームの受信

　ＳＴＥが無効フレームを受信したとき（3.3.5.3 節参照）はフレームを廃棄する。

3.4.5.4　シーケンス誤りの情報フレームの受信

　ＳＴＥが不正シーケンス番号、すなわち受信状態変数Ｖ（Ｒ）に等しくないシーケンス番号の有効情報

フレームを受信した場合、そのフレームの情報フィールドを廃棄し、最後に正しく受信した情報フレーム

のＮ（Ｓ）より１高いＮ（Ｒ）をもつＲＥＪフレームを送信する。再送要求の確認を要求する場合は、そ

のＲＥＪフレームはＰビットを「１」に設定したコマンドフレームであり、そうでなければそのＲＥＪフ

レームはコマンドまたはレスポンスフレームである。

　ＳＴＥは、その後期待する情報フレームが正しく受信されるまで、すべての情報フレームの情報フィー

ルドを廃棄する。期待する情報フレームを受信すると、ＳＴＥは 3.4.5.2 節に示すように情報フレームの

確認応答をおこなう。ＳＴＥは、3.3.5.2 節に示されるように廃棄した情報フレームのＮ（Ｒ）とＰビット

を検査する。
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3.4.5.5　確認応答の受信

　情報または監視フレーム（ＲＲ、ＲＮＲ又はＲＥＪ）をフレームリジェクション状態以外のとき（ビ

ジー状態を含む）に正しく受信したＳＴＥは、このフレーム中のＮ（Ｒ）を受信Ｎ（Ｒ）－１以下のＮ

（Ｓ）を持つそれまでに送信したすべての情報フレームの確認とみなす。

　ＳＴＥがタイマを停止するのは、最後に受信したＮ（Ｒ）より大きいＮ（Ｒ）をもつ情報または監視フ

レームを正しく受信したときである（すなわち、１個以上の情報フレームが新たに確認されたとき）。

　Ｔ１タイマがリセットされた時にまだ未確認情報フレームがある場合、Ｔ１タイマは再起動される。そ

して、タイムアウトとなった場合は、再送手順（3.4.5.9 節参照）の未確認フレームに対する処理に従う。

3.4.5.6　ＲＥＪフレーム受信

　ＳＴＥがＲＥＪフレームを受信すると、送信状態変数Ｖ（Ｓ）を受信したＲＥＪフレームの制御フィー

ルド中のＮ（Ｒ）に等しく設定する。ＳＴＥはなるべく早く該当の情報フレームを 3.4.5.1 節に記述され

る手順に従い送信または再送する。送信または再送は、以下の手順に従って行われる。

(1) 　ＲＥＪフレームを受信したときにＳＴＥが監視コマンドまたはレスポンスを送信中ならば、要求

された情報フレームの送信を開始する前に送信を完了する。

(2) 　ＲＥＪフレーム受信時ＳＴＥが非番号制コマンドまたはレスポンス送信中であれば再送要求を無

視する。

(3) 　ＲＥＪフレームを受信したとき、ＳＴＥが情報フレームを送信中であれば、そのフレームを放棄

し、要求された情報フレームの送信を直ちに開始してもよい。

(4) 　ＲＥＪフレームを受信したとき、ＳＴＥが何も送信していなければ、要求された情報フレームの

送信を開始する。

　いずれの場合も、ＲＥＪフレームに示された情報フレーム以後の情報フレームが確認応答されていない

場合、要求された情報フレームに引き続いて再送される未送信の他の情報フレームは再送された情報フ

レームに続いて送信してよい。

　もし、相手ＳＴＥからＰビットを「１」に設定したＲＥＪコマンドを受信したならば、ＳＴＥは該当す

る情報フレームを送信または再送する前にＦビットを「１」に設定したＲＲ、ＲＮＲ、またはＲＥＪレス

ポンスを送信する。

3.4.5.7　ＲＮＲフレームの受信

　それに含まれるＮ（Ｒ）が、それ以前に受信した全てのフレームを確認しているＲＮＲフレーム受信し

た後では、ＳＴＥはＴ１タイマを停止し、送信シーケンス番号がＲＮＲフレーム中のＮ（Ｒ）に等しいＩ

フレームをＰビットを「０」に設定して送信してもよい。このとき、送信時にＴ１タイマを再起動する。

それに含まれるＮ（Ｒ）が、それ以前に受信したある１つのフレームを確認しているＲＮＲフレーム受信

した後では、ＳＴＥはいかなるＩフレームも送信あるいは再送しない。いずれの場合においても、Ｔ１タ

イマが既に動作中であり、ビジー解除の表示を受信する以前にタイムアウトした場合には、ＳＴＥは

3.4.5.9 節に述べる手順を実行する。いずれにせよ、ＳＴＥはＲＲフレームまたはＲＥＪフレームを受信す

る以前あるいはリンクリセット手順が完了する以前には、他のいかなるＩフレームも送信しない。
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3.4.5.8　ＳＴＥビジー状態

　ビジー状態になるとＳＴＥはできるだけ早い機会にＲＮＲフレームを送信する。ビジー状態表示の確認

を要求するなら、そのＲＮＲフレームはＰビットを「１」に設定したコマンドフレームであり、そうでな

ければそのＲＮＲフレームはコマンドまたはレスポンスフレームである。ビジー状態の間は監視フレーム

を受け付け処理し、情報フレームのＮ（Ｒ）フィールドの内容を受け付け処理する。もしＰビットが

「１」に設定された監視コマンドまたは情報フレームが受信された場合、返送するＲＮＲレスポンスはＦ

ビットを「１」に設定する。ＳＴＥはビジー状態を終結させるために、正しく受信した情報フレーム中の

情報フィールドを廃棄したか否かによって、Ｎ（Ｒ）の値を受信状態変数の現在値Ｖ（Ｒ）に設定したＲ

ＥＪフレームまたはＲＲフレームのどちらかを送信する。ビジーから非ビジーへの移行の送信確認を要求

するなら、そのＲＥＪフレームまたはＲＲフレームはＰビットを「１」に設定したコマンドフレームであ

り、そうでなければそのＲＥＪフレームまたはＲＲフレームはコマンドまたはレスポンスフレームである。

3.4.5.9　確認応答待ち

　ＳＴＥは内部の送信カウント変数を管理する。この変数値は、ＳＴＥがＵＡまたはＲＮＲレスポンスを

受信するか、ＵＡレスポンスを送信するかまたは最後に受信したＮ（Ｒ）より大きいＮ（Ｒ）を持つ情報

フレームまたは監視フレームを正しく受信した場合（すなわち１個以上のアウトスタンディングフレーム

が新たに確認された場合）、「０」に設定される。

　もし、送信した情報フレームの相手ＳＴＥからの確認を待つＴ１タイマがタイムアウトすると、ＳＴＥ

はタイマ回復状態に入り、再送カウント変数に「１」を加算し、内部の変数ｘを送信状態変数Ｖ（Ｓ）の

現在値に設定する。

　ＳＴＥは、Ｔ１タイマを再起動し、送信状態変数Ｖ（Ｓ）を相手方のＳＴＥから最後に受信したＮ

（Ｒ）の値に設定し、該当の情報フレームをＰビットを「１」に設定して再送するか、またはＰビットを

「１」に設定した監視コマンドフレーム（ＲＲ、ＲＮＲまたはＲＥＪ）を送信する。

　ＳＴＥがＦビットを「１」に設定した有効な監視フレームを受信時、タイマ回復状態が終結される。

　もしタイマ回復状態の時に、ＳＴＥはＦビットが「１」に設定されかつ現在の送信状態変数Ｖ（Ｓ）か

らｘ（ｘを含む）までの間のＮ（Ｒ）を持つ正しい監視フレームを受信すると、送信状態変数Ｖ（Ｓ）を

受信したＮ（Ｒ）の値に設定しタイマ回復状態を終結（Ｔ１タイマの停止を含む）させる。また情報フ

レームの送信または再送を開始してもよい。

　もしタイマ回復状態の時に、ＰビットまたはＦビットに「０」が設定され、Ｎ（Ｒ）の値が現在の送信

状態変数Ｖ（Ｓ）からｘ（ｘを含む）までの間にあるフレームを受信しても、ＳＴＥはタイマ回復状態を

終結しない。受信したＮ（Ｒ）の値によって送信状態変数Ｖ（Ｓ）を更新してもよい。ＳＴＥは、後でＴ

１タイマがタイムアウトとなったときに、Ｐビットを「１」に設定して再送することができるように最後

に送信した情報フレームを（確認された情報フレームであっても）蓄えておいてもよい。

　タイマ回復状態においてＴ１タイマのタイムアウトが発生すると、ＳＴＥは再送カウント変数に「１」

を加え、Ｔ１タイマを再起動し、Ｐビットを「１」に設定した情報フレームの再送、またはＰビットを

「１」に設定した適切な監視コマンドを送信する。

　再送カウント変数がＮ２に等しくなると、3.4.7.2 節に示すようにＳＴＥはリンクリセット手順を起動す

る。Ｎ２の値はシステムパラメータである（3.4.8.3 節参照）。

3.4.6　リンクリセットまたはリンク再初期化（リンク設定）の条件

3.4.6.1　情報転送フェーズで 3.3.4.9 節に列挙される条件のいずれかを持つ無効でないフレーム（3.3.5.3

節参照）を受信するとＳＴＥは相手ＳＴＥに対してＦＲＭＲレスポンスを送信することにより、3.4.7.3 節

に記述されるリンクリセット手順の起動を要求する。
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3.4.6.2　情報転送フェーズで相手ＳＴＥよりＦＲＭＲレスポンスを受信すると、ＳＴＥは 3.4.7.2 節に記

述されるリンクリセット手順を起動する。

3.4.7　リンクリセット手順

3.4.7.1　リンクリセット手順は、下記に示す手順により、両方向の情報転送の初期化のために使用される。

リンクリセット手順は、情報転送フェーズにのみ適用される。

3.4.7.2　リンクリセット手順は、もし存在するなら、ビジー状態の終結を意味する。ＳＴＥは相手ＳＴＥ

にＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドを送信し、そのＴ１タイマを起動（3.4.8.1 節参照）することによりリン

クリセット手順を起動する。相手ＳＴＥよりＵＡレスポンスを受信すると、そのＳＴＥは送信状態変数Ｖ

（Ｓ）および受信状態変数Ｖ（Ｒ）を「０」に初期化し、Ｔ１タイマを停止し、情報転送フェーズに留ま

る。相手ＳＴＥよりリンクリセットに対する否定応答としてＤＭレスポンスを受信するとそのＳＴＥはＴ

１タイマを停止し、切断フェーズに入る。

　ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを正しく受信し、そのＳＴＥが情報転送フェーズで続行可能と判断

した場合、ＵＡレスポンスを返送し、送信および受信状態変数Ｖ（Ｓ）とＶ（Ｒ）を０に初期化し、情報

転送フェーズに留まる。ＳＡＢＭまたはＳＡＢＭＥコマンドを正しく受信し、そのＳＴＥが情報転送

フェーズに留まることができないと判断した場合、リンクリセットに対する否定応答としてＤＭレスポン

スを返送し、切断フェーズに入る。

　ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドを送信したＳＴＥはＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドまたはＤＩＳＣコマ

ンド、ＵＡまたはＤＭレスポンス以外のすべての受信フレームを無視し廃棄する。相手ＳＴＥよりＳＡＢ

Ｍ／ＳＡＢＭＥまたはＤＩＳＣコマンドの受信は 3.4.4.5 節により解決される衝突状態となる。受信ＳＡ

ＢＭ／ＳＡＢＭＥまたはＤＩＳＣコマンドに対する応答として送信されるＵＡまたはＤＭレスポンス以外

のフレームは、リンクリセット後にのみ、送信待ちとなっているＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドがなけれ

ば送信される。

　ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンド送信後、ＵＡまたはＤＭレスポンスが正しく受信されない場合、Ｔ１タ

イマはタイムアウトする。この場合、ＳＴＥはＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドを再送し、Ｔ１タイマを再

起動する。Ｎ２回リンクリセット試行後そのＳＴＥは適切な上位レイヤの動作を起動し、切断フェーズに

入る。Ｎ２の値は 3.4.8.3 節に定義される。

3.4.7.3　ＳＴＥは相手ＳＴＥに対しＦＲＭＲレスポンスを送信することにより、リンクリセットを要求す

る場合がある。（3.4.6.1 節参照）

　ＦＲＭＲレスポンスを送信後、そのＳＴＥはフレームリジェクション状態に入る。フレームリジェク

ション状態は、ＳＴＥがＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥまたはＤＩＳＣコマンドを受信または送信した場合に解除

する。フレームリジェクション状態において他のいかなるフレームを受信した場合においても、そのＳＴ

Ｅは最初に送信したものと情報フィールドが同一のＦＲＭＲレスポンスを再送する。

　ＳＴＥはＦＲＭＲ送信時、Ｔ１タイマを起動することもある。フレームリジェクション状態が解除され

る前に、Ｔ１タイマがタイムアウトすると、そのＳＴＥはＦＲＭＲレスポンスを再送し、Ｔ１タイマを再

起動する。Ｎ２回の相手ＳＴＥに対するリンクリセット要求後、ＳＴＥは 3.4.7.2 節に示すように、ＳＴ

Ｅ自身でリンクリセットする場合がある。Ｎ２の値は 3.4.8.3 節に定義される。

　フレームリジェクション状態では情報フレームおよび監視フレームは送信されない。また受信した情報

フレームあるいは監視フレームは、「１」に設定されたＰビットの監視を行う以外、ＳＴＥによって廃棄

される。Ｔ１タイマの動作中に、Ｐビットが「１」に設定されたフレームに対してＦＲＭＲレスポンスを

送信しなければならない場合、Ｔ１タイマは動作し続ける。ＦＲＭＲレスポンス受信時（フレームリジェ
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クション状態中であっても）ＳＴＥは 3.4.7.2 節に記述されるＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドを送信する

ことによりリンクリセット手順を起動する。

3.4.8　システムパラメータリスト

　システムパラメータは以下のとおりである。

3.4.8.1　Ｔ１タイマ

　Ｔ１タイマは、タイムアウトとなった時にフレームを再度送信させるためのものであり、その値は網提

供者間で合意されるパラメータである。

　Ｔ１タイマ値は、ＳＴＥがフレームの送信を開始したときに起動されるかまたはフレームの送信を終了

したときに起動されるかを考慮して決定されねばならない。

　手順の正常運用状態では、送信側のタイマＴ１は、フレーム（ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ、ＤＩＳＣ、情報

コマンドまたは監視コマンド、あるいはＤＭレスポンスまたはＦＲＭＲレスポンス）送信と、このフレー

ムに対する応答として返される対応するフレーム（ＵＡ、ＤＭまたは確認のフレーム）の受信との間の最

大時間より大きいことが必要である。

　したがって、受信側ＳＴＥは前述のフレームに対するレスポンスまたは確認のフレームの返送を、Ｔ２

の値を越えて遅らせてはならない。ここでＴ２はシステムパラメータである。（3.4.8.2 節参照）

3.4.8.2　パラメータＴ２

　パラメータＴ２の値は、ＳＴＥが確認フレームを送出するまでに許容される時間を定義し、相手ＳＴＥ

におけるＴ１タイマのタイムアウト以前に確認フレームを受信できるような値でなければならない。（パ

ラメータＴ２＜タイマＴ１）

3.4.8.3　最大送信回数Ｎ２

　Ｔ１タイマのタイムアウトによるフレームの送信および再送の最大回数Ｎ２の値は網提供者間の合意に

もとづくシステムパラメータである。Ｎ２の値はＳＴＥ－ＸとＳＴＥ－Ｙで異なってもよい。

3.4.8.4　情報フレーム中の最大ビット数Ｎ１

　情報フレーム中の最大ビット数（フラグと透過性のために挿入されたビットの「０」を除く）は、Ｘ／

Ｙインタフェース上に転送される情報フィールドの最大長によって決定されるシステムパラメータである。

ただし情報フレームの情報フィールド中に含まれるビット数は、オクテットの整数倍のビット数を含むも

のとする。

　注－マルチリンク手順が使用されるときは、Ｎ１の値の中にマルチリンク制御フィールド（ＭＬＣ）が

含まれる。3.5.2 節参照

3.4.8.5　アウトスタンディング情報フレーム数の最大値Ｋ

　ＳＴＥが任意の時点でアウトスタンディング（すなわち未確認）としてもつことができる連続した番号

をもつ情報フレームの最大数（Ｋ）はシステムパラメータであり、これはモジュロ８の場合は７を、また

モジュロ１２８の場合は１２７を越えない値である。ＳＴＥ－ＸとＳＴＥ－Ｙは網提供者間の合意に基づ

く同じ値のＫに設定される。
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3.5　マルチリンク手順（ＭＬＰ）

　マルチリンク手順（ＭＬＰ）はデータリンクレイヤに付加された上位サブレイヤとして存在し、パケッ

トレイヤとデータリンクレイヤの複数の単一リンク手順（ＳＬＰ）の間で機能する。（図３－１／ＪＴ－

Ｘ７５参照）

　マルチリンク手順（ＭＬＰ）は、使用可能な、ＳＬＰ上に、相手ＳＴＥに送信パケットを分配する機能、

および相手ＳＴＥから受信したパケットを再順序化してパケットレイヤに送る機能を実行しなくてはなら

ない。

　注１－3.5.4.4 節（ＭＴ１タイマのタイムアウト）について同じ機能を実現するために、他の機構を用い

ることも可能である。

　注２－3.5.5.1 節（ＭＴ１）および 3.5.5.2 節（ＭＴ２）について、同一の機能を実現するために、他の

機構を用いることも可能である。

3.5.1　適用範囲

　以下に記述するマルチリンク手順は、ＳＴＥ－ＸとＳＴＥ－Ｙ間に並行する１つ以上のＳＬＰを通じて

データ交換を行うために使用され、各々のＳＬＰは 3.2 節から 3.4 節の記述にしたがう。

　マルチリンク手順は以下の一般的特徴を持つ。

(a) 　ＳＴＥ間で複数のＳＬＰを使用することによる経済性およびサービスの信頼性を実現する。

(b) 　複数のＳＬＰで提供されているサービスを中断することなくＳＬＰの追加および削除を許容す

る。

(c) 　負荷分散によるＳＬＰ群の転送能力の有効利用に対する最適化を行う。

(d) 　ＳＬＰ障害時のサービス劣化の低減を達成する。

(e) 　パケットレイヤに対して１つ以上のＳＬＰを単一の論理的データリンクレイヤとして提供する。

(f) 　パケットレイヤに送信する前に受信パケットを再順序化する。
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図３－１／ＪＴ－Ｘ７５　マルチリンク機能概念図

(CCITT X.75)

物理レイヤ リンクレイヤ パケット

レイヤ

単一リンクインタフェース

エレメント１

エレメント２

ＳＬＰ１

ＳＬＰ２

ＭＬＰ１ エレメント

通
　
　
　
信
　
　
　
　
　
媒
　
　
　
体

ＳＬＰＮエレメントＮ

マルチリンクインタフェース１つ以上の単一回線

インタフェース

ＳＬＰ＝単一リンク手順

ＭＬＰ＝マルチリンク手順
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3.5.2　マルチリンクフレーム構造

　１つのＳＬＰ上で転送されるすべての情報はマルチリンクフレームによりなされ、そのフォーマットは

表３－９／ＪＴ－Ｘ７５に示される。

表３－９／ＪＴ－Ｘ７５　マルチリンクフレームの構造

(CCITT X.75)

3.5.2.1　マルチリンク制御フィールド

　マルチリンク制御フィールド（ＭＬＣ）は 3.5.3 節に示す２オクテットから成る。

3.5.2.2　マルチリンク情報フィールド

　マルチリンクフレームに情報フィールドがある場合は、ＭＬＣに続く。マルチリンク情報フィールドの

各種コーディングおよびビット構成については、3.5.3.2 (3)節、3.5.3.2 (4)節および５節を参照のこと。

3.5.3　マルチリンク制御フィールドのフォーマットとパラメータ

3.5.3.1　マルチリンク制御フィールドフォーマット

表３－１０／ＪＴ－Ｘ７５に、ＳＬＰに送出されるまたはＳＬＰから受信するビットの順序とマルチリ

ンク制御フィールドの符号化を示す。

マルチリンクフレーム

２オクテット

マルチリンクフレーム

２オクテット

Ｆ

Ｆ Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｆ

ＦＦＣＳ

ＦＣＳ情報フィールドＭＬＣ

ＭＬＣ
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表３－１０／ＪＴ－Ｘ７５　マルチリンク制御フィールドのフォーマット

(CCITT X.75)

ＭＮＨ（Ｓ） マルチリンク送信シーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の１２ビットのうちの９から１２番目

のビット

ＭＮＬ（Ｓ） マルチリンク送信シーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の１２ビットのうちの１から８番目の

ビット

Ｖ 非順序化指定ビット

Ｓ シーケンスチェックオプションビット

Ｒ ＭＬＰリセット要求ビット

Ｃ ＭＬＰリセット確認ビット

3.5.3.2　マルチ制御フィールドパラメータ

　マルチリンク制御フィールドのフォーマットに関連した各種パラメータを以下に記述する。

　表３－１０／ＪＴ－Ｘ７５および図３－２／ＪＴ－Ｘ７５を参照のこと。

(l) 　非順序化指定ビットＶ

　非順序化指定ビットは受信したマルチリンクフレームが、順序化の対象となるかどうかを示す。

Ｖが「１」に設定された場合は、順序化の必要は無く、「０」に設定された場合は、順序化の必要

があることを示す。

注－本標準においては、本ビットは常に「０」に設定されなくてはならない。

ＳＬＰから受信される、またはＳＬＰへ送信される第１ビット

マルチリンク制御フィールド

ＭＮ（Ｓ）中のビットの重み

１ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 16

ＭＮＨ（Ｓ） Ｖ Ｓ Ｒ Ｃ ＭＮＬ（Ｓ）

２
１１

２
０

２
８

２
７
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図３－２／ＪＴ－Ｘ７５　パラメータ

(CCITT X.75)

(2) 　シーケンスチェックオプションビットＳ

　シーケンスチェックオプションビットは、Ｖが「１」の場合（つまり受信したマルチリンクフ

レームに対して順序化の必要が無い場合）に意味を持つ。「１」に設定された場合はＭＮ（Ｓ）が

与えられないことを示し、「０」に設定された場合は順序化は必要ないが、マルチリンクフレーム

の重複および紛失の検査を行うためにＭＮ（Ｓ）が与えられることを示す。

注－本標準においては、本ビットは常に「０」に設定されなくてはならない。

(3) 　ＭＬＰリセット要求ビットＲ

　ＭＬＰリセット要求ビットは、マルチリンクのリセット（3.5.4.2 節参照）を要求するために用い

られる。

　Ｒが「０」に設定されているときは、通常の通信に使用される。すなわちマルチリンクのリセッ

ト要求ではない。ＳＴＥのＭＬＰによってＲが「１」に設定されると、相手ＭＬＰの状態変数のリ

セット要求となる。Ｒが「１」に設定されている場合、マルチリンク情報フィールドはパケットレ

イヤの情報を含まないが、網提供者間の合意に基づきリセットの理由を組み入れた８ビットの原因

フィールドを持つことができる。

受信側ウィンドウ。

ＭＷ

ＭＶ（Ｔ）－確認されていない最旧

のシーケンス

矢印の方向に番号が

増加する

ＭＶ（Ｓ）－次に使用されるシーケ

ンス番号

送信側ウィンドウ

ＭＶ（Ｒ）－受信していない最旧

のシーケンス番号

ＭＷ－この範囲のフレームは受け

付ける。

ＭＸ－この範囲のフレームは受け付

けるが、受信のウィンドウ内

でのデータ紛失があったこと

を示す。

矢印の方向に番号が

増加する
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(4) 　ＭＬＰリセット確認ビットＣ

　ＭＬＰリセット確認ビットは、マルチリンク状態変数（3.5.4.2 節参照）のリセットを確認するた

め、Ｒビットを「１」に設定（3.5.3.2 (3)節参照）したものに対する応答に用いる。Ｃビットが

「０」に設定されているときは、通常の通信に使用する。すなわち、以前にマルチリンクリセット

は要求されていない。

　ＳＴＥのＭＬＰは、Ｃビットを「１」に設定したものを、相手ＳＴＥからＲビットが「１」のマ

ルチリンクフレームに対する応答として使用する。そして、ＭＬＰ状態変数リセット処理が終了し

たことを示す。Ｃビットが「１」に設定されている場合、マルチリンクフレームは情報フィールド

を持たない。

(5) 　マルチリンク送信状態変数ＭＶ（Ｓ）

　マルチリンク送信状態変数は、あるＳＬＰに次に割付けるべき次の順番のマルチリンクフレーム

のシーケンス番号を示す。変数の値は、０から４０９５（モジュロ４０９６）の範囲にある。マル

チリンク送信状態変数の値は連続した各マルチリンクフレームの割当てごとに１ずつ加算される。

(6) 　マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）

　マルチリンクフレームはマルチリンクシーケンス番号を持つ。ＭＮ（Ｓ）の値は、マルチリンク

フレームを順番に割当てる前にマルチリンク送信状態変数ＭＶ（Ｓ）に等しくなるように更新され

る。マルチリンクシーケンス番号は受信ＭＬＰにおいて、マルチリンクフレーム情報フィールドの

内容をパケットレイヤに渡す前に、受信マルチリンクフレームの再順序化およびマルチリンクフ

レームの紛失および二重受信検出のために使用される。

(7) 　最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）

　最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数は、送信ＳＴＥにおいて、送信ＳＴＥの一つのＳＬＰ

が相手ＳＬＰからの受信確認応答を待っている最旧のマルチリンクフレームを示す変数である。変

数の値は、０から４０９５（モジュロ４０９６）の範囲にある。ただし、ＭＶ（Ｔ）より大きい

シーケンス番号を持つマルチリンクフレームがすでに確認応答されている場合がある。

(8) 　マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）

　マルチリンク受信状態変数は、受信ＳＴＥにおいて、相手ＳＬＰから受信した、パケットレイヤ

に転送する次の順番のマルチリンクフレームのシーケンス番号を示す。変数の値は、０から４０９

５（モジュロ４０９６）範囲にある。ＭＶ（Ｒ）の値は 3.5.4.4 節に示すように更新される。受信Ｍ

ＬＰのウィンドウ内でＭＶ（Ｒ）より大きいシーケンス番号を持つマルチリンクフレームがすでに

受信されている場合がある。

(9) 　マルチリンクウィンドウサイズＭＷ

　マルチリンクウィンドウサイズは、ＳＴＥが確認応答をまだ受け取っていない最も低いマルチリ

ンクフレームから、最高何個の連続した未確認マルチリンクフレームを送信できるかを示す値であ

る。この変数は（４０９５－ＭＸ）を超えない値のシステムパラメータである。

　ＭＷの値は網提供者間で合意され、情報転送の各方向に対してＳＴＥ－ＸとＳＴＥ－Ｙで同一の

値を持たなければならない。

注－パラメータＭＷに影響のある要素としては、単一リンクの送信遅延と伝搬遅延、リンク数、

マルチリンクフレーム長の範囲およびＳＬＰパラメータＮ２、Ｔ１、Ｋがあるが、これらで

全てを尽くしている訳では無い。
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　ＭＬＰ送信ウィンドウは、ＭＶ（Ｔ）から、ＭＶ（Ｔ）＋ＭＷ－１（を含む）までのシーケンス

番号である。

　ＭＬＰ受信ウィンドウは、ＭＶ（Ｒ）から、ＭＶ（Ｒ）＋ＭＷ－１（を含む）までのシーケンス

番号である。

　ＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｒ）に等しいときに受信した、ウィンドウ範囲内のすべてのマルチリンクフ

レームは、パケットレイヤへ送られる。

(10)　受信ＭＬＰウィンドウガード領域ＭＸ

　受信ＭＬＰウィンドウガード領域は、ＭＶ（Ｒ）＋ＭＷで始まる固定長のマルチリンクシーケン

ス番号のガード領域を定義するシステムパラメータである。ＭＸの範囲は、マルチリンクフレーム

の紛失が生じた後でも正しく受信できる、受信ウィンドウ外の最も高いＭＮ（Ｓ）を受信ＭＬＰが

認められるように、十分に大きい必要がある。

　本ガード領域内で受信したマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）がＹに設定されているマルチ

リンクフレームは、ＭＶ（Ｒ）からＹ－ＭＷの範囲の未確認マルチリンクフレームが紛失したこと

を示す。この時、ＭＶ（Ｒ）はＹ－ＭＷ＋１の値に更新される。

注－ガード領域ＭＸ値の計算としては、いくつかの方法が選択される。

以下にいくつかの計算方法を述べるが、これらが全ての方法では無い。

(a) 　送信ＭＬＰがⅰ番目のＳＬＰに対し、同時にｈｉ　個の連続したマルチリンクフレームを割当て

るようなシステムでは、ＭＸはｈｉ　＋１－ｈｍｉｎ　の合計より大きいか等しくなければならない。

ここでｈｍｉｎ　はｈｉ　のうちで最も小さいものを示す。

　マルチリンク群中にＬ個のＳＬＰがある場合には、ＭＸは以下に示す値より大きいか等しくな

くてはならない。

Ｌ

Σｈｉ　＋１－ｈｍｉｎ ； または

ｉ＝１

(b)　送信ＭＬＰがｈ個のシーケンス内で連続したマルチリンクフレームを一度に各ＳＬＰにロー

テーション方式で割当てるようなシステムでは、受信ＳＬＰのＭＸはｈ（Ｌ－１）＋１より大き

いか等しくなくてはならない。ここでＬはマルチリンク群中のＳＬＰの数である。

； または

(c)　ＭＸはＭＷ以下でなければならない。
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3.5.4　マルチリンク手順（ＭＬＰ）

　以下の手順は、マルチリンクフレームの送信と受信の観点から記述されている。計算方式はモジュロ４

０９６による。

3.5.4.1　初期化手順

　ＳＴＥは、最初にＭＶ（Ｓ）、ＭＶ（Ｔ）およびＭＶ（Ｒ）を「０」に設定し、各ＳＬＰを初期化する

ことによりＭＬＰの初期化を行う。少なくとも１つ以上のＳＬＰの初期化に成功すると、ＳＴＥは 3.5.4.2

節に記述されているマルチリンクセット手順を実行しなければならない。ＳＬＰの初期化は、本標準の

3.4.4.1 節にしたがい実行される。

　注－もし初期化できないＳＬＰがあるときは、そのＳＬＰが障害中であることが宣言され、適切な回復

動作がとられる。

3.5.4.2　マルチリンクリセット手順

　マルチリンクリセット手順は、ＳＴＥ－ＸとＳＴＥ－Ｙの送信及び受信ＭＬＰの同期機構を提供する。

マルチリンクリセット手順が成功すると、各方向のマルチリンクシーケンス番号は「０」から始まる。

　図３－３／ＪＴ－Ｘ７５に、ＳＴＥ－Ｘにより、またはＳＴＥ－ＸとＳＴＥ－Ｙにより同時に初期化さ

れる場合のマルチリンクリセット手順の例を示す。
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　注１　Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの送達確認応答を示すＳＬＰフレーム

注２　 Ｃビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの送達確認応答を示すＳＬＰフレーム

a)　ＳＴＥ－Ｘにより開始されたＭＬＰリセットの例

ＳＴＥ－Ｘ ＳＴＥ－Ｙ

ＭＬＰ ＳＬＰ ＳＬＰ ＭＬＰ

通常ﾏﾙﾁﾘﾝｸ

ﾌﾚｰﾑ停止

MV(S)=0
MV(T)=0

通常ﾏﾙﾁﾘﾝｸ

ﾌﾚｰﾑ停止

MV(S)=0
MV(T)=0
MV(R)=0

タイマ

起動

Ｒ＝１

注１

タイマ

起動

Ｒ＝１

タイマ

ＭＴ３

MV(R)＝０

タイマ

ＭＴ３Ｃ＝１

Ｃ＝１

タイマ

停止 注２

タイマ

停止

Ｒ＝０，Ｃ＝０
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注１　Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの送達確認応答を示すＳＬＰフレーム

注２　Ｃビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの送達確認応答を示すＳＬＰフレーム

ｂ) ＳＴＥ－ＸおよびＳＴＥ－Ｙにより同時に開始されたＭＬＰリセットの例

図３－３／ＪＴ－Ｘ７５　ＭＬＰリセットの例

(CCITT X.75)

通常ﾏﾙﾁﾘﾝｸ

ﾌﾚｰﾑ停止

MV(S)=0
MV(T)=0

Ｃ＝１Ｃ＝１

Ｒ＝１ Ｒ＝１

ＭＬＰ ＭＬＰＳＬＰＳＬＰ

ＳＴＥ－Ｘ ＳＴＥ－Ｙ

通常ﾏﾙﾁﾘﾝｸ

ﾌﾚｰﾑ停止

MV(S)=0
MV(T)=0

タイマ

起動 タイマ

起動

MV(R)=０

タイマ

ＭＴ３

タイマ

ＭＴ３

タイマ

停止

タイマ

停止
注２ 注２

注１

注１

MV(R)=０

Ｒ＝０，Ｃ＝０

Ｒ＝０，Ｃ＝０
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　Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームは、マルチリンクのリセット要求に使用され、Ｃ

ビットを「１」に設定したマルチリンクフレームは、マルチリンクリセット手順が完了したことを確認す

るのに使用される。Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの送信により、ＭＬＰはＭＶ

（Ｓ）及びＭＶ（Ｔ）を「０」にリセットし、Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの受信

により、ＭＶ（Ｒ）を「０」にリセットする。

　ＭＬＰがマルチリンクリセット手順を始めるとき、ＭＬＰおよびこのＭＬＰに属するＳＬＰが保持して

いるすべての未確認のマルチリンクフレームを除去し、それらのフレームの制御を続行する。その後、起

動ＭＬＰはリセット手順が完了するまで、ＲビットおよびＣビットを「０」に設定したマルチリンクフ

レームの送信を行わない（ＳＬＰ中のマルチリンクフレームを除去する１つの方法としては、ＳＬＰリン

クの切断がある）。そこで、起動ＭＬＰは、自分のＭＶ（Ｓ）およびＭＶ（Ｔ）を「０」にリセットする。

起動ＭＬＰはそこで、リセット要求のためＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームをＳＬＰの

１つに送信し、タイマＭＴ３を起動する。Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームのＭＮ

（Ｓ）フィールドは、受信のＭＬＰによって無視されるため、Ｒビットを「１」に設定したマルチリンク

フレームのＭＮ（Ｓ）フィールドはどんな値でもよい。起動ＭＬＰは、相手ＭＬＰからＲビットを「１」

に設定したマルチリンクフレームを受信するまで、3.5.4.4 節に記述されている手順に従って相手ＭＬＰか

らのマルチリンクフレームを引き続き受信し、処理を行う。

　起動ＭＬＰから、通常の通信状態でＲビットを「１」に設定した（リセット要求）マルチリンクフレー

ムを受信したＭＬＰは、上述の操作を開始する。すなわち、マルチリンクリセット処理が完了するまでＲ

ビットおよびＣビットを「０」に設定したマルチリンクフレームを受信しない。それらのＲビットおよび

Ｃビットを「０」に設定した受信マルチリンクフレームは廃棄される。ＭＬＰがすでにマルチリンクリ

セット手順を起動し、送信ＳＬＰの１つにＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを送信した

とき、相手ＭＬＰからＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを受信しても、ＭＬＰは上記の

操作を繰り返さない。

　Ｒビットを「１」に設定した（リセット要求）マルチリンクフレームの受信により、受信ＭＬＰはすで

に受信しているパケットをパケットレイヤに転送し、さらに送信済で未確認のマルチリンクフレームを識

別する。パケットレイヤには未受信マルチリンクフレームの最初のＭＶ（Ｒ）の値により、およびそれに

ひき続いて受信した受信済みの最大番号までの未受信マルチリンクフレームをＭＶ（Ｒ）の値により、パ

ケット紛失を通知する。それから、受信ＭＬＰはマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）を「０」にリセッ

トする。

　ＭＬＰがＳＬＰの１つにＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレーム送信した後Ｃビットを

「１」に設定したマルチリンクフレームの送信の前に、１つの条件としてＳＬＰから送信成功の確認を受

けなければならない。起動ＭＬＰがＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを引き続き受信し

たとき、上記の変数リセット操作を完了していた場合は、起動ＭＬＰは相手ＭＬＰに対しＣビットを

「１」に設定した（リセット確認）マルチリンクフレームを送信する。

　ＭＬＰが

（ⅰ）Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを受信

（ⅱ）Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを送信

（ⅲ）上記のリセット操作を完了

　したとき、ＭＬＰはＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの送信確認がＳＬＰから受信さ

れていることを条件として、起動ＭＬＰに対しただちにＣビットを「１」に設定した（リセット確認）マ

ルチリンクフレームを送信する。Ｃビットを「１」に設定したマルチリンクフレームは、Ｒビットを

「１」に設定したマルチリンクフレームに対する応答である。Ｃビットを「１」に設定したマルチリンク

フレームのＭＮ（Ｓ）フィールドは、受信のＭＬＰによって無視されるため、上記Ｃビットを「１」に設
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定したマルチリンクフレームのＭＮ（Ｓ）フィールドはどのような値でもよい。マルチリンクのリセット

に続く各方向で受信されるマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）は値「０」から始まる。

　注－ＭＬＰがただ１つのＳＬＰを用いてＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを送信する

とき、ＭＬＰはＳＬＰの送信完了の指示を待つことなくＲビットを「１」に設定したマルチリンク

フレームに続いてすぐにＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを送信することができ

る。

　ＭＬＰがＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを受信すると、ＭＬＰはタイマＭＴ３を停

止する。相手ＭＬＰに対するＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの送信の成功、および相

手ＭＬＰからのＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの受信によりマルチリンクリセット手

順が完了する。ＲビットおよびＣビットを「０」に設定して送信される最初のマルチリンクフレームは、

マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の値「０」を持つ。（相手ＭＬＰに対し、Ｃビットを「１」に設

定したマルチリンクフレームを送信し、Ｃビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを受信した起

動ＭＬＰは、ただちにＲビットおよびＣビットを「０」に設定したマルチリンクフレームを送信すること

ができる。しかし、相手ＭＬＰから受信したＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレームのＳＬＰ

における受信確認の前に、相手ＭＬＰにＲビットおよびＣビットを「０」に設定したマルチリンクフレー

ムが到達してそれらのマルチリンクフレームが廃棄されないことを保証するため、ＭＬＰはＣビットを

「１」に設定したマルチリンクフレームの受信を確認した同一のＳＬＰをＲビットおよびＣビットを

「０」に設定したマルチリンクフレームの送信に使用しなければならない。）

　起動ＭＬＰが、Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを受信する前にＣビットを「１」に

設定したマルチリンクフレームを受信したとき、当該ＭＬＰはＲビットを「１」に設定したマルチリンク

フレームを再送し、タイマＭＴ３を再起動する。

　ＭＬＰがＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの受信と、Ｃビットを「１」に設定したマ

ルチリンクフレームの送信の間に、さらに１つ以上のＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレーム

を受信した場合、ＭＬＰは余分なＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを廃棄する。ＭＬＰ

がＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの応答でないＣビットを「１」に設定したマルチリ

ンクフレームを受信したときＭＬＰはＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを廃棄する。

　ＭＬＰがＳＬＰの１つにＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを送信した後、相手ＭＬＰ

からＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを受信することもある。ＭＬＰはＲビットを

「１」に設定したマルチリンクフレームを新しいマルチリンクリセット要求とみなし、マルチリンクリ

セット手順を最初から始める。

　ＭＬＰは、２つの異なるＳＬＰを使用するかもしれない。すなわち、Ｒビットを「１」に設定したマル

チリンクフレームの送信に使用されるＳＬＰと、このＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレーム

のＳＬＰにおける確認応答の受信に引き続いて行われるＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレー

ムの送信に使用されるＳＬＰである。ＲビットおよびＣビットを「１」に設定したマルチリンクフレーム

は決して使用されず、もし受信しても廃棄される。

　タイマＭＴ３がタイムアウトのとき、ＭＬＰはマルチリンクリセット手順を最初から始める。タイマＭ

Ｔ３の値はＳＬＰの送信、再送および伝搬遅延それにＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレーム

の受信とＲビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの応答に伴うＭＬＰの処理時間を含む十分大

きな値であることが必要である。
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3.5.4.3　マルチリンクフレームの送信

(1) 　概　要

　送信ＳＴＥのＭＬＰは、パケットレイヤからマルチリンクフレーム中へのパケットのフロー制御、

さらに受信ＳＴＥのＭＬＰに対して送信するためにこれらのマルチリンクフレームのＳＬＰへのフ

ロー制御を実行する責任がある。

　送信ＳＴＥのＭＬＰの機能は以下のとおりである。

(a) 　パケットレイヤからのパケットを受け付ける。

(b) 　適切なシーケンス番号を含むマルチリンク制御フィールドをパケットに対して割付る。

(c) 　ＭＮ（Ｓ）が送信ＭＬＰの送信ウィンドウ（ＭＷ）の外側に割付けられないようにする。

(d) 　こうした処理の結果のマルチリンクフレームを送信ＳＬＰに転送する。

(e) 　ＳＬＰからの送達確認成功の表示を受け付ける。

(f) 　ＳＬＰサブレイヤで発生した送信失敗または障害の監視および回復を行う。

(g) 　ＳＬＰからのフロー制御の表示を受け付け、適切な動作を行う。

(2) 　マルチリンクフレームの送信

　送信ＭＬＰがパケットレイヤからパケットを受け付けると、そのパケットをマルチリンクフレー

ム中に設定し、ＭＮ（Ｓ）が送信ウィンドウ（ＭＷ）内であることを確証した後、ＭＮ（Ｓ）の値

をＭＶ（Ｓ）に等しく設定し、さらにＶビット、Ｓビット、ＲビットおよびＣビットを「０」に設

定し、ＭＶ（Ｓ）に「１」を加算する。

　以下、送信状態変数および受信状態変数を加算するときには、連続的な繰り返し数が使用される。すな

わちモジュロ４０９６の場合、４０９５は４０９４より１高く、０は４０９５より１高い。

　ＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｔ）＋ＮＷより小さく、相手ＳＴＥとの利用可能なリンクが少なくとも一つビジー

状態でなければ、送信ＭＬＰは利用可能なリンクへマルチリンクフレームを割当てることができる。送信

ＭＬＰは割付けを行っていない最も低い番号のマルチリンクフレームから割付けを行う。また、送信ＭＬ

Ｐは一つのマルチリンクフレームを複数のリンクに割付けることができる。相手ＳＬＰからの確認応答を

受けることによってＳＬＰがマルチリンクフレームの送信を完了したとき、送信完了が送信ＭＬＰに通知

される。そこで、送信ＭＬＰは確認済のマルチリンクフレームを廃棄できる。送信ＳＴＥがＳＬＰから新

たな確認応答の表示を受信すると、ＭＶ（Ｔ）の値は最も低い未確認マルチリンクフレームの値に更新さ

れる。

　ＳＬＰが、マルチリンクフレームの送信をＮ２回試みた場合はいつでも、ＭＬＰはどこかのＳＬＰにお

いてそのＭＮ（Ｓ）を持つマルチリンクフレームの確認を受けていない限り、同一のリンクまたは他の複

数のリンクにそのマルチリンクフレームを割当てる。ＭＬＰは常に最も低い番号のＭＮ（Ｓ）をもつマル

チリンクフレームを最初に割当る。
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　注－ＭＬＰの実現方法が、一つのマルチリンクフレームを（たとえば転送に成功する確率を増すため

に）複数のリンクを通じて送信する場合、すでに相手ＭＬＰの確認したマルチリンクフレームが

（すなわち重複して）転送される可能性がある〔それ以前に受信したマルチリンクフレームにより、

受信ＭＬＰではＭＶ（Ｒ）を加算し、送信ＭＬＰではＭＶ（Ｔ）を加算しているかもしれない〕。

相手ＭＬＰの受信において、すでに受信済みの重複したマルチリンクフレームが新しいマルチリン

クフレームと間違われないよう保証するため、送信ＭＬＰはすべてのＳＬＰがマルチリンクフレー

ムの転送に成功するかまたはフレームを最大回数まで再送するまで、ＭＮ（Ｓ）がＭＮ（Ｓ）′－

ＭＷ－ＭＸに等しい新しいマルチリンクフレームを送信してはならない。ここでＭＮ（Ｓ）′は、

他のＳＬＰを通して送信しつつある重複したマルチリンクフレームの送信シーケンス番号である。

他の方法として、すべてのＳＬＰがマルチリンクフレームの送信を完了するか、またはＮ２回の試

行を完了するまでＭＶ（Ｔ）を加算しない方法もある。

　フロー制御は、マルチウィンドウサイズパラメータＭＷおよび相手ＳＬＰにより示されるビジー状態を

通じて実現される。

　ＭＬＰは、ＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｔ）＋ＭＷ－１より大きいマルチリンクフレームを割当てない。次に割

当てられるマルチリンクフレームがＭＮ（Ｓ）＝ＭＶ（Ｔ）＋ＭＷとなった時点でＭＬＰはＳＬＰからＭ

Ｖ（Ｔ）更新の確認の表示があるまで、このフレームと引き続くマルチリンクフレームを保持する。

　相手ＭＬＰは、１つ以上の相手ＳＴＥのＳＬＰ上にビジー状態を表示することにより、ＭＬＰにおける

フロー制御を働かせることができる。ビジーとするＳＬＰの数により、ＭＬＰで実現できるフロー制御の

程度が決定される。１つ以上のＳＬＰから相手ＳＬＰのビジー状態表示をＭＬＰが受信したとき、ＭＬＰ

はすでにそれらのＳＬＰに割当てた未確認のマルチリンクフレームを再割当てすることができる。ＭＬＰ

は前述したように、最も低い番号のＭＮ（Ｓ）を持つマルチリンクフレームを送信可能なＳＬＰに割当て

る。

　回線障害、ＳＬＰリセットまたはＳＬＰ切断時、ＳＬＰリンク上で未確認の全マルチリンクフレームは、

ビジー状態でない動作中のＳＬＰによって再送される。

3.5.4.4　マルチリンクフレームの受信

　２オクテット未満のすべてのマルチリンクフレームは、受信ＳＴＥで廃棄される。

　ＳＴＥは１つのＳＬＰからマルチリンクフレームを受信したとき、受信マルチリンクフレーム中のＭＮ

（Ｓ）とＭＶ（Ｒ）との比較を行い、その結果にもとづいて以下の動作を行う。

(a) 　受信したＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｒ）の現在値に等しい（すなわち期待受信マルチリンクフレーム

である）場合は、ＭＬＰはこのマルチリンクフレームをパケットレイヤへ転送する。

(b) 　受信したＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｒ）の現在値よりも高くて、ＭＶ（Ｒ）＋ＭＷ＋ＭＸの値より低

ければ、ＭＬＰは (a)の状態となるまでそのマルチリンクフレームを保持するか、または重複し

て受信したフレームであれば廃棄する。

(c) 　受信したＭＮ（Ｓ）が (a)または (b)の条件にあてはまらないとき、そのマルチリンクフレー

ムは廃棄する。

　マルチリンクフレームを受信したとき、以下に示す方法でＭＶ（Ｒ）が加算される。

（ⅰ）ＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｒ）の現在値に等しければ、ＭＶ（Ｒ）は連続して順番に受信したマルチリン

クフレーム数にしたがって加算する。このとき、ＭＶ（Ｒ）に等しいＭＮ（Ｓ）をもつマルチリンク

フレームを受信するまで転送待ちとなっているマルチリンクフレームが存在する場合、タイマＭＴ１

（3.5.5.1 節参照）が再起動される。その他の場合、ＭＴ１は停止される。
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（ⅱ）受信したＭＮ（Ｓ）の値がＭＶ（Ｒ）の現在値より高くＭＶ（Ｒ）＋ＭＷより低い場合にはＭＶ

（Ｒ）は更新されず、タイマＭＴ１が（動作中でなければ）起動される。

（ⅲ）受信したＭＮ（Ｓ）の値がＭＶ（Ｒ）＋ＭＷに等しいかまたは高く、ＭＶ（Ｒ）＋ＭＷ＋ＭＸの値

よりも低い場合、ＭＶ（Ｒ）の値はＭＮ（Ｓ）－ＭＷ＋１に設定され、上位レイヤに対して、ＭＶ

（Ｒ）値によりパケット紛失が発生したことを通知する。ＭＮ（Ｓ）＝ＭＶ（Ｒ）であるマルチリン

クフレームを受信せずにＭＶ（Ｒ）が加算される場合は、上位レイヤにパケット紛失が通知される。

ＭＮ（Ｓ）＝ＭＶ（Ｒ）であるマルチリンクフレームを受信するとパケットレイヤに転送される。

ＭＶ（Ｒ）がＭＮ（Ｓ）－ＭＷ＋１に達すると最初の未確認ＭＮ（Ｓ）が出現するまで、上記のように加

算されていく。（図３－４／ＪＴ－Ｘ７５参照）

図３－４／ＪＴ－Ｘ７５　紛失マルチリンクフレームの検出

(CCITT X.75)

（ⅳ）受信したＭＮ（Ｓ）の値が上記（ⅰ）、（ⅱ）、（ⅲ）にあてはまらない場合ＭＶ（Ｒ）の値は更

新されない。

　ＭＴ１タイマのタイムアウトが発生するとＭＶ（Ｒ）はパケットレイヤへの転送待ちとなっているマル

チリンクフレームのＭＮ（Ｓ）の値まで加算され、パケットレイヤにＭＶ（Ｒ）値によりパケット紛失が

発生したことを通知する。上記（ⅰ）および (a)の手順はマルチリンクフレームを連続して順番に受信す

る限り続けられる。

相手ＭＬＰのフロー制御が必要なとき、１つ以上のＳＬＰでビジー状態表示を行う。ビジーとされたＳ

ＬＰの数は、実現されるフロー制御の程度を決定する。

ＭＶ（Ｒ）
フレーム紛失

パケットレベルに転送

フレーム紛失

ＭＷ

新ＭＶ（Ｒ）

受信ＭＮ（Ｓ）

ＭＸ
受信ＭＮ（Ｓ）

ＭＷ

ＭＸ

到達後

シーケンス番号の増加方向
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　再順序化が完了する前に、ＭＬＰがその受信バッファの容量を使用し尽くす可能性があるならばタイマ

ＭＴ２（3.5.5.2 節参照）が使用される。すべてのＳＬＰに対してＭＬＰからビジー状態表示が行われ、Ｍ

ＬＰにあるマルチリンクフレームが再順序化待ちにある場合はいつでも、タイマＭＴ２が起動される。Ｍ

ＬＰにより、一つ以上のＳＬＰにおけるビジー状態が解除されるとタイマＭＴ２は停止される。

　タイマＭＴ２がタイムアウトすると、ＭＮ（Ｓ）＝ＭＶ（Ｒ）のマルチリンクフレームは阻止され、紛

失したとみなされる。ＭＶ（Ｒ）はまだ受信していない次の通番まで加算され、中間のマルチリンクシー

ケンス番号をもつマルチリンクフレーム中に含まれる情報は、パケットレイヤに転送される。

　すべてのＳＬＰがビジー状態のままであり、マルチリンクフレームが再順序化を待っている場合には、

タイマＭＴ２は再起動される。

3.5.4.5　ＳＬＰのサービス停止

　ＳＬＰは物理レイヤまたはリンクレイヤでの切断によりサービス停止となる。すべてのアウトスタン

ディングのマルチリンクフレームは、3.5.4.1 節により扱われる。通常の手順はＲＮＲフレームにより相手

のＳＬＰをフロー制御した後に論理的にリンクを切断する。（3.4.4.3 節参照）

　ＳＬＰは保守上、疎通上あるいは性能上の理由からサービス停止とされることがある。

　Ｔ１タイマがＮ２回タイムアウトとなりＳＬＰのリセットが失敗すると、ＳＬＰは切断状態に入りＳＬ

Ｐはサービス停止となる。（3.4.5.8 節および 3.4.7.2 節参照）

3.5.5　マルチリンクシステムパラメータリスト

3.5.5.1　フレーム紛失タイマＭＴ１

　低トラヒックの期間にＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｒ）に等しいマルチリンクフレームが紛失したことを検知す

る手段を提供するため、受信ＳＴＥによってタイマＭＴ１が用いられる。

3.5.5.2　グループビジータイマＭＴ２

　要求された再順序化が成し遂げられる前に生じる「マルチリンクフレーム阻止状態」（例えばバッファ

満杯状態）を受信ＳＴＥが検知するため、タイマＭＴ２が用いられる。すべてのＳＬＰがビジーで再順序

化を待っているマルチリンクフレームがあるとき、ＭＴ２は起動される。「阻止」されたマルチリンクフ

レームのＭＶ（Ｒ）を受信する前にＭＴ２がタイムアウトしたときは、「阻止」されたマルチリンクフ

レームは紛失したとみなされる。ＭＶ（Ｒ）は、次に受信すべきマルチリンクフレームの値に増加され、

その中間のマルチリンクフレーム内のパケットはパケットレイヤに転送される。

　注－ＭＴ２は無限大に設定されることがある。（例えば、受信ＳＴＥに常に十分な蓄積容量が有ると

き）

3.5.5.3　ＭＬＰリセット確認タイマＭＴ３

　Ｒビットを「１」に設定したマルチリンクフレームの送信に引き続いて期待される、相手ＭＬＰからの

Ｃビットを「１」に設定したマルチリンクフレームを受信しなかったことを検知するために、ＭＬＰに

よってタイマＭＴ３が用いられる。
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４．信号装置間のパケットレイヤ手順

一般原則

　本標準の４節はＳＴＥ－Ｘ／ＳＴＥ－Ｙ（Ｘ／Ｙ）インタフェース上のパケット転送に関するものであ

る。以下の手順はＸ／Ｙインタフェース上を転送されるパケットについて適用される。

　Ｘ／Ｙインタフェース上で転送される各パケットは、長さの制限を持つリンクレイヤの情報フィールド

内にあり、Ｉフレームの情報フィールド内には唯一のパケットしか含まれない。

　Ｘ／Ｙインタフェース上では、オクテットの整数倍長となるデータフィールドのみ持つパケットを転送

しなければならない。両方向の伝送においてオクテットの整数倍長であるデータフィールドを転送する場

合においてのみデータの完全性は保証される。

　複数のバーチャルコールおよび／またはパーマネントバーチャルサーキットを同時に使えるよう、論理

チャネルが使用される。各々のバーチャルコールおよびパーマネントバーチャルサーキットには、論理

チャネルグループ番号（０から１５までの範囲）および論理チャネル番号（０から２５５までの範囲）が

割当てられる。バーチャルコールにおいては、論理チャネルグループ番号と論理チャネル番号は、呼設定

フェーズの中で割当てられる。バーチャルコールの割当てに用意される論理チャネルと論理チャネルグ

ループの範囲は、一定期間網提供者間で合意される。パーマネントバーチャルサーキットにおいては、設

定時に論理チャネルグループ番号と論理チャネル番号が割当てられる。

　論理チャネル番号０および論理チャネルグループ番号０の組合せは、バーチャルコールおよびパーマネ

ントバーチャルサーキットには使用されない。

　２つのネットワーク間において、複数のＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースが使用される場合には、バー

チャルコールは利用可能な複数のＳＴＥに分散して割当てられても良い。ＳＴＥの選択は１つの発呼要求

に対して発信側ネットワークと各中継ネットワークによって１回ずつ行われる。所定のＸ／Ｙインタ

フェースを選択するための手順はネットワーク毎に独立である。個々のバーチャルコールが存在する間、

その呼に関する各パケットは、呼設定時に選択された各ＳＴＥを通過する。

　パーマネントバーチャルサーキットの場合、そのサーキットに関する各パケットは、パーマネントバー

チャルサーキットの設定時に選択された各ＳＴＥを通過する。２つのネットワーク間において、複数のＳ

ＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースが使用される場合、使用される特定のＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースの選択

は網提供者間で合意が必要である。

　２つのネットワーク間において、複数のＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースが使用される場合には、両ネッ

トワークはネットワークユーティリティおよびユーティリティパラメータを各ＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタ

フェースに共通に適用しても良いし、各ＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェース毎に独立に適用しても良い。

　パーマネントバーチャルサーキットに割当てられる論理チャネルのグループは、網提供者間で合意され

る。

4.1　バーチャルコールの設定および解放手順

　バーチャルコールは次に示す手順により設定され、解放される。呼設定、解放手順は論理チャネルがパ

ケットレイヤレディ状態（ｒ１）にあるときのみ実行できる。これ以外のｒ状態では、両手順とも実行で

きない。

4.1.1　レディ状態

　呼が存在しないか設定中の呼が無いとき、かつ呼設定が可能なとき、この論理チャネルはパケットレイ

ヤレディ状態（ｒ１）中のレディ状態（ｐ１）にある。
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4.1.2　発呼要求パケット

　ＳＴＥはＸ／Ｙインタフェース上でレディ状態（ｐ１）の論理チャネルを持つ発呼要求パケットを送出

することにより、発呼要求を示す。発信側ＳＴＥによって選択された論理チャネルは、ＳＴＥ発呼要求状

態（ｐ２／３）にある。もし、この状態がＴ３１以上継続すれば、発信側ＳＴＥは該当呼を切断する。Ｔ

３１の値は２００秒である（付属資料４参照）。

　注－発呼要求パケット中のゼネラルフォーマット識別子のビット７（5.1.1 節参照）は、送達確認手順

（4.3.4 節参照）で使用されることがある。このビット７はＳＴＥ中を透過的に通過する。

4.1.3　接続完了パケット

　被呼ＳＴＥはＸ／Ｙインタフェース上に、発呼要求パケット中で指定されたものと同じ論理チャネルを

もつ接続完了パケットを送出することにより、被呼ＤＴＥがその呼を受けたことを示す。これにより、そ

の論理チャネルは、データ転送状態（ｐ４）中のフロー制御レディ状態（ｄ１）に入る。データ転送状態

中に適用される手順は 4.3 節に示される。

　注－接続完了パケット中のゼネラルフォーマット識別子のビット７（5.1.1 節参照）は、送達確認手順

（4.3.4 節参照）で使用されることがある。このビット７はＳＴＥ中を透過的に通過する。

4.1.4　呼の衝突

呼の衝突とは、状態ｐ２にある論理チャネル上にＳＴＥ－Ｘが発呼要求パケットを受信したとき、ある

いは状態ｐ３にある論理チャネル上にＳＴＥ－Ｙが発呼要求パケットを受信したときの状態をいう。両方

の場合とも、呼は切断される。切断原因は網輻輳である。

　呼衝突の発生頻度を抑えるため、論理チャネルの逆順位法が用いられる。つまり、あるＳＴＥが発呼要

求パケット中の論理チャネルとして、レディ状態にある最若番の論理チャネルを使うとき、相手ＳＴＥは

レディ状態にある最老番の論理チャネルを使用する。最若番あるいは最老番をどちらのＳＴＥが使用する

かは網提供者間の合意による。

4.1.5　切断要求パケット

　ＳＴＥは、論理チャネルを指定した切断要求パケットをＸ／Ｙインタフェース上に送出することにより、

いかなる状態にある論理チャネルに対しても解放を要求することができる。ＳＴＥ呼切断要求状態がＴ３

３を越えたとき、そのＳＴＥが採る動作を付属資料４に示す。Ｔ３３の値は１８０秒である。

　切断原因フィールドには、切断するに至った理由が符号化されて入れられる。切断原因フィールドの符

号化方法は 5.2.3.1 節で示される。

4.1.6　切断確認パケット

　ＳＴＥ－ＸあるいはＳＴＥ－Ｙ（ＳＴＥ－Ｘ／Ｙ）は切断要求パケットを受信すると、状態がＳＴＥ－

Ｘ／Ｙ切断要求状態（ｐ６あるいはｐ７）以外であればいかなる状態であっても論理チャネルを解放し、

Ｘ／Ｙインタフェース上に切断要求パケットと同じ論理チャネルを持つ切断確認パケットを送出する。こ

のとき論理チャネルはパケットレイヤレディ状態（ｒ１）中のレディ状態（ｐ１）に移る。切断確認パ

ケットの受信はリモートＤＴＥが切断されたことを表すものではない。



- 41 - ＪＴ－Ｘ７５

4.1.7　切断衝突

　ＳＴＥ－Ｘ／Ｙにおける論理チャネルが切断要求状態（ｐ６あるいはｐ７）であり、かつ、ＳＴＥ－Ｘ

／Ｙがその論理チャネルを指定した切断要求パケットを受信したとき、該当ＳＴＥは切断が完了したもの

と見なし、切断確認パケットの送出を行わない。このとき論理チャネルの状態はパケットレイヤレディ状

態（ｒ１）中のレディ状態（ｐ１）にある。

4.2　パーマネントバーチャルサーキットサービスの手順

　付図２－１／ＪＴ－Ｘ７５と付図２－３／ＪＴ－Ｘ７５に、パーマネントバーチャルサーキットに割当

てられた論理チャネルのパケットレイヤＸ／Ｙインタフェース上における事象の定義を与える状態遷移図

を示す。

　パーマネントバーチャルサーキットの場合、呼設定または呼解放はない。ＳＴＥ間のデータ転送状態で

のパケット制御手順は 4.3 節に含まれる。

　ネットワーク内での一時的な障害が発生した場合、4.4.2 節に記述される通り、ＳＴＥは原因“網輻

輳”によりパーマネントバーチャルサーキットをリセットする。そして、データトラヒックの取扱いを継

続する。

　もし、網が一時的にデータトラヒックを扱えない場合、そのＳＴＥは原因“網障害”によりパーマネン

トバーチャルサーキットをリセットする。網が再びデータトラヒックを扱うことが可能な時、ＳＴＥは原

因“網運用可”によりパーマネントバーチャルサーキットをリセットする。

4.3　データおよび割込信号の転送手順

　以下に記述するデータ転送手順はＸ／Ｙインタフェース上に存在する各論理チャネル毎に独立に適用さ

れる。

　網が正常に動作しているときは、データパケット中のユーザデータと割込データはその網中を透過的に

通過する。これらのパケット内のビット順序も保持される。ＳＴＥが受信するパケットの順序は常に完結

パケットシーケンスとして送受される。

4.3.1　データ転送状態

ＳＴＥは、データ、割込、フロー制御およびリセットパケットを、Ｘ／Ｙインタフェース上の論理チャ

ネルがパケットレイヤレディ状態（ｒ１）中のデータ転送状態（ｐ４）であるとき送受することができる。

この状態にあるときに限り、その論理チャネル上でＳＴＥが行う双方向データ転送に対して、4.4 節で示

すフロー制御手順およびリセット手順が使用できる。これよりほかのｒあるいはｐ状態では、データ転送

および割込転送手順、フロー制御およびリセット手順は使用することができない。
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4.3.2　データパケットに対するシーケンス番号付与

　バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキット中の各々の送信方向に対して、Ｘ／Ｙイン

タフェース上に送出される各データパケットには順番にシーケンス番号が付けられる。このシーケンス番

号はデータのレベル（つまり、クオリファイア（Ｑ）ビットの値）に関係なく付与される。

　パケットへのシーケンス番号付与はモジュロ８を標準とする。パケットシーケンス番号は０から７まで

の範囲を漏れなく循環する。

　また、パケットへのシーケンス番号付与は網提供者間の合意により、モジュロ１２８で行われることも

ある。この場合、パケットシーケンス番号は０から１２７までの範囲を漏れなく循環する。

　いずれの場合においても、Ｘ／Ｙインタフェース上のすべての論理チャネルは同じモジュロを持つ。

　データパケットのみがパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）と呼ばれる番号を持つ。

　論理チャネルがフロー制御レディ状態（ｄ１）に入ったとき、Ｘ／Ｙインタフェースを通して所定の

データ転送方向に送られる最初のデータパケットのパケット送信シーケンス番号は０である。フロー制御

レディ状態（ｄ１）に入って後、最初に受信したデータパケットのパケット送信シーケンス番号が０でな

いとき、ＳＴＥは原因を網輻輳と表示してバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットを

リセットする。

4.3.3　データパケットのデータフィールド長

標準の最大データフィールド長は１２８オクテットで全網提供者により提供される。さらにバーチャル

コールの場合、網提供者間の合意により、４０９６オクテット以下のオプショナル最大データフィールド

長が呼毎に提供される。パーマネントバーチャルサーキットの場合、網提供者間の合意により、４０９６

オクテット以下のオプショナル最大データフィールド長がパーマネントバーチャルサーキット毎に提供さ

れ、設定時に選択される。この値は、4.4.1.1 節において選択されたウィンドウサイズと共に、特定のパー

マネントバーチャルサーキットの設定時にネットワークとエンドユーザとの間で合意されたスループット

クラスを満足しなければならない。ＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースで得られるスループットは、ＳＴＥ－

Ｘ／Ｙインタフェースの回線特性および他の論理チャネルのトラヒック特性により制限される。

　データフィールド長は、０オクテットから合意された最大データフィールド長までの全ての値をとるこ

とができる。

　最大データフィールド長を越えるデータフィールドをもつデータパケットを受信した場合、ＳＴＥは原

因を網輻輳と表示してバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットをリセットする。

4.3.4　送達確認ビット、モアデータビット、クオリファイアビット

　送達確認ビット（Ｄビット）は送信するデータに対して、エンドツーエンドの送達確認を要求するか否

かを表示するために使用する。送達確認はパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）により行われる（4.4.1.2

節参照）。

　パケットシーケンス番号は、データパケットの最大データフィールド長より長いデータをパケット単位

に分割したときに、これらのデータパケットを順序正しく送信するために付与される。

　完結パケットシーケンスは、Ｍ＝１、Ｄ＝０である任意数（０を含む）のフルデータパケット（最大

データフィールド長に等しいオクテット数のデータフィールドを持つデータパケット）に続いて、Ｍ＝０、

Ｄ＝０／１あるいはＭ＝１、Ｄ＝１である任意のオクテット長（最大データフィールド長も含む）のデー

タパケット１個を有するシーケンスである。Ｄ＝０、Ｍ＝１であるフルデータパケット以外のデータパ

ケットを受信したＳＴＥは、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットをリセットする。

リセット原因は網輻輳である。
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　各完結パケットシーケンスは、クオリファイアビット（Ｑビット）で表示できる２つのレベルのうち１

つを採ることができる。

　ひとつの完結パケットシーケンス内ではＱビットの値を変えることは許されない。ひとつの完結パケッ

トシーケンス内でＱビットの変更を検出したＳＴＥはバーチャルコールまたはパーマネントバーチャル

サーキットをリセットしてよい。リセット原因は網輻輳である。

　注－データパケット中のＱビットの値は、直前のデータパケットがＭ＝０かあるいはＭ、Ｄともに１で

ある場合には、直前のデータパケットのＱビットの値とは無関係に設定できる。

4.3.5　割込手順

　割込手順を使用することにより、ＤＴＥはデータパケットに適用されるＳＴＥ間のフロー制御手順に従

うことなく、リモートＤＴＥにデータを送出することができる（4.4 節参照）。割込手順は、データ転送

状態（ｐ４）中のフロー制御レディ状態（ｄ１）においてのみ適用される。

　割込手順は、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキット上のデータパケットに適用さ

れる転送手順やフロー制御手順に対して何ら影響を与えない。

　３２オクテットを越えるユーザデータフィールドを持つ割込パケットを受信したＳＴＥは、バーチャル

コールまたはパーマネントバーチャルサーキットをリセットする。

　ＳＴＥは、割込パケットをＸ／Ｙインタフェース上に転送することにより、割込みを通知する。相手Ｓ

ＴＥは割込確認パケットを転送することにより、割込確認を通知する。

　割込確認パケットの受信は、リモートＤＴＥがＤＴＥ割込確認パケットを返送することによって割込み

を確認したことを示す。

　Ｘ／Ｙインタフェース上に送出される割込パケットの前後のデータパケットに対する位置は、ＤＴＥか

ら送出されたときと同じか、より前である。

　割込パケットを受信した後、これに対する割込確認を転送する前に、再び、割込パケットを受信したＳ

ＴＥは、この割込パケットを廃棄してもよいし、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサー

キットをリセットしてもよい。

4.4　フロー制御手順およびリセット手順

　リセット手順とデータパケットに対するフロー制御手順は、データ転送状態（ｐ４）においてのみ適用

される。

4.4.1　フロー制御手順

　バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットに使用される各論理チャネルのＸ／Ｙイン

タフェース上において、データパケットの転送は片方向づつ独立に制御され、制御は受信側から行われる。
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4.4.1.1　ウィンドウ

　バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットに使用される各論理チャネルのＸ／Ｙイン

タフェース上では、各々のデータ転送方向に対してウィンドウが定義される。ウィンドウとはインタ

フェース上に送出することが許されているデータパケットに付与されるＷ個の連続したパケットシーケン

ス番号の集合のことである。

　ウィンドウ内の最小シーケンス番号は、ウィンドウ下限と呼ばれる。Ｘ／Ｙインタフェース上でバー

チャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットが設定されるかリセットされるとき、データ転送

に対するウィンドウは、双方向ともウィンドウ下限０を持つ。インタフェース上に送出することが許され

ない最初のパケット送信シーケンス番号は、ウィンドウ下限値にＷを加えた数（モジュロ８あるいはモ

ジュロ１２８）である。

　Ｘ／Ｙインタフェース上の双方向のデータ転送に対するウィンドウサイズの最大値はすべての論理チャ

ネルに共通な値である。この数値は一定期間網提供者間で合意されるものである。この値は７（モジュロ

８）あるいは１２７（モジュロ１２８）を越えてはならない。

　個々のバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットは、各転送方向に対して、異なった

ウィンドウサイズを選ばれることがある。この場合でも、各ウィンドウサイズは上述の最大値以下である。

パーマネントバーチャルサーキットの場合、各ウィンドウサイズは設定時に選択され、網提供者間で合意

される。この値は、4.3.3 節において選択されたデータフィールド長と共に選択され、特定のパーマネン

トバーチャルサーキットの設定時にネットワークとエンドユーザとの間で合意されたスループットクラス

を満足しなければならない。ＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースで得られるスループットは、ＳＴＥ－Ｘ／Ｙ

インタフェースの回線特性および他の論理チャネルのトラヒック特性により制限される。

4.4.1.2　フロー制御の原理

　パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）（モジュロ８あるいはモジュロ１２８）はデータパケット転送に

関する受信側からの情報としてＸ／Ｙインタフェース上に送出される。Ｘ／Ｙインタフェースを介して到

着したＰ（Ｒ）が新しくウィンドウ下限になる。この方法により、データパケットを次々とＸ／Ｙ上に送

出することが受信側により許される。

　ＳＴＥが次に送出しようとしているデータパケットのシーケンス番号Ｐ（Ｓ）がウィンドウの範囲にあ

るとき、そのＳＴＥはデータパケットを相手ＳＴＥに送出することを許される。相手ＳＴＥはこのデータ

パケットを受け付けるものとみなされる。ＳＴＥが次に送出しようとしているデータパケットのシーケン

ス番号Ｐ（Ｓ）がウィンドウの範囲外にあるとき、そのＳＴＥはデータパケットを相手ＳＴＥに送出して

はならない。送出した場合、相手ＳＴＥはこのデータパケットを受信すると手順誤りとしてバーチャル

コールまたはパーマネントバーチャルサーキットをリセットする。

　パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）はデータパケット、受信可パケット（ＲＲ）、受信不可パケット

（ＲＮＲ）により転送される。Ｐ（Ｒ）を送出することにより、ＳＴＥは少なくとも、Ｐ（Ｒ）－１まで

のすべてのデータパケットを受け付けたことを示す。

　ＳＴＥが受信するＰ（Ｒ）の値は、そのＳＴＥが受信した最新のＰ（Ｒ）から、そのＳＴＥが次に送信

しようとしているデータパケットのパケット送信シーケンス番号までの範囲になければならない。この範

囲を外れたＰ（Ｒ）を受信した場合、ＳＴＥは手順誤りとしてバーチャルコールまたはパーマネントバー

チャルサーキットをリセットする。

　データパケット（Ｐ（Ｓ）＝ｐ）中のＤビットが０のとき、そのデータパケットを確認するＰ（Ｒ）

（すなわち、Ｐ（Ｒ）≧ｐ＋１）はパケットレイヤインタフェース上のウィンドウをローカルに更新する。
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　データパケット（Ｐ（Ｓ）＝ｐ）中のＤビットが１のとき、そのデータパケットを確認するＰ（Ｒ）

（Ｐ（Ｒ）≧ｐ＋１）はＤビットが１に設定されたデータパケット（Ｐ（Ｓ）＝ｐ）中の全データがリ

モートＤＴＥにより受信されたことを示す。

　注１－ＳＴＥはＤビットが１であるデータパケットを確認するＰ（Ｒ）を、リモートＤＴＥから該当Ｐ

（Ｒ）を受信後できるだけ速やかに返送する必要がある。この場合、必要ならばＲＮＲパケット

が使用されることもある。

　注２－Ｄビットが１であるデータパケットを確認するＰ（Ｒ）が返送されないうちは、Ｄビットが０で

ある後続のデータパケットに対するウィンドウのローカルの更新は行われない。Ｄビットが１で

あるデータパケットより前に受信したＤビットが０であるデータパケット（ウィンドウ内）に対

しても、ＳＴＥはウィンドウの更新を遅らせてもよい。

4.4.1.3　ＳＴＥ受信可（ＲＲ）パケット

　ＳＴＥはＲＲパケットを送出することにより、ＲＲパケット中のＰ（Ｒ）をウィンドウ下限とするＷ個

のデータパケットが受信可能であることを示す。

4.4.1.4　ＳＴＥ受信不可（ＲＮＲ）パケット

　ＳＴＥはＲＮＲパケットを送出することにより、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサー

キットに対して、一時的にデータパケットが受信できなくなったことを示す。ＲＮＲパケットを受信した

ＳＴＥは該当論理チャネル上へのデータパケットの送出を停止しなければならないが、受信したＲＮＲパ

ケット中のＰ（Ｒ）はウィンドウの更新に使用される。

　ＲＮＲパケットの送出によって示される受信不可状態は同一送信方向へＲＲパケットを送出するか、リ

セット手順が起動されることによって解除される。

　パケットレイヤにおいて、ＲＮＲに続いて送出されるＲＲを、既に送出済のパケットの再送要求とみな

すことはできない。

4.4.2　リセット手順

　リセット手順は、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットを初期化するために使用

される。リセット手順は、Ｘ／Ｙインタフェースのデータ転送状態（ｐ４）においてのみ適用される。そ

の他のインタフェース状態ではリセット手順は適用されない。

　データ転送状態（ｐ４）中には、さらに３つの状態が存在する。すなわち、フロー制御レディ状態（ｄ

１）、ＳＴＥ－Ｘリセット要求状態（ｄ２）、ＳＴＥ－Ｙリセット要求状態（ｄ３）である。論理チャネ

ルが状態（ｐ４）に入ったときは、状態ｄ１に置かれる。

　Ｘ／Ｙインタフェース上のバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットがリセットされ

た直後、双方向のデータ転送に対するウィンドウ下限は０となり、Ｘ／Ｙインタフェース上の双方向に、

以後転送されるデータパケットへのシーケンス番号付与は０から開始される。

4.4.2.1　リセット要求パケット

　ＳＴＥは論理チャネルを指定したリセット要求パケットを送出することにより、リセットの要求を通知

する。これにより、論理チャネルはリセット要求状態（ｄ２あるいはｄ３）となる。

　この状態においては、ＳＴＥはデータパケット、割込パケット、ＲＲパケット、ＲＮＲパケットを廃棄

する。
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4.4.2.2　リセットの衝突

　リセットの衝突は双方のＳＴＥが同時にリセット要求パケットを転送したときに起こる。この場合、双

方のＳＴＥはリセットが完了したとみなし、リセット確認パケットを返送しない。論理チャネルは、この

ときフロー制御レディ状態（ｄ１）に入る。

4.4.2.3　リセット確認パケット

　論理チャネルがリセット要求状態にあるとき、要求先ＳＴＥは要求元ＳＴＥにリセット確認パケットを

返送することによりリセットを確認する。これにより、論理チャネルはフロー制御レディ状態（ｄ１）に

入る。

　リセット確認パケットの受信はリモートＤＴＥがリセットされたことを表すものではない。リセット要

求状態がＴ３２を越えて継続した場合にＳＴＥが採る動作を付属資料４に示す。

4.4.2.4　リセット手順がデータパケットと割込パケットに与える影響

　リセット手順がＸ／Ｙインタフェース上で起動される前にＳＴＥによって送出されたデータパケットと

割込パケットは、対応するリセット手順がリモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で起動される前に伝

達されるか、または廃棄される。

　リセット手順がＸ／Ｙインタフェース上で完了した後、最初にＳＴＥが送出したデータパケットと割込

パケットは、対応するリセット手順がリモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で完了した後最初に伝達

される。

　相手ＳＴＥがリセット手順を起動した後、ＳＴＥが送出したデータパケットと割込パケットは、リセッ

ト手順がＸ／Ｙインタフェースで完了するまで相手ＳＴＥにより廃棄される。

4.5　リスタート手順

　リスタート手順は、Ｘ／Ｙインタフェース上に存在するすべてのバーチャルコールを同時に切断、およ

び／またはすべてのパーマネントバーチャルサーキットをリセットするために使用される。

　リスタート手順に関連する３つの状態がＸ／Ｙインタフェースに存在する。すなわち、パケットレイヤ

レディ状態（ｒ１）、ＳＴＥ－Ｘリスタート要求（ｒ２）、ＳＴＥ－Ｙリスタート要求（ｒ３）である。

4.5.1　ＳＴＥによるリスタート

　ＳＴＥはＸ／Ｙインタフェース上にリスタート要求パケットを送出することにより、いつでもリスター

トを要求することができる。リスタート要求後、各論理チャネルのインタフェースはリスタート要求状態

（ｒ２あるいはｒ３）となる。

　Ｘ／Ｙインタフェースがリスタート要求状態のとき、ＳＴＥはリスタート要求パケット、リスタート確

認パケット以外のパケットはすべて廃棄する。

リスタート要求パケットを受信すると、ＳＴＥは全てのバーチャルコールを切断するとともに、全ての

パーマネントバーチャルサーキットをリセットする。そしてバーチャルコールに割当てられた論理チャネ

ルをレディ状態（ｐ１）に置くとともに、パーマネントバーチャルサーキットに使用された論理チャネル

をフロー制御レディ状態（ｄ１）に置く。ＳＴＥはリスタートの衝突が発生した場合を除いて、リスター

ト確認パケットを返送する。

　リスタート確認パケットは、常にローカルの確認としてのみ解釈される。リスタート要求状態がＴ３０

を越えて継続した場合に、ＳＴＥがとる動作を付属資料４に示す。Ｔ３０の値は１８０秒である。
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4.5.2　リスタートの衝突

　リスタートの衝突は、双方のＳＴＥが同時にリスタート要求パケットを送出した時に発生する。このと

き、双方のＳＴＥはリスタートが完了したものとして、リスタート確認パケットを送出せず、また相手か

らのリスタート確認パケットを待つこともしない。

4.6　レイヤ間の関係

　Ｘ／Ｙインタフェースの物理レイヤ、リンクレイヤの動作状態の変化が、パケットレイヤにおける各論

理チャネルの状態を内部的に変更することがあってはならない。そのような変化が発生した場合には、リ

スタート手順、切断手順、リセット手順のいずれかを、場合に応じて使用し、パケットレイヤにおいて通

知しなければならない。

　しかし、リンクレイヤのある障害の場合には、リスタート手順を開始して、新しいバーチャルコールま

たはパーマネントバーチャルサーキットではそれ以上のデータパケットを受け付けないようにしてもよい。

　物理および／またはリンクレイヤの障害は、例えばＳＴＥ間の回線障害のような異常状態によってＳＴ

Ｅがフレームの送受を行えない状態と定義される。

　物理および／またはリンクレイヤの障害が検出された時、バーチャルコールは切断され、パーマネント

バーチャルサーキットは障害であることが宣言される。ＳＴＥはネットワーク内の相手に以下のパケット

を送出する。

(1) 　各パーマネントバーチャルサーキットに対して原因“網障害”と適当な診断符号を付与したリ

セット要求パケット

(2) 　存在する各バーチャルコールに対して原因“網輻輳”と適当な診断符号を付与した切断要求パ

ケット

　障害中

(1) 　ＳＴＥはバーチャルコールを、原因“網輻輳”と適当な診断符号を用いて切断する。

(2) 　パーマネントバーチャルサーキットのリモートＤＴＥから受信したデータパケットまたは割込パ

ケットに対しては、ＳＴＥはパーマネントバーチャルサーキットを、原因“網障害”と適当な診断

符号を用いてリセットする。

(3) 　パーマネントバーチャルサーキットの相手から受信したリセット要求パケットは、リセット確認

パケットまたはリセット要求パケットのいずれかで相手に対して確認を行う。

　予期しなかった障害または予定した保守の結果としての診断符号は各々Ｎｏ．１１５およびＮｏ．１２

２である（付属資料５の注３も参照）。

　物理および／またはリンクレイヤの障害が回復した時、原因“網運用可”を付与したリスタート手順が

開始され、また、Ｘ／Ｙインタフェース間の各パーマネントバーチャルサーキットの両端に原因“網運用

可”を付与したリセット要求パケットが送出される。

物理および／またはリンクレイヤの他の異常状態では、ＳＴＥはバーチャルコールを切断し、パーマネ

ントバーチャルサーキットをリセットする。
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５．バーチャルコールおよびパーマネントバーチャルサーキットのパケットフォーマット

5.1　概　要

　ＪＴ－Ｘ７５で使用するパケットのフォーマットは、ＪＴ－Ｘ２５のパケットの一般構成を基本とする。

ＪＴ－Ｘ７５で行われる制御パケットフォーマットの修飾は、ＪＴ－Ｘ２５でも採用されることが予想さ

れる。

　オクテットを構成するビットには、８から１まで番号が付される。ビット１が低位ビットであり、これ

から順番に送出される。パケットを構成する各オクテットには１から順番に番号が付され、この順序で送

出される。

5.1.1　ゼネラルフォーマット識別子

　ゼネラルフォーマット識別子フィールドは、４ビットの２進化符合で構成され後続するヘッダの一般形

式を表示する。ゼネラルフォーマット識別子フィールドはオクテット１のビット８、７、６、５であり、

ビット５が低位ビットである（表５－１／JT-X75 参照）。

表５－１／ＪＴ－Ｘ７５　ゼネラルフォーマット識別子

(CCITT X.75)

オクテット１

 ビットゼネラルフォーマット識別子

８ ７ ６ ５

データパケット モジュロ８による ｼｰｹﾝｽ番号付与方式（注 1) Ｘ Ｘ ０ １

〃１２８ 〃 （注 1)（注 2) Ｘ Ｘ １ ０

呼設定パケット 〃    ８ 〃 （注 1) ０ Ｘ ０ １

〃１２８ 〃 （注 1)（注 2) ０ Ｘ １ ０

呼解放、

フロー制御、

割  込、

〃    ８ 〃 ０ ０ ０ １

リセットおよび

リスタートパケット

〃１２８ 〃 （注 2) ０ ０ １ ０

　注１－表中のビットＸは、本文中および図５－１／JT-X75、図５－２／JT-X75、図５－５／JT-X75、図

５－６／JT-X75 で示すように０か１が設定される。

　注２－本標準ではモジュロ８を基本とし、モジュロ１２８は網提供者間の相互の合意により使用される。

　データパケットの中のゼネラルフォーマット識別子のビット８はクオリファイア（Ｑ）として使われ、

他のパケットでは常に０である。

データパケットと呼設定パケット中のゼネラルフォーマット識別子のビット７は、送達確認（Ｄ）手順

に関連して使用され他のパケット中では常に０である。

ビット５、ビット６を符号化することにより、４種類の表示が可能である。そのうちの２つはシーケン

ス番号付与方式におけるモジュロ８とモジュロ１２８を識別するために用いられる。なお、表５－１／Ｊ

Ｔ－Ｘ７５以外の符号は、今後の使用の為に保留される。
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5.1.2　論理チャネルグループ番号

　論理チャネルグループ番号は、リスタートパケット（5.5 節参照）以外のパケットのオクテット１中の

ビット４、３、２、１で表わせる。このフィールドは２進符号化され、ビット１が論理チャネルグループ

番号の低位ビットである。

各論理チャネルに対して、この番号はＸ／Ｙインタフェース上のローカルな意味を持つ。

5.1.3　論理チャネル番号

　論理チャネル番号は、リスタートパケット（5.5 節参照）以外のパケットのオクテット２の全ビットに

より表わせる。このフィールドは２進符号化され、ビット１が論理チャネル番号の低位ビットである。

各論理チャネルに対して、この番号はＸ／Ｙインタフェース上のローカルな意味を持つ。

5.1.4　パケットタイプ識別子

各パケットは表５－２／ＪＴ－Ｘ７５に従って各パケットの第３オクテットにより識別される。

表５－２／ＪＴ－Ｘ７５　パケットタイプ識別子

(CCITT X.75)

オクテット３

ビットパケットタイプ

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

呼設定および呼解放

発呼要求  …………………………………

接続完了  …………………………………

切断要求  …………………………………

切断確認  …………………………………

データおよび割込

データ（注）………………………………

割  込  ……………………………………

割込確認  …………………………………

フロー制御とリセット

受信可（モジュロ１２８）………………

受信可（モジュロ８）（注）……………

受信不可（モジュロ１２８）……………

受信不可（モジュロ８）（注）…………

リセット要求  ……………………………

リセット確認  ……………………………

リスタート

リスタート要求  …………………………

リスタート確認  …………………………

０

０

０

０

Ｘ

０

０

０

Ｘ

０

Ｘ

０

０

１

１

０

０

０

０

Ｘ

０

０

０

Ｘ

０

Ｘ

０

０

１

１

０

０

０

０

Ｘ

１

１

０

Ｘ

０

Ｘ

０

０

１

１

０

０

１

１

Ｘ

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

０

０

Ｘ

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

０

１

０

１

Ｘ

０

１

０

０

１

１

０

１

０

１

１

１

１

１

Ｘ

１

１

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

　注－表中のビットＸは、本文中図５－１／ＪＴ－Ｘ７５、図５－１６／ＪＴ－Ｘ７５で示すように０か

１が設定される。
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5.2　呼設定パケットおよび呼解放パケット

　呼設定パケットおよび呼解放パケット中のアドレスについて述べる。

　ＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースがパケット交換データ網間の場合およびパケット交換データ網とＩＳＤ

Ｎ間の場合、アドレスはＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．１２１に示される形式（必要であればエスケープ数字を含

む）となる。ＳＴＥ－Ｘ／ＹインタフェースがＩＳＤＮ間の場合、アドレスはＣＣＩＴＴ勧告Ｅ．１６４

に示される形式（必要であればエスケープ数字を含む）となる。これ以外の情報はＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３

１、Ｘ．１２２およびＥ．１６６に示されている。

5.2.1　発呼要求

　図５－１／ＪＴ－Ｘ７５に発呼要求パケットのフォーマットを示す。図中のユーザファシリティ長、

ユーザファシリティフィールド、起呼ユーザデータフィールドはＪＴ－Ｘ２５で定義されている。

5.2.1.1　ゼネラルフォーマット識別子

　ビット７は０か１に設定される。

5.2.1.2　アドレス長フィールド

　オクテット４には、被呼および起呼ＤＴＥアドレスのフィールド長が表示される。ビット４、３、２、

１には被呼ＤＴＥアドレス長がセミオクテット単位で表示される。ビット８、７、６、５には起呼ＤＴＥ

アドレス長がセミオクテット単位で表示される。

各アドレス長は２進符号で表示され、ビット１とビット５が各表示の低位ビットである。
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ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注）

論理チャネルグループ番号

１ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子

１ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １

１

起呼ＤＴＥアドレス長 被呼ＤＴＥアドレス長

１５

（最大値）

被呼および起呼ＤＴＥアドレス

１ ０ ０ ネットワークユーティリティ長

６３

（最大値）

ネットワークユーティリティ

１ ０ ユーザファシリティ長

１０９

（最大値）

１６

ユーザファシリティ

（最大値）

あるいは１２８

（最大値）

起呼ユーザデータ

　注－０Ｄ０１（モジュロ８）あるいは０Ｄ１０（モジュロ１２８）。Ｄは送達確認ビットである。

図５－１／ＪＴ－Ｘ７５　発呼要求パケットのフォーマット

(CCITT X.75)

オ

ク

テ

ッ

ト

数
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5.2.1.3　アドレスフィールド

　オクテット５とそれに引続くオクテットにより 5.2 節で規定された被呼ＤＴＥアドレス、続いて起呼Ｄ

ＴＥアドレスが表わされる。

　各桁は、２進化１０進数形式でセミオクテットで表示され、ビット５、ビット１が２進化１０進数の各

桁の低位ビットを表わす。

　アドレスは高位の桁から順に、第５オクテットから各オクテットに２桁ずつ入れられる。各オクテット

についてみると、ビット８、７、６、５に高位の桁が入る。

アドレスフィールドは、オクテットの整数倍となるように端数処理がなされる。必要によりアドレス

フィールドの最後のオクテットのビット４、３、２、１に０が挿入される。

5.2.1.4　ネットワークユーティリティ長フィールド

　アドレスフィールドに続く１オクテットのビット６からビット１まではネットワークユーティリティ

フィールドの長さがオクテット単位で表示される。

　ネットワークユーティリティ長は２進数により表示されビット１が低位ビットである。

　このオクテットのビット８とビット７は割付けられておらず、０が設定される。

5.2.1.5　ネットワークユーティリティフィールド

　ネットワークユーティリティフィールドは網管理情報を送受するためにあり、ユーザファシリティ

フィールドを補完し、網管理情報の送受とユーザサービス情報とを分離する機能をもつ。オプショナル

ユーザファシリティにより要求されたサービスは、ある場合には、ネットワークユーティリティの使用を

要求することがある。

　ネットワークユーティリティフィールドはオクテットの整数倍で構成される。フィールド長は現われる

ユーティリティによって決まる。このフィールドの最大長は６３オクテットである。

5.2.1.6　ユーザファシリティ長フィールド

　ネットワークユーティリティフィールドに続く１オクテットのビット７からビット１まではユーザファ

シリティフィールドの長さがオクテット単位で表示される。ユーザファシリティ長は２進数により表示さ

れビット１が低位ビットである。

　このオクテットのビット８は０に設定される。

5.2.1.7　ユーザファシリティフィールド

　ＳＴＥあるいは中継網の動作に必要でないユーザファシリティ（ＪＴ－Ｘ２５参照）の信号は、ＳＴＥ

はこれを検査したり、蓄積することもあるが、透過的に転送し結果は呼処理に影響を与えない。

　ユーザファシリティフィールドはオクテットの整数倍により構成される。このフィールドの長さは現わ

れるファシリティによって決まる。このフィールドの最大長は１０９オクテットである。

5.2.1.8　起呼ユーザデータフィールド

　ファシリティ・フィールドの次に起呼ユーザ・データフィールドが存在する場合があり、その最大長は

１６オクテット又は１２８オクテットである。

　起呼ユーザデータフィールドの内容は変更を加えることなく転送される。
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5.2.2　接続完了パケット

　図５－２／ＪＴ－Ｘ７５は接続完了パケットの形式を示す。接続完了パケットは、発呼要求パケットと

同じく、次に示すフィールドをもつ。

－　アドレス長フィールド

－　アドレスフィールド

－　ネットワークユーティリティ長フィールド

－　ネットワークユーティリティフィールド

－　ユーザファシリティ長フィールド

－　ユーザファシリティフィールド

これらのフィールドの符号化方法は発呼要求パケットと同一である（5.2.1 節参照）。

　ゼネラルフォーマット識別子のビット７は、０または１のどちらかに設定することができる。アドレス

フィールドは省略可能である。

　ファシリティ・フィールドの次に被呼ユーザ・データフィールドが存在する場合があり、その最大長は

１２８オクテットである。被呼ユーザデータフィールドの内容は変更されずに転送される。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注）

論理チャネルグループ番号

１ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子

１ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １

起呼ＤＴＥアドレス長 被呼ＤＴＥアドレス長

１５

（最大値）

被呼および起呼ＤＴＥアドレス

１ ０ ０ ネットワークユーティリティ長

６３

（最大値）

ネットワークユーティリティ

１ ０ ユーザファシリティ長

１０９

（最大値）

ユーザファシリティ

１２８

（最大値）

被呼ユーザデータ

　注－０Ｄ０１（モジュロ８）あるいは０Ｄ１０（モジュロ１２８）。Ｄは送達確認ビットである。

図５－２／ＪＴ－Ｘ７５　接続完了パケットフォーマット

(CCITT X.75)

オ

ク

テ

ッ

ト

数
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5.2.3　切断要求パケット

　図５－３／ＪＴ－Ｘ７５に切断要求パケットのフォーマットを示す。

5.2.3.1　切断原因フィールド

　オクテット４は切断原因フィールドであり、呼を切断した理由を示す。切断要求パケット中の切断原因

フィールドの符号化方法を表５－３／ＪＴ－Ｘ７５に示す。

表５－３／ＪＴ－Ｘ７５に示されない切断原因を受信したＳＴＥは、変更せずにこの原因を通すか、ま

たは原因を網輻輳に変更する。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

論理チャネルグループ番号

１ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １

１ 切断原因

１ 診断符号

１ 起呼ＤＴＥアドレス長 被呼ＤＴＥアドレス長

１５
（最大値）

被呼および起呼ＤＴＥアドレス

１ ０      ０ ネットワークユーティリティ長

６３
（最大値）

ネットワークユーティリティ

０ ユーザファシリティ長

１０９
（最大値）

ユーザファシリティ

１２８

（最大値）
切断ユーザデータ

a)  拡張フォーマットにおいてのみ使用される。（5.2.3.3 節参照）

　注１－０００１（モジュロ８）あるいは００１０（モジュロ１２８）。

　注２－オクテット６及びそれに続くオクテットは省略することができる。

図５－３／ＪＴ－Ｘ７５　切断要求パケットフォーマット

(CCITT X.75)

オ

ク

テ

ッ

ト

数
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表５－３／ＪＴ－Ｘ７５　切断要求パケット中の切断原因フィールドの符号化

(CCITT X.75)

オクテット４のビット
切　断　原　因

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＤＴＥ切断  …………………………………………

ＤＴＥ切断（注）……………………………………

０

１

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

相手ＤＴＥビジー  …………………………………

障    害  ……………………………………………

リモート手順誤り  …………………………………

着信課金未登録  ……………………………………

相手プロトコル不一致  ……………………………

ファーストセレクト未登録  ………………………

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

１

１

０

０

０

１

０

１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

不正ファシリティ要求  ……………………………

アクセス禁止  ………………………………………

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

１

１

１

１

網  輻  輳  …………………………………………

接続不可  ……………………………………………

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

０

０

１

１

　注－ビット８が１の時、Ｘで示されたビットは、リモートＤＴＥによってＪＴ－Ｘ２５の復旧要求また

はリスタート要求パケットの切断原因またはリスタート原因フィールドにしめされたものと一致す

る。

5.2.3.2　診断符号フィールド

　オクテット５は診断コードフィールドであり、呼の切断理由に対する付加情報を表示することが許され

る。

　もし、切断原因フィールド（オクテット４）が“網輻輳”を除く正当な原因（表５－３／ＪＴ－Ｘ７５

参照）を表すなら、このフィールドの内容は変更されずに通過する。切断原因フィールドが“網輻輳”で、

最初の切断またはリスタート要求がローカルＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェース以外で検出した事象により生

成された場合に通過する診断コードの値を表５－４／ＪＴ－Ｘ７５に示す。

ローカルＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースで検出した事象により生成された切断要求パケットの診断コー

ドは付属資料５に記載される。

表５－４／ＪＴ－Ｘ７５　切断要求パケットにおける診断符号の対応関係

(CCITT X.75)

最初に生成された値の１０進数 通過する値の１０進数

０

　　１　から　１１１

１１２　から　１２７

１２８　から　２５５

　同じ

１１４

　同じ

１１３
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5.2.3.3　拡張フォーマット

以下に示すフィールドが診断コードフィールドの後に続くことができる。

－　アドレス長フィールド

－　アドレスフィールド

－　ネットワークユーティリティ長フィールド

－　ネットワークユーティリティフィールド

－　ユーザファシリティ長フィールド

－　ユーザファシリティフィールド

－　切断ユーザデータフィールド

(1) 　アドレス長フィールド

　この単一オクテットには被呼ＤＴＥアドレス長および起呼ＤＴＥアドレス長が表示される。ビッ

ト４、３、２、１には起呼ＤＴＥアドレス長がセミオクテット単位で表示され、ビット８、７、６、

５には起呼ＤＴＥアドレス長がセミオクテット単位で表示される。アドレス長は２進数で表わされ、

ビット１と５が低位ビットである。

　アドレス長フィールドは、ネットワークユーティリティ長フィールドが付加される場合には常に

付加される。

(2) 　アドレスフィールド

　発呼要求パケットに対する直接の応答として、呼が転送されてきたＤＴＥにより切断要求パケッ

トが生成された場合、アドレスフィールドは最後に宛てたＤＴＥのアドレスが示される。

(3) 　ネットワークユーティリティ長フィールド

　アドレスフィールドに続く１オクテットのビット６からビット１までは、ネットワークユーティ

リティフィールド長がオクテット単位で示される。

　ネットワークユーティリティ長フィールドは２進数表示であり、ビット１が低位ビットである。

　このオクテットのビット８とビット７は０が設定される。

ネットワークユーティリティ長フィールドは、ユーザファシリティ長フィールドが付加される場

合には常に付加される。

(4) 　ネットワークユーティリティフィールド

　ネットワークユーティリティフィールドは網管理情報を送受するためにあり、ユーザファシリ

ティフィールドを補完し、網管理情報の送受とユーザサービス情報とを分離する機能をもつ。オプ

ショナルユーザファシリティにより要求されたサービスは、ある場合には、ネットワークユーティ

リティの使用を要求することがある。

　ネットワークユーティリティフィールドは整数個オクテットで構成される。このフィールド長は

使用されるユーティリティによって決まる。フィールドの最大長は６３オクテットである。

(5) 　ユーザファシリティ長フィールド

　ネットワークユーティリティフィールドに続く１オクテットのビット７からビット１まではユー

ザファシリティフィールドの長さをオクテット単位で表示する。ユーザファシリティ長は２進数に

より表示され、ビット１が低位ビットである。

　このオクテットのビット８は０に設定される。

　ユーザファシリティ長フィールドは、ユーザデータフィールドが付加される場合には常に付加さ

れる。
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(6) 　ユーザファシリティフィールド

　ＳＴＥあるいは中継網の動作に必要でないユーザファシリティ（ＪＴ－Ｘ２５参照）の信号は、

ＳＴＥはこれを検査したり、蓄積することもあるが、透過的に転送し結果は呼処理に影響を与えな

い。

　ユーザファシリティフィールドはオクテットの整数倍で構成される。このフィールドの長さは現

れるファシリティによって決まる。このフィールドの最大長は１０９オクテットである。

(7) 　切断ユーザデータフィールド

切断ユーザデータフィールドはユーザファシリティフィールドの後に続く。切断ユーザデータ

フィールドは、０から１２８オクテットまでの任意のオクテット数をもつことが許される。この

フィールドの内容はそのまま転送される。

5.2.4　切断確認パケット

　図５－４／ＪＴ－Ｘ７５に切断確認パケットのフォーマットを示す。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注参照）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ １ ０ １ １ １

注－０００１（モジュロ８）あるいは００１０（モジュロ１２８）

図５－４／ＪＴ－Ｘ７５　切断確認パケットフォーマット

(CCITT X.75)

5.3　データパケットおよび割込パケット

5.3.1　データパケット

図５－５／ＪＴ－Ｘ７５と図５－６／ＪＴ－Ｘ７５は、各々モジュロ８およびモジュロ１２８の場合の

データパケットフォーマットを示す。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子 論理チャネルグループ番号１

Ｑ Ｄ ０ １

２ 論理チャネル番号

３ Ｐ（Ｒ） Ｍ Ｐ（Ｓ） ０

ユ　ー　ザ　デ　ー　タ

Ｄ　送達確認ビット

Ｍ　モアデータビット

Ｑ　クォリファイアビット

図５－５／ＪＴ－Ｘ７５　データパケットフォーマット（モジュロ８）

(CCITT X.75)
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ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

Ｑ Ｄ １ ０

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

３ Ｐ（Ｓ） ０

４ Ｐ（Ｒ） Ｍ

ユ　ー　ザ　デ　ー　タ

Ｄ　送達確認ビット

Ｍ　モアデータビット

Ｑ　クォリファイアビット

図５－６／ＪＴ－Ｘ７５　データパケットフォーマット（モジュロ１２８）

(CCITT X.75)

5.3.1.1　クォリファイア（Ｑ）ビット

　オクテット１のビット８はクォリファイア（Ｑ）ビットの表示として使用される。

5.3.1.2　送達確認（Ｄ）ビット

　オクテット１のビット７は送達確認（Ｄ）ビットの表示として使用される。

5.3.1.3　パケット受信シーケンス番号

　図５－５／ＪＴ－Ｘ７５中、オクテット３のビット８、７および６はパケット受信シーケンス番号Ｐ

（Ｒ）の表示として使用される。Ｐ（Ｒ）は２進数で表示され、ビット６が低位ビットとなる。図５－６

／ＪＴ－Ｘ７５中、オクテット４のビット２からビット８までは、パケット受信シーケンス番号の表示と

して使用される。ビット２が低位ビットとなる。

5.3.1.4　モアデータビット

　図５－５／ＪＴ－Ｘ７５中、オクテット３のビット５はモアデータ表示（Ｍビット）として使用される。

図５－６／ＪＴ－Ｘ７５オクテット４のビット１はモアデータ表示（Ｍビット）として使用される（後続

データがないとき０、あるとき１が設定される）。

5.3.1.5　パケット送信／シーケンス番号

　図５－５／ＪＴ－Ｘ７５中、オクテット３のビット４、３および２はパケット送信シーケンス番号Ｐ

（Ｓ）表示用に使用される。Ｐ（Ｓ）は２進数で表示され、ビット２が低位ビットである。図５－６／Ｊ

Ｔ－Ｘ７５中、オクテット３のビット２からビット８までは、パケット送信シーケンス番号が表示される。

ビット２が低位ビットである。

5.3.1.6　ユーザデータフィールド

　オクテット３（モジュロ８の場合）あるいはオクテット４（モジュロ１２８の場合）の後にユーザデー

タが続く。
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5.3.2　割込パケット

図５－７／ＪＴ－Ｘ７５は割込パケットのフォーマットを示す。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ １ ０ ０ ０ １ １

３２

最大値
割込ユーザデータ

注－０００１（モジュロ８）あるいは００１０（モジュロ１２８）

図５－７／ＪＴ－Ｘ７５　割込パケットのフォーマット

(CCITT X.75)

5.3.2.1　割込ユーザデータフィールド

　オクテット４と、それに続くオクテットが割込ユーザデータである。このフィールドは１から３２オク

テットで構成される。

5.3.3　割込確認パケット

　図５－８／ＪＴ－Ｘ７５は割込確認パケットのフォーマットを示す。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ １ ０ ０ １ １ １

注－０００１（モジュロ８）あるいは００１０（モジュロ１２８）

図５－８／ＪＴ－Ｘ７５　割込確認パケットのフォーマット

 (CCITT X.75)
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5.4　フロー制御パケットおよびリセットパケット

5.4.1　受信可（ＲＲ）パケット

　図５－９／ＪＴ－Ｘ７５と図５－１０／ＪＴ－Ｘ７５は、各々モジュロ８およびモジュロ１２８の場合

の受信可パケットのフォーマットを示す。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ ０ １

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３ Ｐ（Ｒ）

０ ０ ０ ０ １

図５－９／ＪＴ－Ｘ７５　ＲＲパケットフォーマット（モジュロ８）

(CCITT X.75)

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ １ ０

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

４ Ｐ（Ｒ） ０

図５－１０／ＪＴ－Ｘ７５　ＲＲパケットフォーマット（モジュロ１２８）

(CCITT X.75)

5.4.1.1　パケット受信シーケンス番号

　図５－９／ＪＴ－Ｘ７５中、オクテット３のビット８、７および６はパケット受信シーケンス番号Ｐ

（Ｒ）を表示するために使用される。Ｐ（Ｒ）は２進数で表示され、ビット６が低位ビットである。図５

－１０／ＪＴ－Ｘ７５中、オクテット４のビット２からビット８までがパケット受信シーケンス番号を表

示し、ビット２が低位ビットとなる。
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5.4.2　受信不可（ＲＮＲ）パケット

　図５－１１／ＪＴ－Ｘ７５と図５－１２／ＪＴ－Ｘ７５は、各々モジュロ８およびモジュロ１２８の場

合の受信不可パケットのフォーマットを示す。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ ０ １

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３ Ｐ（Ｒ）

０ ０ １ ０ １

図５－１１／ＪＴ－Ｘ７５　ＲＮＲパケットフォーマット（モジュロ８）

(CCITT X.75)

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ １ ０

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

４ Ｐ（Ｒ） 　 ０

図５－１２／ＪＴ－Ｘ７５　ＲＮＲパケットフォーマット（モジュロ１２８）

(CCITT X.75)

5.4.2.1　パケット受信シーケンス番号

　図５－１１／ＪＴ－Ｘ２５中、オクテット３のビット８、７および６は受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を

示す。Ｐ（Ｒ）は２進数表示であり、ビット６が低位ビットである。図５－１２／ＪＴ－Ｘ７５中、オク

テット４のビット２からビット８までは、パケット受信シーケンス番号を表示し、ビット２が低位ビット

となる。
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5.4.3　リセット要求パケット

　図５－１３／ＪＴ－Ｘ７５はリセット要求パケットのフォーマットを示す。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ １ １ ０ １ １

４ リセット原因

５ 診　断　符　号

注－０００１（モジュロ８）あるいは００１０（モジュロ１２８）

図５－１３／ＪＴ－Ｘ７５　リセット要求パケットのフォーマット

(CCITT X.75)

5.4.3.1　リセット原因フィールド

オクテット４はリセット原因フィールドであり、リセットの理由が示される。リセット要求パケットの

中のリセット原因フィールドの符号化方法を表５－５／ＪＴ－Ｘ７５に示す。

　表５－５／ＪＴ－Ｘ７５に示されないリセット原因を受信したＳＴＥは、変更せずにこの原因を通すか、

または原因を“網輻輳”に変更する。

表５－５／ＪＴ－Ｘ７５　リセット要求パケット中のリセット原因フィールドの符号化

(CCITT X.75)

リセット原因 オクテット４のビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＤＴＥリセット

ＤＴＥリセット（注１）

０

１

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

０

Ｘ

障  害（注２）……………………………

リモート手順誤り  ………………………

網  輻  輳  ………………………………

リモートＤＴＥ運用可（注２）…………

網運用可（注３）…………………………

相手プロトコル不一致  …………………

網  障  害（注２）………………………

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

０

１

１

０

１

０

０

１

０

１

０

１

０

１

１

０

１

０

０

１

１

１

１

１

１

１

　注１－ビット８が１のとき、Ｘで示されたビットはリモートＤＴＥによってＪＴ－Ｘ２５のリセット要

求パケットまたはリスタート要求パケット中のリセット原因フィールド（バーチャルコールおよ

びパーマネントバーチャルサーキット）またはリスタート原因フィールド（パーマネントバー

チャルサーキット）に示されたものと一致する。

　注２－パーマネントバーチャルサーキットのみに適用する。

　注３－ＳＴＥが“網運用可”の原因を持つリセット要求パケットを受けた場合、必ずしもパーマネント

バーチャルサーキットが運用可という意味ではない。

オ

ク

テ

ッ

ト



- 63 - ＪＴ－Ｘ７５

5.4.3.2　診断符号フィールド

　オクテット５は診断符号フィールドであり、リセットの理由に対する付加情報を表示することが許され

る。

　もし、リセット原因フィールド（オクテット４）が“網輻輳”を除く正当な原因（表５－５／ＪＴ－Ｘ

７５参照）を表わすなら、このフィールドの内容は変更されずに通過する。リセット原因フィールドが

“網輻輳”で、最初のリセット要求がローカルＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェース以外で検出した事象により

生成された場合に通過する診断コードの値を表５－６／ＪＴ－Ｘ７５に示す。

　ローカルＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースで検出した事象により生成されたリセット要求パケットの診断

符号は付属資料５に記載される。

表５－６／ＪＴ－Ｘ７５　リセット要求パケットにおける診断符号の対応関係

(CCITT X.75)

最初に生成された値の１０進数 通過する値の１０進数

０

　　１  から  １１１

１１２  から  １２７

１２８  から  ２５５

　同じ

１１４

　同じ

１１３

5.4.4　リセット確認パケット

　図５－１４／ＪＴ－Ｘ７５はリセット確認パケットのフォーマットを示す。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１   ゼネラルフォーマット識別子

（注）

論理チャネルグループ番号

２ 論 理 チャネル 番 号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ １ １ １ １ １

注－０００１（モジュロ８）あるいは００１０（モジュロ１２８）

図５－１４／ＪＴ－Ｘ７５　リセット確認パケットフォーマット

(CCITT X.75)

5.5　リスタートパケット

5.5.1　リスタート要求パケット

　図５－１５／ＪＴ－Ｘ７５はリスタート要求パケットのフォーマットを示す。オクテット１のビット４、

３、２および１オクテット２のすべてのビットには０が設定される。
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ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注）

０ ０ ０ ０

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

パケットタイプ識別子３

１ １ １ １ １ ０ １ １

４ リスタート原因

５ 診  断  符  号

注－０００１（モジュロ８）あるいは００１０（モジュロ１２８）

図５－１５／ＪＴ－Ｘ７５　リスタート要求パケットのフォーマット

 (CCITT X.75)

5.5.1.1　リスタート原因フィールド

　オクテット４はリスタート原因フィールドであり、リスタートの理由が示される。リスタート要求パ

ケット中のリスタート原因フィールドの符号化方法を、表５－７／ＪＴ－Ｘ７５に示す。

　表５－７／ＪＴ－Ｘ７５に示されないリスタート原因を受信したＳＴＥは、変更せずにこの原因を通す

か、または原因を網輻輳に変更する。

表５－７／ＪＴ－Ｘ７５　リスタート要求パケット中のリスタート原因フィールドの符号化

(CCITT X.75)

リスタート原因 オクテット４のビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

網  輻  輳  ………………………………

網 運 用 可   ………………………………

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

5.5.1.2　診断符号フィールド

　オクテット５は診断符号フィールドであり、リスタートの理由に対する付加情報を表示することが許さ

れる。

　もし、リスタート原因フィールド（オクテット４）が“網輻輳”を除く正当な原因（表５－７／ＪＴ－

Ｘ７５参照）を表すなら、このフィールドの内容は切断要求パケットとして変更されずに通過する。リス

タート原因フィールドが“網輻輳”の場合、切断要求パケットで運ばれる診断符号の値を表５－８／ＪＴ

－Ｘ７５に示す。
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表５－８／ＪＴ－Ｘ７５　リスタート要求パケットにおける診断符号の対応関係

(CCITT X.75)

最初に生成された値の１０進数 通過する値の１０進数

０

　　１  から  １１１

１１２  から  １２７

１２８  から  ２５５

　同じ

１１４

　同じ

１１３

　ローカルＳＴＥ－Ｘ／Ｙインタフェースで検出した事象により生成されたリスタート要求パケットの診

断符号は付属資料５に記載される。

リスタートを起した理由を特定しないときは、本フィールドの全ビットを０とする。

5.5.2　リスタート確認パケット

　図５－１６／ＪＴ－Ｘ７５はリスタート確認パケットのフォーマットを示す。オクテット１のビット４、

３、２および１とオクテット２の全ビットは０に設定される。

ビ　　ッ　　ト

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１   ゼネラルフォーマット識別子

（注）

０ ０ ０ ０

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

パケットタイプ識別子３

１ １ １ １ １ １ １ １

注－０００１（モジュロ８）あるいは００１０（モジュロ１２８）

図５－１６／ＪＴ－Ｘ７５　リスタート確認パケットフォーマット

(CCITT X.75)

オ

ク

テ

ッ

ト
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付属資料１　付属資料２、３および４で使用される記号の定義

１．一般的事項

　本付属資料では、付属資料２、３および４中で使用される各種記号の定義を記述する。付属資料２では、

Ｘ／Ｙインタフェースの各状態と、正常状態における状態間遷移を定義する。付属資料３では、ＳＴＥが

各種パケットを受信したとき起こす動作を、完全に定義する。付属資料４では、パケットレイヤにおいて、

ＳＴＥがタイムアウト後に起こす動作を記述する。

２．状態遷移図中で使用される記号の定義

　注１－各状態は楕円で表現される。楕円中には、状態名と状態番号を表示する。

　注２－各状態遷移は矢印で表現する。遷移に対する責任元（ＳＴＥ－ＸあるいはＳＴＥ－Ｙ）と遷移に

伴って転送されるパケットは矢印の脇に表示する。

付図１－１／ＪＴ－Ｘ７５　状態遷移図中で使用される記号の定義

(CCITT X.75)

３．状態遷移図間の階位の定義

　インタフェース上の正常手順は、理解を容易にするために、複数に分割された状態遷移図によって記述

する。正常手順を完全に記述するためには、各遷移図に優先度を付し、高位の遷移図と低位の図を関連付

ける必要がある。これは、次に示す方法で実行される。

　－　遷移図は優先度の高い方から順に配列される。付図２－１／ＪＴ－Ｘ７５（リスタート）が最も高

い優先度をもち、以降に続く図の優先度はだんだん低くなってゆく。「優先度」の意味は、高位の

遷移図中のパケットが転送されたとき、その遷移図は適用されるがそれより下位の遷移図は適用で

きない、ということである。

　－　低位の遷移図と高位の遷移図との関係は、低位の遷移図中の状態を高位の遷移図中の状態（楕円）

の内側に記入することにより示す。

遷　移

状態番号

状 態 名

ＳＴＥ－Ｘ

ＳＴＥ－Ｙ

遷移に対する責任元

(パケットタイプ) 転送されるパケット
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４．状態遷移表中の記号の定義

　状態遷移表付表３－１／ＪＴ－Ｘ７５から付表３－５／ＪＴ－Ｘ７５までおよび付表４－１／ＪＴ－Ｘ

７５（付属資料３および４参照）には、各種パケットを受信したときのＳＴの取る動作と、その動作のあ

とに入る状態（括弧内）を示す。



ＪＴ－Ｘ７５ - 68 -

付属資料２　ＳＴＥ間の正常な場合におけるパケットレイヤインタフェースの状態遷移図

　注１　バーチャルコールでは状態ｐ１、パーマネントバーチャルサーキットでは状態ｄ１。

　注２　この遷移は最初のタイムアウト（Ｔ３０）後に起こる。

　注３　この遷移は２度目のタイムアウト（Ｔ３０）後、これらのパケットの転送なしに起こる。

付図２－１／ＪＴ－Ｘ７５　リスタートパケットの転送に対する状態遷移図

(CCITT X.75)

ｒ１

パケットレイヤレディ

レディ

ｐ１またはｄ１

（注１）

STE-X STE-Y

リスタート要求

または

リスタート確認

（注３）

リスタート要求

または

リスタート確認

（注３）リスタート要求 リスタート要求

STE-XSTE-Y

STE-XSTE-Y STE-XSTE-Y

ｒ２

ＳＴＥ－Ｘ

リスタート要求

ｒ３

ＳＴＥ－Ｙ

リスタート要求

データ、割込、

フロー制御、

リセット、

呼設定、解放

リスタート要求

（注２）

データ、割込、

フロー制御、

リセット、

呼設定、解放

リスタート要求

（注２）
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(a)　呼設定パケットの転送

(b)　呼解放パケットの転送

注１　ＳＴＥ－Ｘ／Ｙは切断要求パケットを送出して、状態ｐ６／ｐ７に進むこと。

注２　この遷移は最初のタイムアウト（Ｔ３３）後に起こる。

注３　この遷移は２度目のタイムアウト（Ｔ３３）後、これらのパケットの転送なしに起こる。

付図 2-2/JT-X75　１論理チャネル上のパケットレイヤレディ状態(r1)における、呼設定パケット

　(CCITT X.75) 　および呼解放パケットの転送に関する状態遷移図

発呼要求

ｐ１

レディ

ｐ４

データ転送

発呼要求発呼要求

発呼要求

接続完了 接続完了

STE-XSTE-Y

STE-X STE-Y

STE-XSTE-Y

ｐ３

ＳＴＥ－Ｙ

発呼要求

ｐ２

ＳＴＥ－Ｘ

発呼要求

ｐ５

呼衝突

（注１）

ｄ１

フロー制御

レディ

STE-X

ｐ６または

ｐ７以外の任意

のｐ状態

ｐ７

ＳＴＥ－Y
切断要求

ｐ６

ＳＴＥ－Ｘ

切断要求

切断要求

（注２）

切断確認

または

切断要求

（注３）

切断要求 切断要求

切断確認

または

切断要求

（注３）

ｐ１

レディ

STE-XSTE-Y

STE-X

STE-Y STE-X

STE-Y

STE-Y

接続完了、

データ、

割込、

フロー制御

または

リセット

切断要求

（注２）

接続完了、

データ、

割込、

フロー制御

または

リセット
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注　この遷移は最初のタイムアウト（Ｔ３２）後、起こすことができる。

付図 2-3/JT-X75　１論理チャネル上のデータ転送状態（ｐ４）におけるリセット

(CCITT X.75) 　パケットの転送に関する状態遷移図

データ、

割込、

または

フロー制御

データ、

割込、

または

フロー制御

ｄ１

フロー制御レディ

ｉ１

非割込み

リセット要求リセット要求

リセット要求

または

リセット確認

リセット要求

(注)

STE-X

STE-Y

リセット要求

または

リセット確認

リセット要求

(注)

STE-X

STE-YSTE-XSTE-Y

STE-X STE-Y

ｄ２

ＳＴＥ－Ｘ

リセット要求

ｄ３

ＳＴＥ－Ｙ

リセット要求
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付図 2-4/JT-X75　１論理チャネル上のフロー制御レディ状態（ｄ１）におけるデータ、

(CCITT X.75) 　フロー制御、割込パケットの転送に関する状態遷移図

データ

または

フロー制御

データ

または

フロー制御

ｉ１

非割込み

ｉ３

ＳＴＥ－Ｙ

割込要求

ｉ２

ＳＴＥ－Ｘ

割込要求

割込み 割込み

割込確認 割込確認

STE-X

STE-Y

STE-X

STE-Y

STE-X

STE-YSTE-X

STE-Y

データ

または

フロー制御

データ

または

フロー制御

STE-Y

STE-X

割込確認割込確認データ

または

フロー制御

データ

または

フロー制御

STE-XSTE-Y

STE-X

STE-YSTE-X

STE-Y

データ

または

フロー制御

データ

または

フロー制御

ｉ４

ＳＴＥ－Ｘおよび

ＳＴＥ－Ｙ割込要求

割込み 割込み
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付属資料３　パケットレイヤＸ／Ｙインタフェース上のある与えられた状態において各種のパ

ケットを受信したときのＳＴＥが取る動作

　注－動作はＳＴＥ－Ｙのみについて記述する。ＳＴＥ－Ｘも同じ手順に従う。

付表 3-1/JT-X75  各種パケットを受信したときにＳＴＥ－Ｙが取る動作

(CCITT X.75)

ＳＴＥ－Ｙが認識している

インタフェースの状態

ＳＴＥ－Ｙが

受信するパケット

任意の状態

未割当の論理チャネルをもつすべてのパケット（注参照）

２オクテット未満のすべてのパケット 廃      棄

不正なゼネラルフォーマット識別子をもつすべてのパケット

正しいゼネラルフォーマット識別子と、割当てられた論理チャ

ネルをもつすべてのパケット

付表 3-2/JT-X75 参照

　廃棄：ＳＴＥ－Ｙが受信パケットを廃棄し、これに続く動作は起こさない。

　注－　割当てられた論理チャネルには、第１オクテットのビット１からビット４と第２オクテットの

ビット１からビット８が全て０の場合を含む。
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付表 3-2/JT-X75  一定の状態において各種パケットを受信したときにＳＴＥ－Ｙ

(CCITT X.75) 　が取る動作：リスタート手順

STE-Y が認識している

ｲﾝﾀﾌｪｰｽの状態

STE-Y が

受信するﾊﾟｹｯﾄ

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ﾚﾃﾞｨ

（ｒ１）

STE-X ﾘｽﾀｰﾄ

要求

（ｒ２）

STE-Y ﾘｽﾀｰﾄ

要求

（ｒ３）

リスタート要求

正    常

（ｒ２）

廃    棄

（ｒ２）

正    常

（ｒ１）

リスタート確認

誤り（ｒ３）

＃１７

誤り（ｒ３）

（注１）

＃１８

正    常

（ｒ１）

第１ｵｸﾃｯﾄ の ﾋﾞｯﾄ１から ﾋﾞｯﾄ４まで、または第２ｵｸ

ﾃｯﾄ のﾋﾞｯﾄ１からﾋﾞｯﾄ８までが０でないﾘｽﾀｰﾄ 要求ま

たは確認

誤り（ｒ３）

（注１）

＃４１

論理ﾁｬﾈﾙ番号と論理ﾁｬﾈﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ番号がどちらも０でな

いﾃﾞｰﾀ 、割込、ﾌﾛｰ 制御、ﾘｾｯﾄ、呼設定または解放ﾊﾟ

ｹｯﾄ

（付表 3-3/

JT-X75 参照)

誤り（ｒ３）

（注１）

＃１８

廃    棄

（ｒ３）

論理ﾁｬﾈﾙ番号と論理ﾁｬﾈﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ番号がどちらも０でな

いときの、１ｵｸﾃｯﾄ より短いか、あるいは本文５節で

定義されたものと不整合なﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 識別子をもつﾊﾟ

ｹｯﾄ

誤り（ｒ３）

（注１）

＃３８または

＃３３

論理ﾁｬﾈﾙ番号と論理ﾁｬﾈﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ番号がどちらも０のﾃﾞｰ

ﾀ 、割込、ﾌﾛｰ 制御、ﾘｾｯﾄ、呼設定または解放ﾊﾟｹｯﾄ、

および１ｵｸﾃｯﾄより短いか、あるいは本文５節で定義さ

れたものと不整合なﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子をもつﾊﾟｹｯﾄ

廃    棄

（ｒ１）

廃    棄

（ｒ２）

廃    棄

（ｒ３）

　正常：ＳＴＥ－Ｙが取る動作は本文の４節で定義される正常手順に従う。（注２）

　廃棄：ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、次の動作は何も起こさない。

　誤り：ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、原因を網輻輳、１０進数の診断符号を＃ｎとしたリスター

トを示す。

　注１－ｒ２状態において、誤り条件の結果としてＳＴＥ－Ｙがリスタート要求パケットを送出する場合、

インタフェースは付属資料４に記述した動作に従う。

　注２－次の２つの誤り状態において、ＳＴＥは誤り（ｒ３）手順を起動する。

(a) 　ｒ３状態において受信したリスタート要求パケットおよびリスタート確認パケットが最大許容

長を超える場合、短すぎる場合または非オクテット列でない場合（パケットレイヤにおいて非オ

クテット列の検出が行われる場合）；それぞれ診断符号として　＃３９、＃３８および＃８２が

使用される。

(b) 　ｒ１状態において受信したリスタート要求パケットが最大許容長を超える場合、短すぎる場合

または非オクテット列でない場合（パケットレベルにおいて非オクテット列の検出が行われる場

合）；それぞれ診断符号として＃３９、＃３８および＃８２が使用される。
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付表 3-3/JT-X75　一定の状態において、割当てられた論理チャネルを指定したパケット

(CCITT X.75) 　を受信したときにＳＴＥ－Ｙが取る動作：呼設定及び解放

STE-Y が認識する

ｲﾝﾀﾌｪｰｽの状態

パケットレイヤレディ  ｒ１

STE-Y が

受信するﾊﾟｹｯﾄ

レディ

ｐ１

STE-X
発呼要求

ｐ２

STE-Y
発呼要求

ｐ３

ﾃﾞｰﾀ転送

ｐ４

STE-X
切断要求

ｐ６

STE-Y
切断要求

ｐ７

発呼要求

正  常

（ｐ２）

誤  り
（ｐ７）

＃２１

誤  り
（ｐ７）

＃１１６

誤  り
（ｐ７）

＃２３

誤り(p7)
（注）

＃２５

誤  り
（ｐ７）

＃２６

接続完了

誤  り
（ｐ７）

＃２０

誤  り
（ｐ７）

＃２１

正  常

（ｐ４）

誤  り
（ｐ７）

＃２３

誤り(p7)
（注）

＃２５

廃  棄

（ｐ７）

切断要求

正  常

（ｐ６）

正  常

（ｐ６）

正  常

（ｐ６）

正  常

（ｐ６）

廃  棄

（ｐ６）

正  常

（ｐ１）

切断確認

廃  棄

（ｐ１）

誤  り
（ｐ７）

＃２１

誤  り
（ｐ７）

＃２２

誤  り
（ｐ７）

＃２３

誤り(p7)
（注）

＃２５

正  常
（ｐ１）

データ、割込み、フ

ロー制御またはリセッ

ト

誤  り
（ｐ７）

＃２０

誤  り
（ｐ７）

＃２１

誤  り
（ｐ７）

＃２２

誤り(p7)
（注）

＃２５

第１ｵｸﾃｯﾄ １のﾋﾞｯﾄ１

から４までまたは第２

ｵｸﾃｯﾄ のﾋﾞｯﾄ１から８

までが０でないﾘｽﾀｰﾄ

要求または確認

誤  り
（ｐ７）

＃４１

誤  り
（ｐ７）

＃４１

誤  り
（ｐ７）

＃４１

付表 3-4/
JT-X75
参照

誤り(p7)
（注）

＃４１

廃  棄
（ｐ７）

１ｵｸﾃｯﾄ より短いかま

たは本文の５節で定義

されたものと不整合な

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 識別子を持

つﾊﾟｹｯﾄ

誤  り
（ｐ７）

＃38
または

＃33

誤  り
（ｐ７）

＃38
または

＃33

誤  り
（ｐ７）

＃38
または

＃33

誤り(p7)
（注）

＃38
または

＃33

　正常：ＳＴＥ－Ｙが取る動作は本文の４節で定義した正常手順に従うが、付属資料６で定義された誤り

状態が発生した場合、ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、付属資料６で定義された原因符号と

診断符号を付与して切断を行う。

　廃棄：ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、次の動作は何も起こさない。

　誤り：ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、原因を網輻輳、１０進数の診断符号を＃ｎとした切断を要

求する。

　注－　状態ｐ６における誤り条件の結果として、ＳＴＥ－Ｙが切断要求パケットを送出した場合、イン

タフェースは付属資料４に記述した動作に従う。
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付表 3-4/JT-X75  一定の状態において、割当てられた論理チャネルを指定した

(CCITT X.75) 　パケットを受信したときにＳＴＥ－Ｙが取る動作：リセット

STE-Y が認識する

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ状態

データ転送  ｐ４

STE-Y が

受信するﾊﾟｹｯﾄ

ﾌﾛｰ 制御ﾚﾃﾞｨ

ｄ１

STE-X ﾘｾｯﾄ要求

ｄ２

STE-Y ﾘｾｯﾄ要求

ｄ３

リセット要求

正    常

（ｄ２）

廃    棄

（ｄ２）

正    常

（ｄ１）

リセット確認

誤    り

（ｄ３）

＃２７

誤    り

（ｄ３）

＃２８

正    常

（ｄ１）

データ、割込みまたはフロー制御

（付表 3-5/

JT-X75 参照）

誤    り

（ｄ３）

＃２８

廃    棄

（ｄ３）

第１オクテットのビット１から４

または第２オクテットのビット１

から８が０でないリスタート要求

または確認

誤    り

（ｄ３）

＃４１

誤    り

（注１）

＃４１

１オクテットより短いか、または

本文の５節で定義されたものと不

整合なパケットタイプ識別子をも

つパケット

誤    り

（ｄ３）

＃３８または

＃３３

誤    り

（注１）

＃３８または

＃３３

廃    棄

（ｄ３）

パーマネントバーチャルサーキッ

トにおける不正なパケットタイプ

誤    り

（ｄ３）

＃３５

誤    り

（注１）

＃３５

　正常：ＳＴＥ－Ｙが取る動作は本文の４節で定義された正常手順に従う。（注２参照）

　廃棄：ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、次の動作は何も起こさない。

　誤り：ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、原因を網輻輳、１０進数の診断符号を＃ｎとしたリセット

を要求する。

　注１－状態ｄ２における誤り条件の結果として、ＳＴＥ－Ｙがリセット要求パケットを送出した場合、

インタフェースは付属資料４に記述した動作に従う。

　注２－以下の誤り状態において、ＳＴＥは誤り（ｄ３）の手順を起動する。

受信パケットが最大許容長を越えている ：診断符号＃３９

受信パケットが短すぎる ：診断符号＃３８

受信パケットがオクテット列でない ：診断符号＃８２

（パケットレイヤでオクテット列でないことを検出した場合）
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付表 3-5/JT-X75　一定の状態において、割当てられた論理チャネルを指定したパケットを受信

　(CCITT X.75)　したときにＳＴＥ－Ｙが取る動作：データ、割込みまたはフロー制御

STE-Y が認識する

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ状態

フロー制御レディ（ｄ１）

STE-Y が
受信するﾊﾟｹｯﾄ

  非割込み

ｉ１

STE-X
割込み要求

ｉ２

STE-Y
割込み要求

ｉ３

STE-XY
割込み要求

ｉ４

割込み

正    常

（ｉ２）

廃棄(ｉ２)
または

誤り(ｄ３)
（注１）

＃４４

正    常

（ｉ４）

廃棄(ｉ４)
または

誤り(ｄ３)
（注１）

＃４４

割込確認
廃    棄
（ｉ１）

廃    棄
（ｉ２）

正    常
（ｉ１）

正    常
（ｉ２）

シーケンス異常のＰ（Ｓ）または

ウィンドウの範囲外のＰ（Ｓ）を

もつデータ

誤り(ｄ３)
＃１

誤り(ｄ３)
＃１

誤り(ｄ３)
＃１

誤り(ｄ３)
＃１

Ｍビット違反のデータ
誤り(ｄ３)
＃１０３

誤り(ｄ３)
＃１０３

誤り(ｄ３)
＃１０３

誤り(ｄ３)
＃１０３

Ｑビットの設定が矛盾するデータ

正常(ｉ１)
または

誤り(ｄ３)
＃８３

（注３）

正常(ｉ２)
または

誤り(ｄ３)
＃８３

（注３）

正常(ｉ３)
または

誤り(ｄ３)
＃８３

（注３）

正常(ｉ４)
または

誤り(ｄ３)
＃８３

（注３）

不正Ｐ（Ｒ）をもつデータまたは

フロー制御

誤り(ｄ３)
＃２

誤り(ｄ３)
＃２

誤り(ｄ３)
＃２

誤り(ｄ３)
＃２

状態ｄ１に入った後の最初のデー

タパケットでＰ（Ｓ）≠０のもの

誤り(ｄ３)
＃１

誤り(ｄ３)
＃１

誤り(ｄ３)
＃１

誤り(ｄ３)
＃１

モジュロ１２８を使用中で、１オ

クテットより短い第４オクテット

をもつフロー制御またはデータパ

ケット

誤り(ｄ３)

＃３８

誤り(ｄ３)

＃３８

誤り(ｄ３)

＃３８

誤り(ｄ３)

＃３８

正当なデータまたはフロー制御パ

ケット

正    常
（ｉ１）

正    常
（ｉ２）

正    常
（ｉ３）

正    常
（ｉ４）

　正常：ＳＴＥ－Ｙが取る動作は本文の４節で定義された正常手順に従う。（注２参照）

　廃棄：ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、次の動作は何も起こさない。

　誤り：ＳＴＥ－Ｙは受信パケットを廃棄し、原因を網輻輳、１０進数の診断符号を＃ｎとしたリセット

を表示する。

　注１－4.3.5 節の記述に従って、割込パケット受信から割込確認を転送するまでに次の割込パケットを

受信したＳＴＥは、この割込パケットを廃棄してもよいし、バーチャルコールまたはパーマネン

トバーチャルサーキットをリセットしてもよい。

　注２－次の誤り状態において、ＳＴＥは誤り（ｄ３）の手順を起動する。

受信パケットが最大許容長を越えている ：診断符号＃３９

受信パケットが短すぎる ：診断符号＃３８

受信パケットがオクテット列でない ：診断符号＃８２

（パケットレイヤでオクテット列でないことを検出した場合）

　注３－4.3.4 節の記述に従って、ＳＴＥがパケットシーケンスの中でＱビット値の変更を検出した場合

は、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットをリセットしてもよい。
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付属資料４　パケットレイヤにおいてタイムアウト後にＳＴＥが取る動作

　ある状況下において、ＳＴＥ－Ｘ／Ｙから送出されるパケットに対して、ＳＴＥ－Ｙ／Ｘは規定時間内

に応答することを要求される。この最大許容時間を越えた場合、ＳＴＥ－Ｘ／Ｙではタイムアウトにより、

付表４－１／ＪＴ－Ｘ７５と付表４－２／ＪＴ－Ｘ７５に示される動作を起動する。ＳＴＥの設計におい

ては、このことに考慮すべきである。

付表４－１／ＪＴ－Ｘ７５　ＳＴＥ－Ｘ／Ｙタイムアウト（１回目）

(CCITT X.75)

正常終了の条件 １回目のﾀｲﾑｱｳﾄ後の動作タ イ ム

ア ウ ト

番   号

タ イ ム

ア ウ ト

時   間

論 理

チ ャ ネ

ルの  状

態

タ イ マ

セ ッ ト

時   点
対 STE-Y/X 対  網

Ｔ３０  180 秒 r2/r3 STE-X/Y

がﾘｽﾀｰﾄ

要求 ﾊ ﾟ

ｹｯﾄを送

出

STE-X/Y が  r2/r3

状態を脱出

 すなわち､ﾘｽﾀｰﾄ

 確認､ﾘｽﾀｰﾄ要求

 ﾊﾟｹｯﾄを受信

STE-X/Y はﾘｽﾀｰ

ﾄ 要求ﾊﾟｹｯﾄ（網

輻輳､#52） を再

送出し､ﾀｲﾏ T30

を起動

ﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄﾊﾞｰﾁｬﾙｻｰ

ｷｯﾄの場合、STE-

X/Y はﾘｾｯﾄ要求

ﾊﾟｹｯﾄ（網輻輳、

#52）を送出

Ｔ３１  200 秒 p2/p3 STE-X/Y

が 発 呼

要求ﾊ ﾟ

ｹｯﾄを送

出

STE-X/Y が  p2/p3

状態を脱出

 たとえば、接続

 完了、切断要求、

 発呼要求ﾊﾟｹｯﾄを

 受信

STE-X/Y は p6/P7

状態に入り、切

断要求ﾊﾟｹｯﾄ（網

輻輳､#49）を送

出

STE-X/Y は切断

要求ﾊﾟｹｯﾄ（網輻

輳､#49）を送出

Ｔ３２  180 秒 d2/d3 STE-X/Y

がﾘｾｯ ﾄ

要求 ﾊ ﾟ

ｹｯﾄを送

出

STE-X/Y が  d2/d3

状態を脱出

 たとえば、ﾘｾｯﾄ

 確認、ﾘｾｯﾄ要求

 ﾊﾟｹｯﾄを受信

STE-X/Y はﾘｾｯﾄ

要求ﾊﾟｹｯﾄ（網輻

輳､#51）を再送

出し､ﾀｲﾏ T32 を

起動

STE-X/Y はﾘｾｯﾄ

要求ﾊﾟｹｯﾄ（網輻

輳､#51）を送出

Ｔ３３  180 秒 p6/p7 STE-X/Y

が 切 断

要求ﾊ ﾟ

ｹｯﾄを送

出

STE-X/Y が  p6/p7

状態を脱出

 たとえば、切断

 確認または切断

 要求ﾊﾟｹｯﾄを受信

STE-X/Y は切断

要求ﾊﾟｹｯﾄ（網輻

輳､#150）を再送

出し､ﾀｲﾏ T33 を

起動
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付表４－２／ＪＴ－Ｘ７５　ＳＴＥ－Ｘ／Ｙタイムアウト（２回目）

(CCITT X.75)

２回目のタイムアウト後の動作タ イ ム

ア ウ ト

番   号
対ＳＴＥ－Ｘ／Ｙ 対      網

Ｔ３０ ＳＴＥ－Ｘ／Ｙはｒ１状態に遷移

注－その後の動作は、上位レイヤで取ら

れる。

パーマネントバーチャルサーキットでは、

ＳＴＥ－Ｘ／Ｙはリセット要求パケット

（網輻輳、＃５２）を送出

Ｔ３１ （実行不可：Ｔ３１は自身がタイムアウトした後、再起動されない。）

Ｔ３２ バーチャルコールでは、ＳＴＥ－Ｘ／Ｙは

ｐ６／ｐ７状態に遷移し、切断要求パケッ

ト（網輻輳、＃５１）を送出

パーマネントバーチャルサーキットでは、

ＳＴＥ－Ｘ／Ｙはｄ１状態に遷移

バーチャルコールでは、ＳＴＥ－Ｘ／Ｙは

切断要求パケット(網輻輳、＃５１)を送出

パーマネントバーチャルサーキットでは、

ＳＴＥ－Ｘ／Ｙはリセット要求パケット

（網輻輳、＃５１）を送出

Ｔ３３ ＳＴＥ－Ｘ／Ｙはｐ１状態に遷移
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付属資料５　ＪＴ－Ｘ７５切断、リセットおよびリスタートパケットにおいて網が付与する診

断フィールド符号化方法

付表５－１／ＪＴ－Ｘ７５（１／４）

(CCITT X.75)
（注１、２、３および９参照）

診　断　符　号 ビ  ッ  ト １０進数

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

付加情報なし

Ｐ（Ｓ）異常

Ｐ（Ｒ）異常

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０

０

１

２

０  ０  ０  ０  １  １  １  １ １５

パケットタイプ不正

状態ｒ１に対して

状態ｒ２に対して

状態ｒ３に対して

状態ｐ１に対して

状態ｐ２に対して

状態ｐ３に対して

状態ｐ４に対して

状態ｐ５に対して

状態ｐ６に対して

状態ｐ７に対して

状態ｄ１に対して

状態ｄ２に対して

状態ｄ３に対して

０  ０  ０  １  ０  ０  ０  ０

０  ０  ０  １  ０  ０  ０  １

０  ０  ０  １  ０  ０  １  ０

０  ０  ０  １  ０  ０  １  １

０  ０  ０  １  ０  １  ０  ０

０  ０  ０  １  ０  １  ０  １

０  ０  ０  １  ０  １  １  ０

０  ０  ０  １  ０  １  １  １

０  ０  ０  １  １  ０  ０  ０

０  ０  ０  １  １  ０  ０  １

０  ０  ０  １  １  ０  １  ０

０  ０  ０  １  １  ０  １  １

０  ０  ０  １  １  １  ０  ０

０  ０  ０  １  １  １  ０  １

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

０  ０  ０  １  １  １  １  １ ３１

許されていないパケット

識別不可パケット

単方向論理ﾁｬﾈﾙの呼（注４）

ﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄﾊﾞｰﾁｬﾙｻｰｷｯﾄにおけるﾊﾟｹｯﾄ

ﾀｲﾌﾟ 不正

未割当論理ﾁｬﾈﾙの上のﾊﾟｹｯﾄ

０  ０  １  ０  ０  ０  ０  ０

０  ０  １  ０  ０  ０  ０  １

０  ０  １  ０  ０  ０  １  ０

０  ０  １  ０  ０  ０  １  １

０  ０  １  ０  ０  １  ０  ０

３２

３３

３４

３５

３６
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付表５－１／ＪＴ－Ｘ７５（２／４）

診　断　符　号 ビ  ッ  ト １０進数

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

短すぎるパケット

長すぎるパケット

ｾﾞﾈﾗﾙﾌｫｰﾏｯﾄ識別子不正

第 1 ｵｸﾃｯﾄのﾋﾞｯﾄ 1 から 4 および第 2 ｵ

ｸﾃｯﾄのﾋﾞｯﾄ 1 から 8 が 0 でないﾘｽﾀｰﾄ

ﾌｧｼﾘﾃｨ/ﾕｰﾃｨﾘﾃｨとﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟが不整合

（注５）

許容されていない割込確認

許容されていない割込み

０  ０  １  ０  ０  １  １  ０

０  ０  １  ０  ０  １  １  １

０  ０  １  ０  １  ０  ０  ０

０  ０  １  ０  １  ０  ０  １

０  ０  １  ０  １  ０  １  ０

０  ０  １  ０  １  ０  １  １

０  ０  １  ０  １  １  ０  ０

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

０  ０  １  ０  １  １  １  １ ４７

タイムアウト

着呼／発呼要求に対するﾀｲﾑｱｳﾄ

（注６）

切断指示／要求に対するﾀｲﾑｱｳﾄ

（注６）

ﾘｾｯﾄ指示／要求に対するﾀｲﾑｱｳﾄ

（注６）

ﾘｽﾀｰﾄ 指示／要求に対するﾀｲﾑｱｳﾄ

（注６）

０  ０  １  １  ０  ０  ０  ０

０  ０  １  １  ０  ０  ０  １

０  ０  １  １  ０  ０  １  ０

０  ０  １  １  ０  ０  １  １

０  ０  １  １  ０  １  ０  ０

４８

４９

５０

５１

５２

０  ０  １  １  １  １  １  １ ６３

呼設定または切断の問題

ﾌｧｼﾘﾃｨ/ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ符号非許容

（注５）

ﾌｧｼﾘﾃｨ/ﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾊﾟﾗﾒｰﾀ 非許容

（注５）

被呼ＤＴＥアドレス不正

起呼ＤＴＥアドレス不正

ファシリティ長不正

着呼禁止

使用可能論理チャネルなし

０  １  ０  ０  ０  ０  ０  ０

０  １  ０  ０  ０  ０  ０  １

０  １  ０  ０  ０  ０  １  ０

０  １  ０  ０  ０  ０  １  １

０  １  ０  ０  ０  １  ０  ０

０  １  ０  ０  ０  １  ０  １

０  １  ０  ０  ０  １  １  ０

０  １  ０  ０  ０  １  １  １

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１
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付表５－１／ＪＴ－Ｘ７５（３／４）

診　断　符　号 ビ  ッ  ト １０進数

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

呼衝突

ﾌｧｼﾘﾃｨ/ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ要求が二重出現

（注５）

アドレス長が０でない

ファシリティ長が０でない

期待時にﾌｧｼﾘﾃｨ/ﾕｰﾃｨﾘﾃｨが提供され

ていない（注５）

CCITT 定義の DTE ﾌｧｼﾘﾃｨ不正

０  １  ０  ０  １  ０  ０  ０

０  １  ０  ０  １  ０  ０  １

０  １  ０  ０  １  ０  １  ０

０  １  ０  ０  １  ０  １  １

０  １  ０  ０  １  １  ０  ０

０  １  ０  ０  １  １  ０  １

７２

７３

７４

７５

７６

７７

０  １  ０  ０  １  １  １  １ ７９

雑

DTE/STE からの不適当な原因符号

（注７）

オクテット列でない

Ｑビットの設定矛盾

０  １  ０  １  ０  ０  ０  ０

０  １  ０  １  ０  ０  ０  １

０  １  ０  １  ０  ０  １  ０

０  １  ０  １  ０  ０  １  １

８０

８１

８２

８３

０  １  ０  １  １  １  １  １ ９５

網間の呼設定／切断上の問題

起呼ＤＮＩＣ不明

ＴＮＩＣ不適合

呼識別子不適合

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾊﾟﾗﾒｰﾀ値のﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ誤り

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 長不正

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 長がゼロでない

Ｍビット違反

０  １  １  ０  ０  ０  ０  ０

０  １  １  ０  ０  ０  ０  １

０  １  １  ０  ０  ０  １  ０

０  １  １  ０  ０  ０  １  １

０  １  １  ０  ０  １  ０  ０

０  １  １  ０  ０  １  ０  １

０  １  １  ０  ０  １  １  ０

０  １  １  ０  ０  １  １  １

９６

９７

９８

９９

１００

１０１

１０２

１０３

０  １  ０  １  １  １  １  １ １１１

網間の問題

リモートネットワークの問題

網間のプロトコルの問題

０  １  １  １  ０  ０  ０  ０

０  １  １  １  ０  ０  ０  １

０  １  １  １  ０  ０  １  ０

１１２

１１３

１１４
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付表５－１／ＪＴ－Ｘ７５（４／４）

診　断　符　号 ビ  ッ  ト １０進数

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

網間リンクの障害

網間リンクの輻輳

中継網ファシリティの問題

ﾘﾓｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸのﾌｧｼﾘﾃｨの問題

網間ルーチングの問題

一時的なルーチングの問題

被呼ＤＮＩＣ不明（注３）

保守動作

０  １  １  １  ０  ０  １  １

０  １  １  １  ０  １  ０  ０

０  １  １  １  ０  １  ０  １

０  １  １  １  ０  １  １  ０

０  １  １  １  ０  １  １  １

０  １  １  １  １  ０  ０  ０

０  １  １  １  １  ０  ０  １

０  １  １  １  １  ０  １  ０

１１５

１１６

１１７

１１８

１１９

１２０

１２１

１２２

０  １  １  １  １  １  １  １ １２７

網の特別な診断情報のための予備

（注８）

１  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０ １２８

１  １  １  １  １  １  １  １ ２５５

　注１－ある特定の網がすべての診断符号を必ずしも適用する必要はないが、使用する場合は表に従った

符号を使用する。

　注２－示された診断符号はすべてのパケットに適用する必要はない。（例えば、リセット要求、切断要

求およびリスタート要求パケット）

　注３－各グループの最初の診断符号は総括的な診断符号であり、グループ内のさらに詳細な診断を使用

してもよい。１０進数で０の診断符号は、付加情報なしの時に使用できる。

　注４－ユーザインタフェースで生成されるのみである。

　注５－“網輻輳”の原因符号を持つ場合は、ユーティリティの問題であることを示す。その他の正しい

原因符号（表５－３／ＪＴ－Ｘ７５、表５－５／ＪＴ－Ｘ７５、表５－７／ＪＴ－Ｘ７５参照）

を持つ場合は、ユーザインタフェースにおけるファシリティの問題であることを示す。

　注６－“網輻輳”の原因符号を持つ場合は、ＪＴ－Ｘ７５パケットタイマの問題であることを示す。そ

の他の正しい原因符号（表５－３／ＪＴ－Ｘ７５、表５－５／ＪＴ－Ｘ７５、表５－７／ＪＴ－

Ｘ７５参照）を持つ場合は、ユーザインタフェースにおけるパケットタイマの問題である。

　注７－“網輻輳”の原因符号を持つ場合は、ＪＴ－Ｘ７５リンク上で不正な原因符号を検出したことを

示す。その他の正しい原因符号（表５－３／ＪＴ－Ｘ７５、表５－５／ＪＴ－Ｘ７５、表５－７

／ＪＴ－Ｘ７５参照）を持つ場合は、ユーザインタフェース上で不正な診断符号を検出したこと

を示す。

　注８－“網輻輳”の原因符号を持つ場合、網提供者間で相互に合意されたこの範囲内の診断符号がＪＴ

－Ｘ７５リンク上で転送される。しかし、受信網は、他の網またはユーザインタフェースを介し

て転送する前に、5.2.3.2 節、5.4.3.2 節または 5.5.1.2 節のうちのいずれかで示される適切な記述

に従って、これらの値を変更する。

　注９－“網輻輳”の原因符号を持つ場合、１から１１１の範囲内の診断符号は、他の網またはユーザイ

ンタフェースを介して転送される前に、5.2.3.2 節、5.4.3.2 節または 5.5.1.2 節のうちのいずれか

で示される適切な記述に従って、受信網によって値を変更される。
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付属資料６　原因符号および診断符号と誤り状態の関係

１．発呼要求パケット

誤り状態 原因符号 診断符号

（付属資料５注３参照）

 (1)　 オクテット列でないパケット（パケット

レイヤでオクテット列でないことを検出で

きる場合；４節参照）

網　　輻　　輳 ＃82

 (2)　 アドレスが２進化１０進数でない 網　　輻　　輳 ＃67、＃68

 (3)　 アドレスが４桁未満 網　　輻　　輳 ＃67、＃68

 (4)　  ファシリティ長フィールドを示すオク

テットのビット８が０でない

網　　輻　　輳 ＃69

 (5)　  ユーティリティの組合せがユーティリ

ティ長と等しくない

網　　輻　　輳 ＃101

 (6)　 ファシリティまたはユーティリティ長が

パケットの残りの長さより大きい

網　　輻　　輳 ＃38

 (7)　 ユーティリティの値が矛盾（例えば、特

殊な組合せが提供されていない）

網　　輻　　輳 ＃66

 (8)　 ユーティリティ符号が許されていない 網　　輻　　輳 ＃65

 (9)　 ユーティリティ値が許されていないかま

たは無効

網　　輻　　輳 ＃66

 (10)  ユーティリティが期待されたが未提供 網　　輻　　輳 ＃76

 (11)  パケットが短すぎる 網　　輻　　輳 ＃38

 (12)  アドレス長がパケットの残りの長さより

大きい

網　　輻　　輳 ＃38

 (13)  起呼ユーザデータが 16 オクテットより大

きいか又はファーストセレクトファシリテｨ

の場合に 128 オクテットより大きい

網　　輻　　輳 ＃39

 (14)  パラメータ長に対応するユーティリティ

のクラス符号がパケットの残りの長さより

大きい

網　　輻　　輳 ＃101

 (15)  ユーティリティ符号(TNIC 除く)再出現 網　　輻　　輳 ＃73

 (16)  ＴＮＩＣ二重出現 網　　輻　　輳 ＃66

 (17)  起呼網識別符号不明 網　　輻　　輳 ＃97

 (18)  ユーティリティ長フィールドオクテット

のビット７又はビット８が０でない

網　　輻　　輳 ＃101

 (19)  番号不明 接　続　不　可 ＃67

 (20)  着呼拒否 アクセス禁止 ＃70

 (21)  閉域ユーザグループ保護 アクセス禁止 ＃65

 (22)  着信課金拒否 着信課金許容

未登録

＃０

 (23)  ファーストセレクト拒否 ファーストセレ ＃０

クト許容未登録
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 (24)  国番号が許されている国番号形式より短

い

接 続 不 可 ＃67、＃68

 (25)  国番号が許されている国番号形式より大

きい

接 続 不 可 ＃67、＃68

 (26)  被呼ＤＴＥ障害 障　　　　　害 ＃０、＃128 以上

 (27)  未使用論理チャネルなし 番号ビジー ＃71

 (28)  呼衝突 番号ビジー ＃71、＃72

 (29)  リモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

が要求された機能またはファシリティを提

供していない

相手プロトコル

不一致

＃70

 (30)  リモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

における手順誤り

ﾘﾓｰﾄ手順誤り （付属資料５参照）

 (31)  網輻輳または網内の異常状態 網　　輻　　輳 ＃０、＃128 以上

（付属資料５参照）

 (32)  網内定期保守 網　　輻　　輳 ＃122

 (33)  ローカルＳＴＥ－Ｙ／Ｘインタフェース

以外の網異常検出

網　　輻　　輳 ＃113

 (34)  ローカルＳＴＥ－Ｙ／Ｘインタフェース

以外のＪＴ－Ｘ７５手順誤り検出

網　　輻　　輳 ＃114

 (35)  起呼網から被呼網への呼について網提供

者間のサービス合意がとれていない

アクセス禁止 ＃119

 (36)  示されたルーチングに従った起呼網から

被呼網への呼について網提供者間のサービ

ス合意がとれていない

アクセス禁止 ＃119

 (37)  ファシリティ要求のあった起呼網から被

呼網への呼について網提供者間のサービス

合意がとれていない

相手プロトコル

不一致

＃118

 (38)  ルーチング処理が被呼網のために適切な

出力リンクを確定できない

接 続 不 可 ＃121

 (39)  ルーチング処理が空論理チャネルを使用

した主力リンクを確定できない

網　　輻　　輳 ＃116

 (40)  選択された出力リンク上で呼衝突が発生

した

網　　輻　　輳 ＃116

 (41)  受信した発呼要求パケットが示すルーチ

ングが CCITT 勧告Ｘ.110 の規定による全体

のルーチングとしては長すぎる（例えば、

既に代替ルートが使用されている）

網　　輻　　輳 ＃120

 (42)  受信した発呼要求パケットが示すルーチ

ングが CCITT 勧告Ｘ.110 の規定による全体

のルーチングを提供するために拡張できな

い（例えば、既に代替ﾙｰﾄ を使用していれ

ば、巡回ﾙｰﾁﾝｸﾞになってしまう)

網　　輻　　輳 ＃120
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 (43)  ルーチング処理で決定した適切な出力リ

ンクの各々について予期しない故障が生じ

る恐れがある

網　　輻　　輳 ＃115

 (44)  ルーチング処理が、要求されたファシリ

ティをサポートする適切な運用中の出力リ

ンクを決定することができない

網　　輻　　輳 ＃117

 (45)  ルーチング処理が要求されたファシリ

ティのパラメータ値をサポートする適切な

運用中の出力リンクを決定することができ

ない

網　　輻　　輳 ＃117

 (46)  ルーチング処理で決定された適切な出力

リンクのすべてが運用中でなく、さらに少

なくとも 1 つは必須の保守のために計画停

止している

網　　輻　　輳 ＃122

注－(19)から(30)の誤り状態は、着信網に関する問題例である。

２．接続完了パケット

誤り状態 原因符号 診断符号

（付属資料５注３参照）

 (1) 　オクテット列でないパケット（パ

ケットレイヤでオクテット列でないこと

を検出できる場合；４節参照）

網　　輻　　輳 ＃82

 (2) 　アドレスが２進化１０進数でない 網　　輻　　輳 ＃67、＃68

 (3) 　アドレスが４桁未満 網　　輻　　輳 ＃67、＃68

 (4) 　ファシリティ長フィールドを示すオ

クテットのビット８が０でない

網　　輻　　輳 ＃69

 (5) 　ユーティリティの組合せがユーティ

リティ長と等しくない

網　　輻　　輳 ＃101

網　　輻　　輳 ＃38 (6) 　ファシリティまたはユーティリティ

長がパケットの残りの長さより大きい

網　　輻　　輳 ＃66 (7) 　ユーティリティの値が矛盾（例え

ば、特殊な組合せが提供されていない）

 (8) 　ユーティリティ符号が許されていな

い

網　　輻　　輳 ＃65

 (9) 　ユーティリティ値が許されていない

かまたは無効である

網　　輻　　輳 ＃66

網　　輻　　輳 ＃76 (10)  ユーティリティが期待されているが

未提供

 (11)  パケットが短すぎる 網　　輻　　輳 ＃38

 (12)  アドレス長がパケットの残りの長さ

より大きい

網　　輻　　輳 ＃38
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 (13)  ファーストセレクトファシリティに

おける起呼ユーザデータが 128 より大

きい

網　　輻　　輳 ＃39

 (14)  起呼ユーザデータが存在する( ファー

ストセレクトファシリティが要求されて

いない場合)

網　　輻　　輳 ＃39

 (15)  パラメータ長に対応するユーティリ

ティのクラス符号がパケットの残りの長

さより大きい

網　　輻　　輳 ＃101

 (16)  ユーティリティ符号（ＴＮＩＣを除

く）が再出現

網　　輻　　輳 ＃73

 (17)  起呼網識別符号不明 網　　輻　　輳 ＃97

 (18)  ユーティリティ長フィールドオク

テットのビット７またはビット８が０で

ない

網　　輻　　輳 ＃101

 (19)  ＴＮＩＣ二重出現 網　　輻　　輳 ＃66

 (20)  発呼要求パケットが応答制限付の

ファーストセレクトを表示

網　　輻　　輳 ＃42

 (21)  呼識別子が不一致 網　　輻　　輳 ＃99

 (22)  ＴＮＩＣが不一致 網　　輻　　輳 ＃98

 (23)  ユーティリティパラメータ値のネゴ

シェーション誤り

網　　輻　　輳 ＃100
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３．切断要求パケット

誤り状態 原因符号 診断符号

（付属資料５注３参照）

 (1) 　オクテット列でないパケット（パケッ

トレイヤでオクテット列でないことを検

出できる場合；４節参照）

網　　輻　　輳 ＃82

 (2)　 パケットが短すぎる 網　　輻　　輳 ＃38

 (3)　 パケットが長すぎる 網　　輻　　輳 ＃39

 (4)　 アドレス長フィールドに間違って０以

外が設定された

網　　輻　　輳 ＃74

 (5)　 ユーティリティ長フィールドに間違っ

て０以外が設定された

網　　輻　　輳 ＃102

 (6)　 ファーストセレクトファシリティにお

ける切断ユーザデータが１２８より大き

い（ファーストセレクトファシリティが

要求された場合）

網　　輻　　輳 ＃39

 (7)　 切断ユーザデータが存在する（ファー

ストセレクトファシリティが要求されて

いない場合）

網　　輻　　輳 ＃39

 (8)　 ＳＴＥより不適当な切断原因符号を受

信（提供されている場合； 5.2.3.1 節参

照)

網　　輻　　輳 ＃81

４．切断確認パケット

誤り状態 原因符号 診断符号

（付属資料５注３参照）

 (1)　 オクテット列でないパケット（パケッ

トレイヤでオクテット列でないことを検

出できる場合；４節参照）

網　　輻　　輳 ＃82

 (2)　 パケット長が３オクテットより大きい 網　　輻　　輳 ＃39


	　　



